
畜 産 品 評 会

第
四
篇

産

業

経

済



第
一
章

第
一
節

第
二
節

第
二
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
六
節

第
七
節

第
八
節

第
九
節

産
業
の
動
向

戦
後
の
う
つ
り
か
わ
り
…
…
…
…
…
…
八
七

農
林
業
の
概
況

八
八

第
三
章

林

第
一
節

林
業
の
概
要

第
二
節

森
林
組
合

第
三
節

組
合
の
事
業

農

業

作
物
別
動
向
と
主
な
施
策
…
…
…
…
…
九
一

農
業
施
策

農
業
委
員
会

農
業
生
産
条
件
整
理
事
業
…
…
…
…

農
業
共
済
事
業
…
…
…
…
…
…
‥
…

農
業
協
同
組
合
…
…
…
…
…
…
…
…

農
林
漁
業
制
度
資
金
…
…
…
…
…
…

九
八

一
〇
〇

一
〇
四

二
二
五

一
三
六

一
四
九

一
四
九

一
五
二

第
四
節

村
と
共
同
の
事
業
…
…
…
…
…
…
…
一
六
二

第
四
章

商

工

業

第
一
節

商
工
業
の
概
要
…
…
…
…
…
…
…
…
一
七
六

第
二
節

商

工

会

一
七
八



第1章 産業の動向

第
一
章

産
業
の
動
向

第
一
節

戦
後
の
う
つ
り
か
わ
り

農
業
は
国
民
経
済
安
定
の
基
本
で
あ
り
、
こ
の
山
村
も
農
林
業
を

中
心
と
し
て
い
る
。
昭
和
二
〇
年
の
敗
戦
以
来
、
こ
の
村
の
農
業
は

国
の
政
策
に
沿
っ
て
ど
の
様
な
施
策
を
と
り
、
ま
た
ど
の
様
に
変
っ

た
で
あ
ろ
う
か
。
露
命
を
つ
な
ぐ
た
め
山
村
の
伐
採
跡
地
と
言
わ

ず
、
雑
木
跡
も
草
地
も
可
能
な
所
は
す
べ
て
開
墾
し
て
、
い
も
類
・

陸
稲
・
と
う
も
ろ
こ
し
・
そ
の
他
の
雑
穀
を
作
っ
た
時
代
か
ら
現
在

の
よ
う
な
豊
富
な
時
代
へ
移
っ
て
い
っ
た
過
程
に
つ
い
て
、
今
一
度

振
り
か
え
っ
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

戦
後
日
本
の
農
業
は
農
地
改
革
か
ら
農
業
改
革
へ
、
統
制
経
済
か

ら
自
由
化
へ
、
農
村
人
口
の
膨
脹
時
代
か
ら
過
疎
時
代
へ
、
食
糧
生

産
中
心
農
業
か
ら
選
択
的
拡
大
へ
、
零
細
農
業
か
ら
規
模
拡
大
へ
、

土
地
生
産
性
追
求
時
代
か
ら
労
働
生
産
性
追
求
時
代
へ
、
国
内
農
業

か
ら
国
際
競
争
の
中
の
農
業
へ
、
い
も
類
雑
穀
の
強
制
供
出
か
ら
統

制
の
撤
廃
へ
、
労
働
力
中
心
か
ら
機
械
化
時
代
へ
、
澱
粉
食
中
心
か

ら
畜
産
物
へ
、
物
の
欠
乏
時
代
か
ら
余
剰
時
代
へ
、
多
角
的
経
営
か

ら
主
産
地
形
成
へ
、
そ
し
て
増
産
時
代
か
ら
米
の
減
産
の
た
め
の
生

産
調
整
時
代
へ
と
、
ま
こ
と
に
変
れ
ば
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
流
れ
の
中
で
と
ら
れ
た
政
策
の
主
な
も
の
を
見

る
と
、
先
ず
昭
和
二
一
年
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ

て
、
昭
和
一
三
年
制
定
の
農
地
調
整
法
は
大
巾
に
改
正
さ
れ
て
い

る
。
前
者
の
目
的
は
耕
作
者
の
地
位
の
安
定
と
農
業
生
産
の
増
強
に

あ
り
、
後
者
は
農
地
の
所
有
者
の
地
位
の
安
定
を
目
指
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
こ
ゝ
に
所
有
権
に
か
わ
る
耕
作
権
優
先
の
制
度
が
生
れ
た

わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
、
食
糧
事
情
の
好
転
に
よ
っ
て
農
地
改
革
か

ら
農
業
改
革
へ
進
む
た
め
、
農
地
調
整
法
と
自
作
農
創
設
特
別
措
置

法
を
一
本
化
し
て
昭
和
二
七
年
農
地
法
が
生
れ
、
農
業
規
模
の
拡
大

と
機
械
化
近
代
化
へ
と
方
向
を
転
換
す
る
事
に
な
り
、
そ
の
た
め
土

地
改
良
法
も
改
正
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

二
七
年
頃
か
ら
日
本
経
済
は
、
戦
前
の
水
準
に
回
復
し
て
新
し
い

発
展
段
階
に
は
い
っ
た
が
、
高
度
経
済
成
長
政
策
の
中
に
あ
っ
て
農

業
者
の
所
得
は
伸
び
な
や
み
、
都
市
勤
労
者
と
農
業
従
事
者
の
所
得

は
年
と
共
に
ひ
ら
い
て
い
っ
た
。
三
〇
年
か
ら
三
三
年
の
問
に
消
費

水
準
は
都
市
で
は
一
七
%
上
昇
し
た
が
、
農
村
で
は
八
%
に
止
ま
っ
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た
。
そ
の
後
さ
ら
に
三
五
年
、
池
田
内
閣
に
よ
る
所
得
倍
増
計
画
の

推
進
に
よ
っ
て
都
市
と
農
村
の
所
得
は
い
っ
そ
う
大
き
な
格
差
を
生

ず
る
に
至
っ
た
。

政
府
は
こ
う
し
た
格
差
是
正
の
一
環
と
し
て
三
六
年
に
低
開
発
地

域
工
業
開
発
促
進
法
、
翌
三
七
年
五
月
新
産
業
都
市
建
設
促
進
法
を

制
定
し
、
い
っ
ほ
う
農
業
に
対
し
て
は
国
際
競
争
に
対
応
し
得
る
近

代
的
農
業
に
脱
皮
す
る
た
め
農
業
基
本
法
を
制
定
し
た
。
そ
の
内
容

は
大
別
し
て
、
構
造
政
策
・
生
産
政
策
・
価
格
政
策
・
流
通
政
策
に

ょ
っ
て
組
立
て
ら
れ
、
推
進
の
方
法
と
し
て
は
地
域
の
実
情
に
即
し

た
農
業
政
策
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
間
、
新
農
山
漁
村
振
興
対
策
事
業
・
農
業
構
造
改
善
事
業
・

林
業
構
造
改
善
事
業
・
土
地
改
良
事
業
・
辺
地
対
策
事
業
・
過
疎
対

策
事
業
の
ほ
か
、
議
員
立
法
と
し
て
は
積
雪
寒
冷
地
帯
農
業
振
興
臨

時
措
置
法
・
特
殊
土
壌
地
帯
農
業
振
興
臨
時
措
置
法
・
急
傾
斜
地
帯

農
業
振
興
臨
時
措
置
法
・
海
岸
砂
地
地
帯
農
業
振
興
臨
時
措
置
法
等

を
制
定
し
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
振
興
策
が
樹
立
さ
れ
た
。
本

村
の
よ
う
な
山
村
地
域
で
は
政
府
の
意
図
す
る
経
営
の
拡
大
と
機
械

化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
の
施
策
に
は
限
度
が
あ
る
の
で
、
可
能
と

目
さ
れ
る
土
地
改
良
に
つ
い
て
鋭
意
努
力
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
四
五
年
に
累
積
す
る
食
糧
管
理
特
別
会
計
に
堪
え
か
ね
た

点
も
あ
っ
て
、
米
の
生
産
調
整
と
言
う
名
を
も
っ
て
減
産
政
策
が
と

ら
れ
、
い
っ
ほ
う
国
の
一
世
帯
一
住
宅
を
目
途
と
し
た
住
宅
政
策

と
、
一
部
投
資
家
の
投
機
等
に
よ
っ
て
地
価
は
急
上
昇
し
、
こ
の
頃

か
ら
農
地
は
多
く
農
業
者
の
手
を
離
れ
る
に
至
っ
た
。

ま
た
郡
市
に
集
中
し
た
人
口
は
経
済
的
余
裕
を
も
ち
、
日
曜
祭
日

等
は
自
家
用
車
を
駆
使
し
て
、
清
浄
な
空
気
と
自
然
を
求
め
て
山
野

に
行
楽
を
楽
し
む
者
が
多
く
な
り
、
こ
れ
ら
を
受
け
入
れ
る
為
の
自

然
開
発
と
レ
ジ
ャ
ー
産
業
が
台
頭
す
る
事
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
一
連
の
社
会
の
変
動
に
対
し
て
、
こ
の
村
は
合
併
以
来

ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
た
で
あ
ろ
う
か
。
一
翼
を
担
う
農
業
協
同

組
合
・
森
林
組
合
・
農
業
共
済
組
合
・
商
工
会
・
両
河
川
漁
業
協
同

組
合
な
ど
村
内
の
公
共
的
団
体
と
、
村
の
機
関
で
あ
る
農
業
委
員
会

が
ど
の
様
に
活
動
し
た
か
。
本
村
の
産
業
の
中
心
で
あ
る
農
林
業
に

つ
い
て
、
以
下
項
を
お
っ
て
記
述
し
て
み
た
い
。

第
二
節

農
林
業
の
概
況

一
、
土
地
利
用
の
状
況

別
表
に
見
る
よ
う
に
本
村
の
耕
地
は
水
田
二
三
七
㌶
、
畑
二
七
一
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㌶
、
一
戸
当
り
経
営
耕
地
面
積
は
五
〇
岬
強
の
零
細
農
で
あ
っ
て
、

他
は
宅
地
・
道
路
・
河
川
・
荒
蕪
地
を
除
い
て
、
す
べ
て
山
林
で
あ

る
。昭

和
三
二
年
頃
は
主
食
と
し
て
の
と
う
も
ろ
こ
し
、
現
金
収
入
源

第1章 産業の動向

年度別経営状況調

32 年I 35 年1 40 年i 45 年

水 田

畑
計

964戸

5.3反

463台

∩
ノ
し

9

1
-

1

0

∩
コ

3

4
i

3

1
i

1

2

農 家 戸 数

一戸当耕地面積

耕 う ん 機

牽引型耕うん機

動 力 噴 霧 機

動 力 撒 粉 機

ツラ
ー
は
り農周

田 植

刈 取

米 韓

(注) 32年は「愛媛統計年鑑」 35年以降は「世界農業センサス」より

農業統計は農家申告によるので実数はこれより多いのが通例である。
32年の畑反別の多いのは,みつまた,とうもろこしの山畑を含むもの
と思われる。

と
し
て
の
み
つ
ま
た
の
栽
培
等
に
よ
っ
て
畑
面
積
が
大
き
か
っ
た

が
、
主
食
が
雑
穀
か
ら
米
に
か
わ
り
、
み
つ
ま
た
は
植
林
に
お
さ
れ

て
、
山
畑
の
耕
作
は
逐
次
減
少
す
る
に
至
っ
た
。
旧
村
別
の
経
営
体

形
は
仕
七
川
村
と
黒
藤
川
村
は
お
お
む
ね
畑
作
経
営
で
あ
り
、
弘
形

村
と
黒
藤
川
村
の
沢
渡
部
落
は
水
田
経
営
で
あ
る
。

本
村
の
八
五
%
を
占
め
る
山
林
に
つ
い
て
は
、
森
林
組
合
の
項
で

述
べ
る
よ
う
に
私
有
林
が
比
較
的
多
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
私
有
の
中

に
は
村
外
地
主
の
所
有
に
か
か
る
も
の
が
約
四
〇
%
に
当
り
、
さ
ら

に
こ
の
傾
向
が
強
ま
り
つ
ゝ
あ
る
事
は
憂
慮
す
べ
き
現
象
で
あ
る
。

面
積
に
お
い
て
、
立
地
条
件
に
お
い
て
本
村
経
済
の
根
源
は
山
林
に

あ
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
山
林
の
生
産
性
の
向
上
は
林
道
網
の
整
備
、

第
二
に
は
伐
採
造
材
の
機
械
化
、
第
三
に
は
流
通
機
構
の
改
善
に
あ

る
の
で
、
日
毎
に
上
昇
す
る
労
務
賃
金
対
策
の
た
め
に
も
林
齢
二
〇

年
前
後
を
大
半
と
す
る
現
況
か
ら
も
、
最
重
点
施
策
と
し
て
こ
の
こ

と
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

耕
種
農
業
に
お
い
て
は
、
台
風
に
襲
わ
れ
や
す
い
地
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
自
然
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
作
目
を
選
定
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
農
家
で
あ
る
限
り
自
給
自
足
の
態
勢
作
り
は
必
須
要

件
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
将
来
の
世
界
の
食
糧
危
機
に
備
え
て
、
特
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に
水
田
を
漬
廃
す
べ
き
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。

現
在
、
森
林
組
合
が
主
体
と
な
り
、
或
は
村
が
事
業
主
体
と
な
っ

て
、
公
共
林
道
、
一
般
林
道
、
林
構
林
道
な
ど
国
の
施
策
と
相
ま
っ

て
林
道
網
開
設
整
備
に
重
点
を
指
向
し
て
い
る
し
、
農
業
に
お
い
て

も
労
働
力
不
足
と
生
産
コ
ス
ト
の
引
下
げ
の
た
め
農
道
が
各
所
に
開

設
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
さ
ら
に
格
段
の
尽
力
が
望
ま
れ
る
。

二
、
人
口
の
動
態

終
戦
を
契
機
に
、
産
業
界
は
軍
需
産
業
か
ら
平
和
産
業
に
移
行

し
、
数
年
を
出
で
ず
し
て
回
復
調
か
ら
発
展
へ
と
転
じ
た
。
い
っ
ほ

う
戦
後
の
食
糧
難
に
よ
っ
て
農
村
人
口
は
膨
脹
し
、
自
作
農
創
設
特

別
措
置
法
の
精
神
と
は
う
ら
は
ら
に
農
業
経
営
は
零
細
化
し
、
都
市

勤
労
者
所
得
を
上
廻
っ
て
い
た
農
業
所
得
は
昭
和
二
八
年
に
お
い
て

逆
転
し
、
そ
の
後
益
々
所
得
格
差
を
大
き
く
し
て
い
っ
た
。
山
村
人

口
の
減
少
の
著
し
い
中
で
、
昭
和
三
〇
年
に
三
二
八
六
人
の
農
業
人

口
は
、
一
五
年
後
に
お
い
て
は
一
六
三
五
人
と
半
減
し
て
い
る
。

三
、
産
業
経
済
費

本
村
の
主
な
産
業
は
農
林
業
で
あ
る
こ
と
は
さ
き
に
も
述
べ
た

産業別就業人 口

国勢調査による

が
、
特
に
農
業
は
戦
後
の
食
糧
難
の
た
め
量
産
に
主
力
を
注
い
だ
。

そ
の
後
、
食
糧
事
情
の
好
転
に
伴
な
っ
て
他
の
産
業
に
見
合
う
所
得

を
得
る
た
め
の
労
働
生
産
性
の
追
求
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
事
は

農
業
経
営
の
基
盤
整
備
と
、
国
内
需
要
の
動
向
に
対
応
す
る
作
目
の
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第1章 産業の動向

選
定
、
お
よ
び
生
産
技
術
の
向
上
に
あ
っ
た
。
こ
れ
が
村
の
予
算
に

ど
の
様
に
織
り
込
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
昭
和
三
〇
年
度

の
決
算
で
は
、
そ
の
中
に
占
め
る
産
業
経
済
費
は
六
%
、
す
な
わ
ち

二
四
〇
万
四
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
が
、
四
六
年
度
の
決
算
で
は
八
、

三
九
九
万
円
に
上
昇
し
、
そ
の
比
率
は
実
に
決
算
総
額
に
対
し
二

四
・
八
一
%
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
経
済
の
成
長
度
に

見
合
う
農
業
所
得
の
向
上
を
ね
ら
っ
て
、
経
営
の
近
代
化
を
推
進
す

る
為
に
と
ら
れ
た
農
林
道
の
重
点
開
発
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

主
な
財
源
は
、
国
・
県
の
補
助
金
と
辺
地
債
お
よ
び
過
疎
倭
に
依
存

し
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

第
二
章

農

第
一
節

作
目
別
動
向
と
主
な
施
策

一
、
米

昭
和
一
七
年
一
月
に
、
「
国
民
の
食
糧
確
保
と
国
民
経
済
の
安
定

を
図
る
た
め
、
米
の
需
給
調
整
と
配
給
の
統
制
を
行
な
う
」
と
い
う

目
的
で
食
糧
管
理
法
が
制
定
せ
ら
れ
、
農
家
は
強
制
的
に
供
米
の
割

当
を
強
い
ら
れ
、
い
っ
ほ
う
消
費
者
に
は
配
給
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。

食
糧
管
理
法
は
食
糧
の
確
保
が
本
来
の
目
的
で
あ
っ
た
が
、
時
代
の

移
り
か
わ
り
と
と
も
に
現
在
で
は
農
業
生
産
者
の
保
護
の
た
め
の
法

律
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
米
価
は
二
四
年
八
月
発
足
の
米
価
審
議
会
(
消
費
者
代

表
、
農
協
団
体
代
表
及
び
学
識
経
験
者
代
表
等
三
二
名
で
構
成
)

の

答
申
も
あ
っ
て
二
五
年
は
農
業
パ
リ
テ
ィ
指
数
に
よ
っ
て
米
価
を
決

定
し
、
三
五
年
に
生
産
者
所
得
補
償
方
式
に
よ
る
米
価
に
改
め
ら

れ
、
年
と
共
に
上
昇
し
、
三
一
年
玄
米
六
〇
㌔
当
り
三
、
八
〇
八
円
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で
あ
っ
た
も
の
が
、
四
八
年
に
は
一
〇
、
三
三
六
円
と
な
っ
た
。

昭
和
三
〇
年
、
美
川
村
初
代
村
長
土
居
通
栄
に
よ
る
農
業
政
策
大

綱
の
中
に
、
東
古
味
の
開
田
・
日
野
浦
の
か
ん
が
い
用
水
路
の
改

修
・
沢
渡
部
落
へ
の
道
路
開
設
が
か
か
げ
ら
れ
た
が
、
安
定
し
た
収

穫
は
水
稲
で
あ
っ
て
、
黒
藤
川
・
仕
七
川
方
面
の
畑
作
地
帯
や
、
食

糧
自
給
の
と
も
な
わ
な
い
農
家
は
経
済
的
に
不
安
定
を
免
れ
な
か
っ

た
。
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
国
内
食
糧
事
情
は
好
転

し
た
と
し
て
も
当
村
に
と
っ
て
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
し
て
二
代

新
谷
優
村
長
の
発
足
二
年
目

の
昭
和
三
五
年
に
至
っ
て
、

先
ず
長
瀬
の
字
ダ
バ
に
約
三

町
歩
の
開
田
を
実
施
し
、
翌

日

三
六
年
東
古
昧
一
円
と
二
箆

国
の
補
助
金
が
流
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
農
業
近
代
化
と
農
地
集

団
化
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
区
画
整
理
の
名
の
も
と
に
国
の
低
利

融
資
事
業
と
し
て
工
事
を
施
行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
に
し
て
思

え
ば
久
万
土
地
改
良
課
の
指
導
と
、
地
元
土
地
改
良
区
の
協
力
が
事

業
推
進
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
る
。

然
し
な
が
ら
、
結
果
は
長
瀬
に
約
三
町
歩
、
東
古
味
に
九
町
歩
余
、

二
箆
約
一
三
町
歩
の
開
田
に
止
ま
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
二
箆
土
地
改
良

区
に
内
紛
等
も
あ
っ
て
、
現
在
で
は
そ
の
多
く
が
休
耕
状
態
に
あ
る

こ
と
は
遺
憾
の
極
み
で
あ
る
。
こ
の
間
に
お
い
て
、
非
常
な
努
力
を

払
っ
た
久
万
土
地
改
良
課
愛
媛
県
技
師
宮
内
忠
勝
、
お
よ
び
地
元
土

92

開味古東

一
円
に
、
合
せ
て
四
〇
町
歩

の
開
田
を
計
画
し
た
。

当
時
既
に
食
糧
増
産
時
代

も
過
ぎ
、
農
業
政
策
の
転
換

期
で
あ
っ
た
た
め
国
の
援
助

も
な
く
、
た
だ
耀
漑
施
設
に

年次別政府統制米価
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地
改
良
区
の
柏
原
幸
吉
・
団
上
貢
・
竹
崎
嘉
愛
ら
の
各
理
事
長
に
、

改
め
て
深
く
感
謝
を
捧
げ
た
い
。

い
ま
年
次
別
政
府
統
制
米
価
を
表
示
す
る
と
前
ペ
ー
ジ
の
と
お
り

で
あ
る
。

数
字
を
並
べ
た
だ
け
で
は
、
何
の
抵
抗
も
苦
労
も
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
米
価
が
国
民
経
済
に
及
ぼ
す
所
は
大
き
い
。
公
共
性
の

強
い
も
の
だ
け
に
、
国
と
し
て
は
賃
金
物
価
の
悪
循
環
を
断
ち
切
り

た
い
で
あ
ろ
う
し
、
消
費
者
は
消
費
者
の
立
場
か
ら
価
格
の
す
え
置

き
を
願
う
し
、
い
っ
ほ
う
農
業
者
団
体
は
再
生
産
に
見
合
う
よ
う
に

引
上
げ
を
要
求
し
て
毎
年
農
民
代
表
を
東
京
に
送
り
込
み
、
涙
ぐ
ま

し
い
戦
い
が
繰
り
返
さ
れ
て
来
た
。
お
そ
ら
く
今
後
も
当
分
は
こ
の

よ
う
な
要
求
が
繰
り
返
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

二
、
葉
た
ば
こ

こ
れ
ま
で
の
畑
作
を
概
観
す
る
と
夏
は
と
う
き
び
、
冬
は
麦
、
そ

の
外
に
甘
藷
・
馬
鈴
薯
・
陸
稲
・
大
豆
・
小
豆
・
そ
ば
・
こ
き
び
等

が
散
見
さ
れ
、
換
金
作
物
は
み
つ
ま
た
・
椿
・
の
り
(
黄
菊
葵
)
位

い
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
昭
和
二
六
年
頃
か
ら
現
金
収
入
源
を
求
め
て
、
畑
作
経
営

葉たばこ収納

は
大
き
く
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
態
と
な
っ
た
。
葉
た
ば
こ
が
こ

の
地
方
に
入
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う

ど
二
六
年
頃
で
あ
る
。
そ
の
後
、

三
〇
年
の
合
併
か
ら
美
川
村
振
興

計
画
を
基
礎
に
奨
励
し
、
さ
ら
に

三
六
年
の
自
立
農
家
育
成
協
議
会

等
の
意
見
も
入
れ
て
本
村
の
基
幹

た ば こ 耕 作 実 績
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作
目
に
選
定
し
て
、
五
〇
㌶
を
目
標
に
奨
励
に
努
め
た
。
合
併
当
時

は
一
四
・
一
㌶
に
過
ぎ
な
い
耕
作
面
積
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
六
年

に
は
四
六
㌶
に
拡
大
し
た
。
そ
の
後
、
農
村
人
口
の
老
齢
化
と
、
発

展
を
続
け
る
他
産
業
へ
の
流
出
も
あ
っ
て
、
以
来
年
々
減
少
を
つ
づ

け
て
い
る
が
、
安
定
し
た
現
金
収
入
源
と
し
て
再
び
見
直
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

三
、
養

蚕

か
つ
て
は
養
蚕
王
国
を
誇
っ
た
当
地
方
も
、
昭
和
一
五
年
仕
出
の

西
岡
初
太
郎
を
最
後
に
、
全
く
そ
の
影
を
ひ
そ
め
て
食
糧
増
産
に
没

頭
し
た
。
や
が
て
終
戦
を
週
へ
、
順
次
日
本
経
済
は
発
展
段
階
に

入
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
、
衣
生
活
に
お
い
て
も
つ
ぎ
は
ぎ
だ

ら
け
の
も
ん
ぺ
か
ら
真
新
し
い
も
ん
ぺ
に
か
わ
り
、
上
流
社
会
で
は

化
繊
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
肌
触
り
を
求
め
よ
う
と
す
る
か

に
見
え
た
。
昭
和
三
三
年
の
頃
、
中
村
の
佐
々
木
育
太
郎
が
愛
媛
県

蚕
糸
課
の
佐
々
木
幸
夫
の
奨
め
も
あ
っ
て
、
約
三
畝
程
の
桑
苗
を
植

付
け
た
の
が
戦
後
の
草
分
け
で
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
そ
の
後
、
中

予
蚕
業
指
導
所
長
小
野
徳
美
が
西
古
味
出
身
の
関
係
も
あ
っ
て
か
仕

七
州
地
区
に
養
蚕
熱
が
高
ま
っ
た
。
翌
三
四
年
に
は
福
原
市
議
・
西

田
久
喜
・
村
上
宇
太
郎
・
山
之
内
栄
・
藤
野
正
義
・
西
田
利
美
・
押

岡
袈
裟
秀
・
高
岡
忠
義
・
松
岡
貞
夫
が
新
楠
を
は
じ
め
、
佐
々
木
育

太
郎
と
合
せ
て
一
〇
名
を
も
っ
て
任
意
の
養
蚕
組
合
を
結
成
、
初
代

組
合
長
を
村
上
宇
太
郎
と
定
め
、
早
く
も
こ
の
年
晩
秋
蚕
を
飼
育
し

た
。
ち
ょ
う
ど
村
に
お
い
て
は
新
農
山
漁
村
対
策
特
別
助
成
事
業
の

一
つ
に
近
代
養
蚕
を
進
め
る
た
め
の
稚
蚕
共
同
飼
育
所
の
建
設
を
計

画
し
て
い
た
の
で
、
国
庫
助
成
対
象
事
業
と
し
て
昭
和
三
五
年
に
小

規
模
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
中
村
に
共
同
飼
育
所
を
建
設
し
た
。

そ
の
後
こ
の
組
合
は
将
来
漸
次
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ

た
の
で
、
坂
本
農
協
組
合
長
・
村
上
任
意
組
合
長
と
も
協
議
の
上
、

美
川
農
協
に
事
業
を
移
換
し
た
。
戦
前
の
実
績
に
照
ら
し
て
も
本
村

の
通
産
で
あ
る
と
し
て
奨
励
に
乗
り
出
し
、
集
団
養
蚕
集
落
を
指
定

す
る
な
ど
増
殖
に
力
を
入
れ
る
か
た
わ
ら
、
近
代
養
蚕
技
術
普
及
に

努
め
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
四
五
年
に
は
養
蚕
農
家
二
一
四
戸
、
桑

園
面
積
七
、
九
七
五
岬
、
産
繭
量
四
一
㌧
を
生
産
す
る
に
至
っ
た
。

そ
の
間
、
養
蚕
経
営
の
合
理
化
・
労
力
の
節
減
・
蚕
作
の
安
定
等

の
た
め
蚕
業
技
術
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
た
富
永
忠
志
お
よ
び
中

予
蚕
業
指
導
所
長
小
野
徳
美
、
指
導
員
と
し
て
赴
任
し
た
斉
藤
則
幸

及
び
後
任
都
能
敬
一
ら
の
指
導
を
受
け
て
旧
任
七
川
村
役
場
跡
に
全
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村
を
一
元
化
し
た
稚
蚕
共
同
飼
育
所
を
設
置
し
、
以
来
一
合
二
令
を

共
同
飼
育
し
、
養
蚕
家
に
配
布
し
て
飼
養
さ
せ
、
生
産
さ
れ
た
繭
は

当
初
以
来
、
大
洲
の
今
岡
製
糸
と
特
約
販
売
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ

の
間
、
美
川
農
協
組
合
長
坂
本
素
行
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
献
身
的

尽
力
を
、
前
記
の
指
導
者
の
努
力
と
と
も
に
特
筆
し
て
お
き
た
い
。

養
蚕
業
は
今
後
中
国
と
の
貿
易
自
由
化
に
よ
っ
て
、
ど
の
様
に
変
る

で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に

現
在
の
稚
蚕
飼
育
所
(
大
字
七
鳥
字
西
古
味
所
在
)

の
規
模
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

茶の作付面積及び生産数量

飼

育

室

管

理

室

飲

事

室

貯

桑

室

飼

育

能

力

三
六
六
平
方
㍍

二
〇
平
方
㍍

六
〇
平
方
㍍

八
〇
平
方
㍍

三
、
〇
〇
〇
箱

四
、
茶

三
〇
年
六
月
美
川
村
新
村
建
設
計
画
に
基
づ
き
台
風
な
ど
の
自
然

災
害
に
強
く
、
ま
た
畑
作
地
域
の
換
金
作
目
と
し
て
茶
の
苗
木
補
助

金
を
交
付
し
て
栽
培
を
奨
励
し
て
、
茶
園
造
成
に
つ
と
め
た
。
三
九

年
に
な
っ
て
本
村
産
業
振

興
計
画
の
重
点
作
目
に
こ

れ
を
採
り
上
げ
、
生
産
性

の
低
い
作
目
を
茶
園
に
転

換
す
る
よ
う
に
奨
励
を
は

じ
め
た
。
在
来
の
粗
放
的

茶
畑
の
改
良
も
必
要
で
あ

り
、
ま
た
生
薬
の
生
産
か

栽培農家の作付規模別数
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ら
加
工
ま
で
を
農
民
自
ら
の
手
で
行
う
こ
と
、
品
質
の
向
上
と
量
産

に
よ
る
市
場
の
獲
得
、
生
産
コ
ス
ト
の
引
下
げ
に
よ
る
労
働
生
産
性

の
向
上
等
を
奨
励
の
基
礎
に
お
い
た
。
そ
の
た
め
に
技
術
指
導
員
の

養
成
と
近
代
的
製
茶
工
場
の
建
設
等
が
急
務
と
な
っ
た
。
指
導
員
養

成
の
た
め
に
農
協
か
ら
上
岡
正
文
・
篠
原
唯
男
を
高
知
県
茶
業
試
験

場
に
派
遣
す
る
な
ど
村
と
農
協
が
一
体
と
な
っ
て
事
業
を
進
め
た
。

い
っ
ぽ
う
作
付
奨
励
品
種
に
は
摘
採
時
期
の
調
整
お
よ
び
本
村
の

立
地
条
件
を
も
勘
案
し
て
、

ヤ
ブ
キ
タ
種
ヤ
マ
ト
ミ
ド
リ
、

サ
ヤ
マ

ミ
ド
リ
を
定
め
、
植
付
方
法
は
鉄
刈
り
が
可
能
な
園
式
と
し
、
栽
培

面
積
の
目
標
を
一

O
Oか
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

五

他

そ

の

と
う
き
び
(
玉
萄
黍
〉
は
、
昭
和
二
五
年
頃
ま
で
主
食
と
し
て
の

地
位
を
保
っ
て
い
た
が
、
主
食
が
麦
に
移
り
、
さ
ら
に
米
に
代
っ
て

い
く
に
つ
れ
て
、
作
付
面
積
も
昭
和
三
五
年
の
一
、
三
二
O
反

(

三
二
診
)
に
比
し
、
昭
和
四
五
年
に
は
六
三
一

O
反
に
減
少
し
た
し
、

ま
た
内
容
的
に
も
青
刈
飼
料
用
、
或
は
焼
と
う
き
び
用
の
疏
菜
的
目

的
に
変
っ
た
。
長
い
間
、
と
う
き
び
と
麦
が
主
食
の
地
位
を
占
め
、

秋
は
ど
の
部
落
も
と
う
き
び
稲
架
で
、
だ
い
だ
い
色
に
映
え
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
国
道
三
三
号
線
沿
い
に
は
田
渡
野
瀬
部
落
に
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家
畜
の
飼
料
用
と
し
て
若
干
往
時
の
面
影
を
止
め
る
の
み
で
あ
る
。

麦
は
秋
冬
作
の
作
付
可
能
な
所
に
、
水
田
と
い
わ
ず
畑
と
言
わ
ず
、

山
畑
に
至
る
ま
で
作
付
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
伐
替
畑
な
ど
も
焼
畑
に

耕
さ
れ
て
蒔
き
つ
け
さ
れ
、
と
う
き
び
と
共
に
本
村
の
主
な
農
作
物

で
あ
っ
た
。
こ
の
作
物
は
除
草
に
大
変
な
労
力
を
要
し
、

ぇ
、
さ
び
病
等
も
大
発
生
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
農
作
物
中
で
最
も

そ
の
う

引
き
合
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
主
食
が
米
に
代
る
に
至
っ

た
の

で
、
裸
麦
の
如
き
は
全
く
そ
の
影
を
止
め
ず
、
僅
か
に
粉
食
自
給
用

と
し
て
の
小
麦
が
散
見
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
さ
つ
ま
い

も
・
じ
ゃ
が
い
も
・
あ
わ
・
そ
ば
・
大
豆
・
小
豆
等
も
か
な
り
生
産

さ
れ
て
い
た
が
、
自
家
用
と
し
て
の
そ
れ
を
残
し
疏
菜
代
り
と
し
て

の
じ
ゃ
が
い
も
、
葉
た
ば
こ
跡
地
利
用
の
そ
ば
が
名
残
り
を
止
め
る

に
過
、
ぎ
な
い
。

焼
畑
と
は
伐
替
畑
で
あ
り
、
農
作
と
山
林
原
野
が
順
次
入
れ
か

わ
っ
て
い
く
も
の
を
指
す
が
、
そ
の
主
な
作
物
は
麦
・
と
う
き
び

そ
ば
・
あ
わ
・
大
豆
・
小
豆
で
あ
っ
た
。
春
は
と
う
き
び
山
、

夏
は

そ
ば
山
、
秋
は
麦
山
と
、
そ
の
時
期
に
応
じ
て
毎
日
の
よ
う
に
山
焼

き
が
行
わ
れ
、
山
焼
き
の
前
に
は
、
駐
在
所
に
山
焼
願
い
(
山
林
火
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年 次 別 農 業 統 計 (市町村統計要覧より)

作 物 名 
昭和35年度 昭和40年度 昭和45年度 

作付面積I収穫量 作付面積 収穫量 作付面積l収穫量 

麦 類 」的 172 七 402 諸a 56 t 137 勉 33 七 31 

甘 藷 23 356 1了 265 11 186 

馬 鈴 薯 56 1,030 59 885 24 269 

とうもろこし 132 318 119 309 63 191 

大 豆 56 83 49 68 38 60 

あ ず き 7 7 12 2 11 11 

大 根 10 226 10 274 10 211 

さ と い も 3 32 4 52 5 69 

こ ん に ゃ く 3 11 3 22 5 28 

き ゅ う り 1 11 2 38 2 38 

な す 1 10 2 44 2 44 

す い か 0 2 2 31 3 36 

か ぼ ち ゃ 0 6 2 38 2 38 

そ ら ま め 4 28 3 17 5 19 

え ん ど う 2 7 2 了 3 10 

その他競菜 8 94 12 156 18 210 

果 樹 3 15 5 19 19 27 

みつまた,こうぞ 508 148 81 

肉 用 牛 801頭 510頭 450頭 

果樹は主に粟・柿, みつまた・こうぞの中にとろろあおいを含む

農業統計はすべて農家の申告に基づくものであるから,所得税などの関係を考慮

し,必ずしも真実が表現されているとばかりは考えられない。しかし,おおよその

傾向はこれによって知ることが出来る

大
願
)
を
出
し
て
許
可
を
得
、
当
日
は

隣
地
々
主
の
応
援
な
ど
に
よ
っ
て
焼
き

払
い
、
火
が
お
さ
ま
る
頃
と
な
る
と
用

意
し
た
焼
酎
を
の
み
な
が
ら
残
火
の
消

え
る
の
を
待
っ
て
、
日
暮
れ
て
下
山
し

た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
山
畑
を
造
成
し
て
作
物
を

作
り
、
あ
ま
り
収
量
が
得
ら
れ
な
い
よ

ぅ
に
な
る
と
、
み
つ
ま
た
を
植
付
け
る
。

そ
の
み
つ
ま
た
も
株
切
れ
等
に
よ
っ
て

生
産
が
減
少
す
る
と
再
び
荒
れ
る
に
委

せ
て
、
十
数
年
ま
た
は
数
十
年
を
経
て

地
力
が
回
復
し
た
頃
を
見
計
っ
て
再
び

焼
畑
と
し
、
こ
れ
を
繰
り
返
す
の
が
伐

替
畑
の
特
質
で
あ
る
。
そ
れ
が
造
林
の

普
及
に
よ
り
み
つ
ま
た
跡
地
、
或
は
み

つ
ま
た
の
中
へ
杉
桧
を
植
林
し
、
最
近

で
は
こ
の
中
間
の
農
耕
を
止
め
て
雑
木

伐
採
跡
も
、
植
林
の
跡
地
も
直
ち
に
造
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林
さ
れ
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

工
芸
作
物
中
、
本
村
に
お
け
る
現
金
収
入
源
と
し
て
最
も
依
存
度

の
高
か
っ
た
の
は
み
つ
ま
た
で
あ
る
が
、
そ
の
生
産
量
等
に
つ
い
て

は
農
業
協
同
組
合
の
項
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
態
様
を
簡
単
に

記
し
て
お
き
た
い
。
み
つ
ま
た
は
明
治
に
入
っ
て
移
入
さ
れ
、
大
正

か
ら
昭
和
初
期
に
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
一
度
植
付
け
る
と
長
い
も

の
は
四
〇
年
も
株
が
持
続
し
た
が
、
再
植
・
再
々
楢
に
及
ぶ
に
つ
れ

株
腐
り
(
も
ん
は
病
)

の
蔓
延
の
た
め
植
付
二
年
日
頃
か
ら
病
害
に

冒
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
中
期
以
後
は
造
林
熱
の
高
ま
り
と
相

ま
っ
て
急
激
に
減
少
し
た
も
の
で
あ
る
。
春
は
山
の
斜
面
一
帯
を
鮮

か
な
黄
色
に
い
ろ
ど
っ
た
み
つ
ま
た
畑
も
、
今
で
は
熟
畑
に
わ
ず
か

に
密
植
栽
培
を
見
か
け
る
程
度
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
三
五
年

に
五
〇
八
㌶
、
四
〇
年
に
一
四
八
㌶
、
四
五
年
に
八
一
㌶
と
な
り
、

こ
の
八
一
㌶
も
み
つ
ま
た
単
作
で
は
な
く
て
杉
桧
の
中
に
残
留
す
る

も
の
の
収
穫
が
主
で
あ
る
。
や
が
て
姿
を
消
す
作
目
と
な
る
で
あ
ろ

え
ノ
○

こ
の
外
に
の
り
(
黄
菊
葵
、
本
名
と
ろ
ろ
あ
お
い
)

こ
ん
に
ゃ
く

等
も
あ
る
が
別
項
に
ゆ
ず
り
た
い
。

第
二
節

農

業

施

策

一
、
海
外
移
住

農
家
の
経
営
規
模
の
拡
大
に
よ
る
農
業
の
近
代
化
等
の
見
地
か
ら

国
の
海
外
移
住
事
業
が
再
開
さ
れ
た
。

昭
和
二
七
年
一
〇
月
、
神
戸
移
住
斡
旋
所
が
開
設
さ
れ
て
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
ア
マ
ゾ
ン
移
住
五
四
名
が
出
発
し
た
の
が
始
め
で
あ
る
。
そ

の
後
、
南
米
各
地
と
の
外
交
交
渉
も
進
ん
で
全
国
的
に
移
住
事
業
が

進
展
し
た
。
愛
媛
県
に
お
い
て
も
農
村
二
、
三
男
対
策
、
人
口
問
題

等
か
ら
海
外
移
住
事
業
を
積
極
的
に
と
り
あ
げ
、
県
職
員
を
現
地
調

査
に
派
遣
し
た
り
、
昭
和
三
四
年
に
は
久
松
知
事
が
自
ら
現
地
視
察

を
行
な
っ
て
、
県
下
に
現
地
の
報
告
や
、
移
住
の
勧
誘
を
行
っ
た
り

し
た
。
そ
の
線
に
そ
っ
て
美
川
村
で
も
移
住
推
進
協
議
会
を
組
識

し
、
県
の
職
員
と
共
に
映
画
会
・
説
明
会
等
を
各
部
落
で
催
し
た
。

最
初
は
独
身
者
の
雇
用
移
住
を
す
ゝ
め
て
い
た
が
、
し
だ
い
に
自

営
移
住
と
な
り
、
家
族
あ
げ
て
の
移
住
へ
と
進
展
し
、
本
村
か
ら
昭

和
三
五
年
に
自
営
移
住
を
五
家
族
送
り
出
し
た
。
留
守
家
族
あ
て
の

通
信
な
ど
に
よ
る
と
、
生
活
の
基
礎
も
固
ま
っ
て
明
る
い
前
途
を
約
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昭和初期迄の海外移住者 (昭和45年現在)

戦 後 の 移 住 者 一 覧 (昭和34…35)

束
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

二
、
農

業

祭

農
業
祭
は
村
民
の
農
業
意
欲
を
高
め
、
技
術
進

歩
の
状
況
や
生
活
文
化
の
向
上
を
周
知
さ
せ
る
趣

旨
で
美
川
村
発
足
以
来
、
毎
年
開
催
し
て
昭
和
三

七
年
ま
で
八
回
に
及
ん
だ
。
は
じ
め
は
農
民
祭
と

呼
び
旧
村
毎
の
三
会
場
で
開
催
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
の
経
済
成
長
と
村
の
農
業
動
向
、
全
村
民
の

交
流
の
必
要
を
思
い
、
第
五
回
の
三
四
年
か
ら
全

村
一
カ
所
、
名
も
農
業
祭
と
改
称
し
、
ま
ず
上
黒

岩
で
開
い
た
。
六
回
は
仕
七
川
、
七
回
は
も
と
に

か
え
り
上
黒
岩
で
開
い
た
。
そ
の
時
の
よ
う
ず
を

略
記
し
て
見
よ
う
。

物
産
展

第
一
会
場
物
産
展
は
中
央
集
会
所
を

当
て
、
階
上
ホ
ー
ル
は
農
産
物
、
階
下
は
林
産

物
、
屋
外
で
農
機
具
が
展
示
さ
れ
た
。
農
産
物
は

前
回
よ
り
も
質
量
と
も
に
向
上
し
て
お
り
、
な
か

な
か
の
好
評
だ
っ
た
。
久
万
農
業
改
良
普
及
所
の
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五
〇
万
円
所
得
の
青
写
真
な
ど
は
特
に
人
目
を
ひ
い
た
。
そ
の
こ
ろ

目
立
っ
て
伸
び
て
来
た
椎
茸
は
林
産
物
の
花
形
で
村
内
各
所
か
ら
出

品
さ
れ
、
美
川
産
椎
茸
が
経
済
市
場
で
着
実
な
地
歩
を
占
め
て
来
た

こ
と
を
示
し
た
。
農
林
産
物
の
出
品
数
は
穀
類
二
一
六
点
、
競
菜
一

二
九
点
、
工
芸
作
物
二
点
、
果
樹
二
六
点
、
五
品
目
総
合
出
品
一
一

点
、
茶
一
〇
点
、
椎
茸
四
三
点
、
苗
木
等
一
六
点
で
あ
っ
た
。
入
賞

は
品
目
別
に
優
等
賞
一
八
名
、
一
等
賞
三
三
名
、
二
等
賞
六
三
名
、

計
一
一
四
名
で
あ
っ
た
。

畜
産
展

第
二
会
場
の
畜
産
展
は
恒
例
の
御
三
戸
牛
市
を
兼
ね
て

い
た
の
で
、
県
内
各
地
、
遠
く
は
京
阪
神
地
方
か
ら
多
数
の
仲
買
人

が
集
ま
り
、
中
央
集
会
所
下
の
河
原
は
人
と
牛
で
埋
ま
っ
た
。
今
年

か
ら
せ
り
売
り
も
採
用
さ
れ
、
好
況
の
う
ち
に
取
引
さ
れ
た
。
当
日

出
場
牛
は
約
一
八
〇
頭
で
、
売
買
数
二
二
〇
頭
、
う
ち
肉
牛
約
六
割
、

役
牛
約
四
割
、
子
だ
し
ぼ
ご
く
少
数
で
、
最
高
売
値
は
田
波
野
瀬
の

綱
田
時
雄
の
二
八
万
円
で
あ
っ
た
。

文
化
展

第
三
会
場
文
化
展
は
役
場
二
階
の
ホ
ー
ル
一
は
い
に
展

示
物
が
置
か
れ
た
。
各
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
努
力
作
品
が
人
目

を
ひ
い
た
。
ま
た
同
会
場
に
は
日
本
最
古
と
学
者
か
ら
折
紙
を
つ
け

ら
れ
た
上
黒
岩
ヤ
ナ
ゼ
の
縄
文
文
化
の
出
土
品
が
多
数
出
陳
さ
れ
た

し
、
郵
便
関
係
の
日
新
ら
し
い
趣
好
の
展
示
物
な
ど
も
興
味
を
そ

そ
っ
た
。

生
活
改
善
展

第
四
会
場
生
活
改
善
展
は
役
場
二
階
の
二
部
屋
が

当
て
ら
れ
た
。
料
理
・
生
花
・
家
庭
用
器
具
が
整
然
と
美
し
く
展
示

さ
れ
た
。
料
理
展
は
生
活
改
善
が
よ
う
や
く
自
分
の
も
の
と
な
っ
た

婦
人
連
が
腕
に
よ
り
か
け
て
作
っ
た
、
自
信
の
ほ
ど
も
う
か
が
え
る

見
事
な
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。
生
花
の
美
し
き
と
落
着
き
も
見
る
人

に
安
ら
ぎ
を
与
え
た
。

芸
能
展

第
五
会
場
の
芸
能
展
は
例
年
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
映

画
と
演
劇
の
二
つ
に
分
け
た
。
御
三
戸
劇
場
で
は
正
岡
よ
し
え
ら
の

肝
入
り
で
郷
土
芸
能
が
催
さ
れ
、
仕
七
川
・
美
川
西
・
美
川
南
の
婦

人
会
・
そ
の
他
有
志
が
終
日
熱
演
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
ぎ
っ
し
り
満
員

の
盛
況
だ
っ
た
し
、
映
画
は
美
川
中
央
中
学
校
を
会
場
と
し
、
こ
れ

ま
た
多
く
の
観
覧
者
を
集
め
た
。
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第
三
節

農
業
委
員
会

一
、
農
業
委
員
会
の
発
足

昭
和
二
六
年
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
同
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年
三
月
農
地
委
員
会
は
発
展
的
に
解
消
し
新
た
に
農
業
委
員
会
が
発

足
し
た
。
農
業
委
員
会
は
同
法
第
七
条
に
基
づ
く
選
挙
に
よ
る
委
員

と
、
同
法
第
十
二
条
に
安
め
る
農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
共
済
組
合

を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す
る
委
員
各
一
名
、
村
議
会
が
推
薦
し
た
学
識
経

験
を
有
す
る
者
五
名
以
内
と
な
っ
て
お
り
、
農
業
団
体
が
推
薦
し
た

委
員
の
外
は
条
例
で
委
員
数
を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

本
村
は
選
挙
に
よ
る
委
員
一
〇
名
、
学
識
経
験
者
を
三
名
と
定
め
、

同
年
五
月
一
七
日
執
行
の
選
挙
に
臨
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
選
挙
は
無

投
票
に
終
り
第
一
回
の
農
業
委
員
と
し
て
次
の
も
の
が
就
任
し
た
。

西
村

義
助

山
本

米
吉

黒
川

茂
義

猪
上

俊
彦

竹
下

柳
吉

篠
崎

優

正
岡
利
代
蔵

片
岡
与
利
重

森

倉
之
進

坪
内

要

土
居

通
栄

吉
同

好
吉

篠
崎

利
光
(
以
上
三
名
議
会
推
薦
)

二
、
農
業
基
本
法

高
度
経
済
成
長
の
か
げ
に
農
業
は
伸
び
な
や
み
、
農
業
の
あ
り
方

に
問
題
点
が
起
り
は
じ
め
た
。
三
三
・
四
年
こ
ろ
は
他
産
業
と
農
業

の
所
得
格
差
は
大
き
く
ひ
ら
き
、
し
だ
い
に
兼
業
農
家
に
傾
き
、
労

働
力
の
都
市
流
出
と
な
っ
て
今
ま
で
の
経
営
規
模
で
は
自
立
困
難
と

な
っ
て
来
た
。
こ
う
し
た
情
勢
を
ふ
ま
え
て
旗
政
の
新
し
い
路
線
を

定
め
る
た
め
三
六
年
に
農
業
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
経
済

成
長
に
対
す
る
農
業
近
代
化
へ
の
テ
コ
入
れ
と
し
て
農
業
の
方
向
を

示
し
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
具
体
性
は
乏
し
か
っ
た
。

三
、
農
地
法
の
改
正

こ
の
時
期
に
お
い
て
、
都
市
へ
の
人
口
流
出
は
都
市
の
地
価
高
騰

を
ひ
き
起
し
、
山
村
は
過
疎
現
象
が
目
立
ち
、
農
地
の
山
林
転
用
が

急
増
し
て
自
立
農
家
の
育
成
が
困
難
と
な
っ
て
来
た
。
こ
う
し
て
四

五
年
一
〇
月
一
日
に
農
地
法
の
改
正
と
な
っ
た
。

改
正
の
目
的
を
農
地
法
第
一
条
で
は
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い

る
。
「
こ
の
法
律
は
農
地
は
そ
の
耕
作
者
み
ず
か
ら
が
所
有
す
る
こ

と
を
最
も
適
当
で
あ
る
と
認
め
て
、
耕
作
者
の
農
抱
の
取
得
を
促
進

し
、
そ
の
権
利
を
保
護
し
、
並
び
に
土
地
の
農
業
上
の
効
率
的
な
利

用
を
図
る
た
め
そ
の
利
用
関
係
を
調
整
し
、
も
っ
て
耕
作
者
の
地
位

の
安
定
と
農
業
生
産
力
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と

な
っ
て
お
り
、
以
下
主
要
事
項
は
大
略
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

墓
地
・
採
草
放
牧
地
の
権
利
移
動
統
制
の
変
更

経
営
面
積
の
上

限
制
限
を
緩
和
し
、
取
得
後
の
経
営
面
積
が
い
く
ら
に
な
ろ
う
と
農

101



農地等の所有権移転処理状況 (農地法3条関係)

作
業
の
常
時
従
事
で
あ
れ

ば
よ
い
と
さ
れ
た
こ
と
、

ま
た
下
限
面
積
を
引
上
げ

て
農
地
取
得
後
の
面
積
が

三
〇
岬
か
ら
五
〇
咋
以
上

に
引
上
げ
ら
れ
た
。

創
設
農
地
の
貸
付
関
係

農
地
改
革
や
そ
れ
以
後

国
の
自
作
農
を
つ
く
る
目

的
で
買
収
し
た
こ
の
創
設

農
地
も
、
売
渡
後
一
〇
年

を
経
過
し
て
い
れ
ば
、
許

可
を
う
け
て
売
買
・
転
用
・

貸
付
が
で
き
る
こ
と
ゝ
な

り
流
動
化
の
可
能
性
を
持

た
せ
る
こ
と
と
し
た
。

適
作
距
離
等
に
よ
る
取

得
制
限

こ
れ
は
最
近
、

地
価
上
昇
や
イ
ン
フ
レ

30…48年度転用状況 (4条関係)

30…48年度転用農地(欝轡)処理状況(5条関係)

の
進
行
に

よ
る
「
お

も
わ
く
買

い
」
農
地

取
得
を
抑

え
よ
ネ
ノ
と

す
る
も
の

で
あ
る
。

農
協
に

よ
る
経
営

委
託

今

度
の
改
正

で
、
農
協

が
組
合
員

か
ら
委
託
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を
受
け
て
農
業
経
営
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

黒
地
保
有
合
理
化

農
業
委
員
会
は
農
業
振
興
地
域
整
備
法
に

ょ
っ
て
農
地
移
動
の
斡
旋
を
行
な
い
、
規
模
拡
大
に
方
向
づ
け
る
活

動
を
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
委
員
会
の
斡
旋
に
よ
る
移
動
に
つ



第2章 農 業

30…48年度取得資金・維持費金貸付状況

農地取得資金と維持資金に区別され制度発足以来300余の農家が利用している

数度の改正により取得資金は最高隈200万円,年利率3分5厘である

維持資金は最高隈30万円(災害の場合60万円)で年利率5分である

い
て
は
譲
渡
所
得
税
・
不
動
産
所
得
税
・

登
録
免
許
税
を
軽
減
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。農

地
移
動
の
許
可
権
限
の
農
業
委
員
会

へ
の
移
譲

農
地
・
採
草
放
牧
地
に
つ
い

て
は
、
す
べ
て
市
町
村
農
業
委
員
会
の
許

可
制
と
な
っ
た
。

小
作
地
の
所
有
制
限
の
緩
和

小
作
地

の
所
有
限
度
を
一
㌶
と
ぎ
れ
て
い
た
も
の

が
所
有
制
限
を
撤
廃
さ
れ
、
ま
た
一
〇
年

以
上
所
有
し
て
い
た
農
地
に
つ
い
て
は
不

在
村
地
主
が
認
め
ら
れ
た
。

小
作
料
統
制
の
緩
和

今
ま
で
存
在
し

て
い
る
小
作
地
に
つ
い
て
は
一
筆
毎
の
小

作
料
統
制
が
さ
れ
て
い
た
が
、
改
正
法
で

は
貸
借
両
者
の
相
対
で
農
業
委
員
会
の
定

め
る
標
準
小
作
料
を
基
準
と
し
て
自
主
的

に
定
め
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
。

草
地
利
用
制
度
の
創
設

農
地
法
に
は
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強
制
的
に
買
収
し
て
売
渡
し
す
る
規
定
が
あ
っ
た
が
、
畜
産
振
興
等

に
お
い
て
市
町
村
・
農
協
等
に
限
っ
て
草
地
と
し
て
利
用
出
来
る
制

度
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。

四
、
農
業
委
員
会
の
使
命

農
業
委
員
会
は
、
戦
後
に
農
地
改
革
を
担
当
し
た
農
地
委
員
会
の

伝
統
を
継
承
し
、
農
地
法
執
行
の
第
一
線
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
農
地
法
の
意
義
を
正
し
く
認
識
し
、
趣
旨
を
生
か
す
重
大

な
責
務
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
改
正
農
地
法
を
軸
と
し
、
農

業
者
の
真
の
利
益
代
表
機
関
と
し
て
努
力
す
る
こ
と
が
蔑
業
委
員
会

に
課
せ
ら
れ
た
今
後
の
使
命
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
農
地
の
異
動
状

況
お
よ
び
制
度
資
金
の
活
用
状
況
を
表
示
し
て
お
く
。

第
四
節

農
業
生
産
条
件
整
備
事
業

一
、
土
地
改
良
事
業

昭
和
二
四
年
六
月
に
土
地
改
良
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
よ
り

き
き
二
三
年
一
〇
月
に
農
林
省
農
政
局
に
お
い
て
農
業
政
策
大
綱
が

作
ら
れ
た
。
人
口
の
増
加
に
伴
な
い
食
糧
の
不
足
が
逐
年
増
加
し
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
土
地
改
良
や
資
材
の
確
保
等
生
産
の
基
本

的
条
件
を
整
え
る
い
っ
ほ
う
、
農
業
経
営
の
内
容
を
改
善
し
、
農
家

経
済
の
安
定
と
、
や
が
て
来
る
べ
き
国
際
競
争
に
堪
え
得
る
態
勢
作

り
が
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
二
四
年
五
月
、
衆
議
院
本

会
議
に
於
て
食
糧
増
産
確
保
基
本
法
案
が
出
さ
れ
た
。

そ
の
骨
子
も
、
農
地
の
開
発
・
災
害
復
旧
・
土
地
改
良
を
政
府
自

ら
行
う
も
の
、
或
は
民
間
事
業
に
対
し
て
助
成
し
我
が
国
食
糧
の
自

給
度
の
向
上
と
、
い
も
類
の
利
用
増
進
の
た
め
の
必
要
な
施
設
に
つ
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い
て
政
府
の
義
務
を
規
定

し
、
さ
ら
に
生
産
を
は
ば
む

陰
樹
伐
採
も
市
町
村
農
業
調

整
委
員
会
の
権
限
に
委
ね
る

べ
し
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
陰
樹
即
ち
か
げ
切
り
は

流
産
し
た
が
、
そ
の
他
は
実

行
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

以
上
は
一
例
で
あ
る
が
、

生
産
の
増
強
は
土
地
改
良
に

負
う
所
が
大
で
あ
る
と
す
る



政
府
の
考
え
方
は
一
貫
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
土
地
改
良
法
の
施
行

を
見
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
で
は
、
農
用
地
の
改
良
や
開
発
保

全
と
集
団
化
を
円
滑
に
実
施
す
る
。
そ
の
た
め
に
生
産
基
盤
を
整
備

し
、
農
業
の
生
産
性
の
向
上
と
農
業
総
生
産
の
増
大
、
及
び
農
業
生

産
の
選
択
的
拡
大
及
び
農
業
構
造
の
改
善
の
た
め
、
農
業
用
排
水
施

設
・
農
業
用
道
路
・
農
用
地
の
保
全
ま
た
は
利
用
上
の
施
設
・
管

理
・
廃
止
ま
た
は
変
更
を
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
効
果
的
に
す
る

た
め
の
関
連
施
策
、
す
な
わ
ち
区
画
整
理
。
農
用
地
の
造
成
・
埋
立

ま
た
は
干
拓
・
容
土
暗
渠
排
水
。
床
締
等
に
国
は
助
成
措
置
を
行
う

か
、
或
は
国
自
ら
の
手
で
行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
こ
の
土
地
改
良
事
業
の
施
行
主
体
は
国
・
県
・
市
町
村
・
農

業
協
同
組
合
・
土
地
改
良
区
・
受
益
者
数
人
に
よ
る
共
同
施
行
等
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
っ
て
従
来
の
耕
地
整
理
法
は
廃

業

止
さ
れ
た
。

本
村
の
よ
う
な
財
政
的
弱
小
村
は
こ
う
し
た
国
の
施
策
を
利
し
て

事
業
を
実
施
す
る
外
な
い
。
で
は
こ
の
村
は
ど
の
様
な
土
地
改
良
車

設新道震
t
I
l簑

も
の
で
農
地
の
関
係
受
益
面

積
お
お
む
ね
一
〇
㌶
以
上

(
以
前
は
一
般
二
〇
㌶
、
急

傾
斜
地
域
一
四
㌶
以
上
)

の

地
区
を
対
象
と
し
て
行
う
事

業
で
、
補
助
率
は
五
〇
%
か

ら
六
〇
%
の
も
の
が
あ
る
。

県
単
独
土
地
改
良
事
業

県
の
補
助
金
を
受
け
て
実
施

す
る
事
業
で
関
係
す
る
農
地

第2章 農

業
を
行
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
順
を
追
っ
て
記
述
す
る
事
と
し
た

ヽ

○

団
体
営
土
地
改
良
事
業

こ
れ
は
国
庫
補
助
を
受
け
て
実
施
す
る

面
積
が
お
お
む
ね
五
㌶
以
上

の
地
区
を
対
象
に
行
う
も
の
で
、
補
助
率
は
四
〇
%
か
ら
五
〇
%
の

も
の
が
あ
る
。
年
度
別
事
業
内
訳
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
特

に
前
記
補
助
率
よ
り
低
い
も
の
の
中
に
は
補
助
対
象
外
の
事
業
費
が

含
ま
れ
て
い
る
点
と
、
村
補
助
金
の
中
に
は
昭
和
四
〇
年
来
本
村
が

起
し
た
辺
地
債
過
疎
債
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た

ヽ

○

-
>
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団体営 土 地 改 良 事 業

実施 事 業 費 内 訳

年度
工 種 地 区 名 事業主体 事業量 総事業費

国県補助金 I村(村補費助51地元負担金

36 弓/1王、手 道 田 ド ノ セ 美 川村 819，720 324，000 81，000 414，720 千種次郎

37 農 J若 回 ド ノ セ 美 川 村 1，420，000 568，000 262，339 589，661 松浦照雄

38 農 道 田 ド ノ セ 美 川 村 7，116，107 2，802，165 2，192，165 2，121，942 西山広元

45 農道舗装 東 古 味 美 川 村 265m 2，242，000 973，100 1，201，640 67，260 

協喜東沼久保田和和 道道建金路語進松男46 農道舗装 東 古 味 美 川 村 640.7m 9，536，420 4，138，410 5，353，357 44，653 

I! 友tll乏3 j萱 築 J[ I 11 501.8m 15，150，000 9，075，000 4，882，000 1，193，000 

5十 1， 142.5m 24，686，420 13，213，410 10，235，357 1，237，653 

47 農 道 雲6ム芝A J[ I 美 川村 553.7m 21，531，000 12，886，500 7，570，000 1，056，500 久保金松

48 1H5幻支 道 両 |上l 美 川 村 192m 5，959，000 3，569，500 1，840，800 548，700 西山広元

ム口、 Z十 63，756，247 34，336，510 23，383，301 6，036，436 

∞C
H
 

県 単独土地改良事業

事 業 費 内 訳実施

年度
工 種 地 区 名 事業主体 事業量 総 事業費

国県補助金 I村(村補費助5I 地元負担金
請負業者

30 農 1、4旦. 信1 城 美 川村 L=19M 100，000 40，000 30，000 30，000 大坂間一雄

31 農 7、品g 内 分 美 川 村 L =332M 300，000 90，000 210，000 平柳 進



光雄

進

倉橋

平柳

63，000 

70，000 

42，000 

60，00。105，000 

200，000 

L=75M 

L=37M 

美 川村日野浦，本組下

内 分

路

道
水

農

32 

70，000 

133，000 70，000 

165，260 

102，000 

90，000 

43，200 

305，000 

397，000 

108，000 

L=100M 

L=118M 

美 川村分

通

内

中

計

道

路

農

水

33 進

喜義

平柳

篠崎

141， 740 

64，800 

西山広元

西山広元

天野静雄

高岡政蔵

// 

206，540 

260，000 

111，800 

125，160 

122，400 

91，800 

110，160 

251，324 

165，260 133，200 

90，000 

60，000 

72，000 

80，000 

60，000 

72，000 

70，800 

505，000 

350，000 

171，800 

197，160 

202，400 

151，800 

182，160 

322，124 

美 川村

美 川 村

// 

// 

次

セ

次

組

河

谷

川

ノ田

日野 浦，本

日野 浦，成

元井

東

ド

計

道

路

道

路

路

道

梁

農

水

農

水

水

農

橋

A
，

「

3

7

qu
円

φ

ノ

// 

// 

// 

// 

// 

// 

中岡亀吉

西山広元

共同施 行

812，644 

91， 800 

91， 800 

61， 200 

160，600 

414，800 

60，000 

60，000 

40，000 

120，000 

1， 227 ，444 

151， 800 

151， 800 

101， 200 

280，600 

美 川村セ

本

次

川

ノド田

石

三

東

ヰ
ー

ニコ
nH

水 路

農道

36 

// 

// 

// 

// 

叫
机

405，400 280，000 685，400 言十

ト
C
H

進

広

吉

元

員

種

亀

広

義

柳

岡

岡

山

浦

平

西

中

西

松

121，200 

322，400 

90，900 

83，628 

122，400 

80，000 

160，000 

60，000 

55，200 

80，000 

201，200 

482，400 

150，900 

138，828 

202，400 

美 川村

// 

ノy

ノY

川，三玉

川，大久保

，鳥

本

山津

大

大

七

石

惣

水 路

// 

農道

溜池

37 
// 

// 

// 

// 

軍国

制
判

N
神
崎



実施 事 業 費 内 訳

年度
工 種 地 区 名 事業主体 事 業 量 総事業費

国県補助金 I 村(村 補 費助~ I地元負担金
請負業者

言十 1， 175，728 435，200 740，528 

38 路 大 川，三 王 美 川村 161，760 64，000 97，760 中岡亀吉

39 路 東 古 味 美 川村 592，896 170，800 422，096 高岡政蔵

H 橋 梁 黒 藤川，神 日IJ // 217，200 140，000 77，200 天野 静 雄

言十 810，096 310，800 499，296 

41 農 道 黒 藤川，元井谷 美 川村 10.5m 144，000 57，600 86，400 天野静雄

1/ // 東 川，井出口 // 22.3m 307，000 122，800 184，200 高岡政蔵

// オぇ 路 大 川，大久保 ノY 177.1111 280，000 112，000 168，000 西岡 種広

// // 東 古 味 // 88.8m 137，000 50，800 56，200 30，000 中岡 亀吉

// 溜 池 有 枝，大 成 // 1ヶ処 124，000 49，600 74，400 平柳 進

992，000 392，800 56，200 543，000 

42 溜 池 有 枝，中 〕直 美 川村 1ヶ処 430，000 172，000 258，000 中岡 亀吉

// オく 路 日野 浦，正原寺 // 165.8m 150，000 60，000 90，000 平柳 進

// // 黒 藤川，前 )11 // 98.5m 150，000 60，000 90，000 西山広元

// // 東 川，久保田 // 66.0111 150，000 60，000 90，000 高岡政蔵

IJ'. 880，000 352，000 528，000 

43 オぇ 路 日野浦，馬 Fう 美 川 村 100.0m 100，000 40，000 60，000 西山広元

// 暗 渠 東 古 味 // 1ケ処 135，000 54，000 81， 000 高岡 政蔵

// 農 j萱 回 ド ノ セ // 32.0m 796，000 318，400 477，600 高山 貞蔵

1， 031， 000 412，400 618，600 

∞O)
[
 



川
和

44 農 道 |黒藤J11，ナカガイチ 美 川村 27.0m 400，000 160，000 120，000 120，000 高山貞蔵
11 か大川，内田 11 44.5m 436，000 174，400 43，600 218，000 西 岡種広
11 11 11 ， 11 11 32.9m 253，000 101，200 25，300 126，500 11 

11 11 日野浦，本 組 共同施行 427.5m 2，382，000 952，800 1，429，200 久保金松

3，471，000 1， 388，400 188，900 1，893，700 
45 農 道 日野浦，平 井 共同施行 797.4m 1，333，000 533，200 799，800 久 保金松
11 11 i五 ノ セ 1/ 74.2m 645，000 258，000 387，000 高山貞蔵
11 1/ 社 11 485.8m 533，000 213，200 319，800 久保金松
11 11 押 美 川 村 18.7m 295，000 118，000 88，500 88，500 天野輝雄
11 11 東 古 味 11 520.6m 1，740，000 696，000 991， 800 52，200 1/ 

11 E艮乏I1 1、A旦ム 日 野浦，平 井 共同施行 205.2m 786，000 314，400 471， 600 久保金松
11 路 藤 社 美 川村 350.0m 1，000，000 400，000 600，000 高山貞蔵

6，332，000 2，532，800 1，080，300 2，718，900 
46 路 藤 社 美 )11村 217.2m 1，000，000 400，000 200，000 400，000 高山 猛
11 )I主U乏1 j草 西 古 味 11 26.7m 500，000 250，000 150，000 100，000 沼田建男
11 路 j蕗 社 11 159.0m 500，000 200，000 100，000 200，000 高山 猛

2，000，000 850，000 450，000 700，000 
47 農 J][ 息 東古 l床，(通学路〉 美 川村 85.5m 640，000 320，000 320，000 中 岡亀吉

11 農道舗装 田 ド ノ セ 11 822，8m 7，200，000 2，880，000 4，104，570 215，430 西金山亀建正設志

E十 7，840，000 3，200，000 4，424，570 215，430 

48 農 J、主lli 上 黒 岩，三 次 美 川村 280，Om 7，160，000 3，580，000 2，864，200 715，800 天 野輝雄

11 農道舗装 有 校，内 5) 11 345m 4，300，000 1，720，000 2，451，900 128，100 西金山亀 建正設志

11，460，000 5，300，000 5，316，100 843，900 

l口』 39，626，428 16，388，400 11， 781， 330 11，456，698 

総 103，382，675 50，724，910 35，164，631 17，493，134 

白
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二
、
新
農
山
漁
村
振
興
特
別
助
成
事
業

こ
の
事
業
は
昭
和
三
一
年
四
月
六
日
の
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
新
農

山
漁
村
建
設
総
合
対
策
要
綱
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
本
村
は
三

三
年
に
農
村
振
興
基
本
計
画
を
た
て
、
こ
れ
と
併
行
し
て
美
川
地
域

農
業
振
興
協
議
会
を
組
識
し
た
。

こ
の
当
時
は
食
糧
自
給
の
伴
は
な
い
農
業
経
営
は
不
安
定
か
つ
貧

困
で
あ
り
、
畑
作
を
も
っ
て
食
糧
自
給
は
望
め
な
い
と
開
田
に
よ
る

解
決
を
考
え
た
。
生
産
性
低
下
の
因
子
と
な
る
人
力
依
存
と
農
林
道

の
整
備
を
実
施
、
か
ん
が
い
用
排
水
路
を
舗
装
し
経
常
水
利
費
の
節

減
、
む
ぎ
・
と
う
も
ろ
こ
し
を
換
金
作
物
に
改
め
、
購
入
肥
料
は
経

営
費
の
主
座
を
占
め
年
々
増
大
の
傾
向
に
あ
り
、
家
畜
の
導
入
を
促

響
∴
湘
∴
丑

諦

聖
∴
荘
∴
難

曲

糀

進
し
て
無
畜
農
家
解
消
・
栽

培
技
術
経
営
技
術
の
改
善
と

共
同
利
用
施
設
・
共
同
集
出

荷
施
設
を
拡
充
整
備
・
特
に

中
堅
青
壮
年
・
四
H
ク
ラ
ブ

(
農
業
の
改
良
普
及
の
墓
石

と
な
る
グ
ル
ー
プ
)

の
育
成

に
努
め
る
等
の
外
、
当
該
計

画
書
に
基
づ
き
昭
和
三
三
年

よ
り
三
ケ
年
間
に
於
て
次
の

事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
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事*

33 木 Jjよz 倉 庫 水 押 j束 10坪 115，000 63，000 11 

33 路 中 里 在J-L五I 292，000 155，000 篠崎義喜

2，194，000 993，000 

34 路 沢 渡 364，000 174，400 久保金松

34 11 一 箆，とちず 101，000 40，100 高 山貞 蔵一
34 ネナ 道 東 ) 11 397m 1，500，000 525，000 11 

34 施 設 横 山 844m 160，000 80，000 高 木松太郎

34 11 置 俵 788m 181，000 90，000 11 

34 上 黒岩，三 次 一 次 橋44m 取付18m 2，185，000 1，032，500 西 山広元

計 4，491， 000 1，942，000 

35 路 東 川 ， 久 保 田 184，000 92，300 西山広元

35 7J( E各 東 川，シ ロ 182，000 90，900 高岡政蔵

35 // 東 川，井出口 133，000 66，400 西 山広元

35 万111乏1 道 東 古 味 1，865，000 932，200 高岡政蔵

35 稚蚕飼育所 東 JII ケ 処 376，000 188，000 村上宇太郎

35 しいたけ乾燥施設 一 箆 1/ 308，000 154，000 協栄代二一 業外一

35 1/ 長 l崎 // 318，000 159，000 協鎌倉留吉 業外

35 生活改善 施設 七 ，手、、、LJ 式 132，000 66，000 

35 共同給水 施設 ，馬 門 // 168，000 84，000 平柳 j韮

35 1/ 西 一1=1 味 // 90，000 45，000 高木松太郎

35 美川村青年研修施設 美 )11 キサ 11 246，000 123，000 美 ) 11 村

4，002，000 2，000，800 

よに』I 10，687，000 4，935，800 
H
H
H
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三
、
振
興
山
村
農
林
漁
業
特
別
開
発
事
業

山
村
振
興
法
が
昭
和
四
O
年
五
月
一
一
日
制
定
さ
れ
た
。
こ
の

振
興
山
村
の
指
定
条
件
に
美
川
村
は
該
当
す
る
の
で
直
ち
に
新
谷

村
長
が
指
定
申
請
を
行
い
、
昭
和
四
一
年
一
二
月
二
O
日
付
け
を

も
っ
て
振
興
山
村
の
指
定
村
と
な
っ
た
。
本
村
の
実
情
に
即
し
、

自
主
的
な
計
画
に
基
づ
い
て
農
道
新
設
・
改
良
・
水
路
舗
装
・
農

業
生
産
の
た
め
の
近
代
化
施
設
と
、
特
認
事
業
と
し
て
村
道
の
新

設
、
改
良
の
事
業
が
実
施

さ
れ
た
。

指
定
年
度

昭
和
四

(完成の一部〉

年
度

事
業
実
施
期
間

四
二
年
度
よ
り
四
五
年
の

線

四
ヶ
年
間
、

特
認
事
業
に

渡

つ
い
て
は
四
七
年
ま
で
実

沢

施
さ
れ
た
。

事
業
費
の
財
源
に
つ

い

て
は
国
五
O
%
残
り
の
五

O
%
に
つ
い
て
は
村
と
受
益
者
の
負
担
、
但
し
農
道
・
水
路
に
つ
い

112 

て
は
園
、
が
五
O
%
、
県
が
二
O
%
の
補
助
を
出
し
合
せ
て
七
O
%
の

補
助
金
が
あ
っ
た
。
特
認
事
業
の
村
道
改
良
、
橋
梁
整
備
に
つ
い
て

昭
和

は
五
O
か
ら
六
六

2
七
%
の
補
助
が

あ
っ
た
。
そ
の
年
度
別
事
業
内
訳
は

別
表
の
通
り
で
あ
る
。

(宮中橋〉

東古味肉牛舎

道農久盛銅

豆正



振興山村農林漁業特別開発事業

ω棉

実施 事 業 費 l宅l 訳

年度
工 種 地 区 名 事業主体 事業量 総事業費

国県補助金|払補蔀 |地元負担金
請負業者

42 万i主匂言三 ユ、斗旦合 大川， 豊 久 美 川村 290.7m 9，465，000 6，624，000 2，470，000 371，000 西 岡 種広

42 特改二種道路改良 大 〆ノ仁A、I 線 11 16 ヶ処 11，980，000 5，990，000 5，990，000 久保金松

21，445，000 12，614，000 8，460，000 371，000 

43 f主L乏11 ]、且ι 大川， 豊久 美 川 村 108.0m 1，640，000 1，148，000 246，000 246，000 西岡種広

43 揚 オく i幾 有枝，中通 11 
ケ 処

538，000 350.000 50，000 138，000 浅野友広100仇

43 肉 牛 ~コと 東 古 味 406.12m 3，458，000 1，579，000 316，000 1，563，000 谷原元三郎

43 稚蚕共同飼育所 西 古 味 446.27m 10，063，000 5，000，000 1，500，000 3，563，000 加茂外春2信名

43 簡易給水施設 主"J 井
ケ 処

900，000 450，000 90，000 360，000 西山 広元783m 

43 特改二種道路改良 大 ノ|口A、 お 美 川 村 6 ケ 処 8，020，000 4，010，000 4，010，000 久保金松

計 24，619，000 12，537，000 6，212，000 5，870，000 

44 E各 東川，アジヤリゴ 美 川村 158m 294，000 205，000 29，000 60，000 中岡 亀吉

44 11 沢 渡 11 177.2m 328，000 229，000 32，000 67，000 久保金松

44 11 東 川，シ ロ 11 415.7仇 402，000 281，000 40，000 81， 000 高岡政蔵

44 橋 梁 有枝，梶家橋 11 (1125ケ.4577処L) 2，664，000 1， 864， 000 399，000 401，000 西山広元

44 j農 対、品三 有校，黒田 11 147.0m 1，504，000 1， 052， 000 225，000 227，000 平柳 進

44 オえ 路 東 川，ジデン 11 642.3仇 698，000 488，000 69，000 141，000 高岡政蔵

44 11 大 川， 上 11 1， 284.5例 2，617，000 1，831，000 261，000 525，000 西岡種広

44 11 田 ド ノ セ 11 362.5m 821， 000 574，000 82，000 165，000 天野輝雄

的
』
[
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実施 事 業 費 内 訳

年度
工 種 地区名 事業主体 事業量 総事業費

国県補助金 I村(村補 費助51地元負担金
請負業者

44 オく 路 東 川，ソデノ 美 川 村 359.0m 830，000 581，000 83，000 166，000 中岡 亀吉

44 揚 オぇ 機 有枝，内分 1/ 
ケ処 464，000 324，000 46，000 94，000 浅野友広77.0m 

44 農事 放 送 施 設 大 )11 美川農協 ケ処 700，000 350，000 70，000 280，000 尾崎 彰

44 橋 梁 東 川，三和橋 美 川村 1/ 6，300，000 4，200，000 2，100，000 沼田建男

言十 17，622，000 11， 979，000 3，436，000 2，207，000 

45 路 大川，宮中 美 川 村 385.0m 843，000 589，000 84，000 170，000 西岡種広

45 11 有枝，中 通 11 224.5m 290，000 203，000 29，000 58，000 平柳 進

45 11 大川，サヤクチ 1/ 295.0汎 704，000 492，000 70，000 142，000 西岡種広

45 1襲 ユ、占邑曲 有 枝，室 崎 1/ 148.0m 780，000 546，000 117，000 117，000 西山広元

45 農道 (橋梁〉 東 川，井出口 1/ 62.0m 3，253，000 2，037，000 891，000 325，000 高岡政蔵

45 道路改良 沢 渡 線 11 459.3m 8，100，000 5，400，000 2，130，000 570，000 西山広元

45 梅処理加工施設 七 ，鳥 美川農協 建選果物機 11棟台 1 ，229，000 500，000 122，000 607，000 石丸数男

計 15，199，000 9，767，000 3，443，000 1，989，000 

46 道路改良 沢 渡 乱京 美 川 村 660.67m 12，000，000 8，000，000 3，132，000 868，000 西山広元

47 道路改良 沢 渡 線 美 川村 1，689.39m 46，500，000 31， 000 ，000 13，189，500 2，310，500 西山広元

メロL 計 137，385，000 85，897，000 37，872，500 13，615，500 

4
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四
、
耕
地
地
す
べ
り
対
策
事
業

和
四
四
年
よ
り
村
の

一
%
が

な
く
な
り
全
額
国
県
費
で
行

地
す
べ
り
対
策
事
業
は
建
設
省
・
農
林
省
と
林
野
庁
に
区
分
さ
れ

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

る
。
主
と
し
て
公
共
施
設
等
の
多
い
地
域
は
建
設
省
で
、
県
で
は
土

美
川
村
の
耕
地
地
す
べ
り
対

木
事
務
所
、
耕
地
の
多
い
地
域
は
農
林
省
、
県
は
耕
地
課
、
山
を
主

策
事
業
は
昭
和
四

0
年
度
よ

と
す
る
と
こ

ろ
は
林
野
庁
、
県
は
林
業
課
が
窓
口
と
な
り
一

O
か
以

り
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

上
の
地
す
べ
り
地
区
を
対
象
に
市
町
村
長
が
指
定
申
請
を
行
い、

主

の
事
業
は
別
表
の
通
り
で
あ

務
大
臣
の
指
定
に
よ
っ
て
対
策
工
事
は
県
営
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

る
o 

て
い
る
。

」
の
事
業
費
の
財
源
に
つ
い
て
は
昭
和
四
三
年
度
ま
で
国
が
五

O

%
、
県
が
四
九
%
、
村
が
一
%
の
割
合
で
事
業
を
行
っ
て
い
た
が
昭

準
荏
荏
叫
・
・
1
A

亡

翠

件

沈

滞

制

締

業農第 2章

地すベり被害の一部
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骨

実施 事 業 費 内 訳

年度
地区名 事業主体 事 業 量 総事業費

国県補助金|村 支 出 金|地元負担金
請負業 者

、
11 (カ藤 ヂ、ガイチ 愛媛県 ボウリング測量調査 2，600，000 2，574，000 26，000 相永 愛野 工福 業寿社〉

計 10，800，000 10，692，000 108，000 

43 ヤナギソ 愛媛県
排水トンネノレ

10，784，000 10，676，160 107，840 伊平 予柳 建 設進
L=263M 

11 カヂ、ガイチ 愛媛県 排承水水路路 L=491M 11， 930， 000 11， 81 0， 700 119，300 予久 保土 建金 設松L=747M 

11 本(日 野 浦組〉 愛媛県 ボウリング測量調査 2，500，000 2，475，000 25，000 三香松 川山好出さ照張く 所泉男

計 25，214，000 24，961，860 252，140 

44 ヤ ナギソ 愛媛県 排床百年水路回 L =285M 21，990，000 21，990，000 上高 本山 幸貞 蔵衛
水トンネ3ルケL処=198M 

11 カヂ、ガイチ 愛媛県 排承水水路路 L=471M 12，014，000 12，014，000 平西 柳山 広 元進
L=825M 

44 本 組 愛媛県 承水路 L =928M 11，326，000 11，326，000 松岡山本北興義建設安

11 
ホウザコ

愛 媛 県 ボウリング測量調査 2，090，000 2，090，000 小日本林特殊光土木一
箆〉

計 47，420，000 47，420，000 

床ボ固工 2ケ処4 相高中 山 貞蔵
45 ヤナギソ 愛 媛 県 6，342，000 6，342，000 愛工業ウリング ケ処

西勇

排承水水路 L =477M 
伊平 予柳 建 設進11 カヂ、ガイチ 愛媛県 トンネLル 13，844，000 13，844，000 

=154M 

h
v
H
H
 



松山北興建設
岡本義安

予土建設
久保金松

20，784，000 20，784，000 
封はく路 L =213M 
承水路 L =725M 
排水 トンネル

排水路 L =542M 

愛 媛 県五且本11 

13，422，000 13，422，000 愛 媛 県コザウホI! 

設

蔵

設

進

設

男

設

松

建

貞

建

建
忠

建
金

山
山

予
柳
川
田
土
保

高

高

伊

平

中

中

予

久

54，392，000 54，392，000 

5，872，000 5，872，000 工固床愛 媛 県ソギナヤ46 

10，266，000 10，266，000 L =281M 
L =619M 

排水路
承水路

愛 媛 県チカジ ガ イI! 

14，890，000 14，890，000 L =617M 排水路愛媛県組本I! 

14，158，000 14，158，000 

M
 

M
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円
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ニ
ル
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L
ン

路
ト

水
水

brlrrr 

封
M
U

封
V

愛媛県コザウホI! 

設
松
グ
朗

ン

建
金
リ
治

土
保
ボ
部

幾

予
久
近
阿

45，186，000 45，186，000 言十

設
男
設
松

建
忠

建
金

川
田

土

保

中
中
予
久

14，000，000 

23，174，000 

14，000，000 

23，174，000 

床固工 1ケ処
排水ボウ リング37ケ処

承水路 L =100M 
床固工 1ケ処
封同くトンネノレL=238M 

排水路 L =644M 

愛 媛 県

愛 媛 県

ソ

五且

ギナヤ

オミ

47 

I! 

14，322，000 14，322，000 愛 媛 県コザウホI! 
川
相

51，496，000 51， 496，000 5十

設
猛
設
男

建山
山

) 11 
田

高
高
中
中

15，970，000 15，970，000 床固工愛 媛 県ソギナヤ48 

ト
H
J[

設
松

建
忠

建
金

土
保

予
久

16，064，000 

14，812，000 

16，064，000 

14，812，000 

承水路 L=650M 
床固工 2ケ処

排水路 L=133M 
承水路 L =1，032M 
ボウリング 20ヶ処

愛 媛 県

愛 媛 県

手且

コザウ

オミ

ホ

11 

I! 
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五
、
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

復
旧
費
も
莫
大
と
な
り
、
農
林
漁
民
の
経
済
で
は
適
正
な
復
旧
を
行

な
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

農
地
・

農
業
用
施
設

・
共
同
利
用
施
設
等
が
被
災
し
た
場
合
の
復

費
国
庫
補
助
の
暫
定
措
置
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
二
五
年
法
律
第
二
ハ

旧
に
つ
い
て
は
、
本
来
は
当
該
施
設
の
管
理
者
が
自
己
の
責
任
と
負

九
号
)

に
基
づ
き
国
が
そ
の
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
も
の
と
し
て

担
に
お
い
て
行
な
う
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
わ
が
国
は
気
象
的
地
理

い
る
。
特
に
美
川
村
の
場
合
は
昭
和
三
八
年
三
月
の
豪
雪
、
六
月
の

的
に
も
災
害
を
受
け
や
す
く
、
次
々
に
発
生
す
る
災
害
に
よ
り
そ
の

長
雨
、
八
月
の
九
号
台
風
に
よ
り
大
川
嶺
を
中
心
と
し
て
大
川
・

日



野
浦
方
面
の
頭
首
工
・
橋
梁
・

く
か
命
、

『

f
ん

n
F

ま
た
大
川
の
巻
立
地
区

の
農
地
等
に
多
大
の
被
害
を
受

け
た
。昭

和
三
九
年
に
も
災
害
が
多

く
、
激
甚
災
害
と
し
て
の
指
定

業農第 2章

水押橋復旧工事

を
受
け
、
高
率
補
助
九
O
%

に
近
い
補
助
に
よ
り
(
普
通

現
行
の
場
合
六
五
%
、
農
地

は
五
O
%
)
昭
和
四
一
年
度

ま
で
に
、
殆
ん
ど
の
復
旧
工

事
を
完
了
し
た
。

合
併
以
来
の
年
度
別
内
訳

は
別
表
の
通
り
で
あ
る
。

薪立災害復旧工事

大川三王頭首工災害復旧工事

下土井橋災害復旧工事

119 



農地農業用施設災害復旧事業農地

実施 事 業 費 p可 訳

年度
工 種 地 区 名 事業主体 事業量 総事業費

国県補助金 I 村(村 補費助~ I 地元負担金
請負業者

31 田， (畦11伴〉 仕 出 美 川村 14α 165，000 82，500 82，500 西岡 行応

31 11， 11 /1 /1 12α 108，000 53，500 54，500 

273，000 136，000 137，000 

32 田， (畦畔〕 日野 浦 ， 本 組 美 川村 L=32M 115，000 57，500 57，500 松浦義員

35 田， (畦畔〉 七 ，鳥 美 川村 0.9反，17m 122，000 61， 000 61，000 谷口 勇

36 田， (畦11I半〉 長 瀬 美 川村 0.8反，39m 114，356 87，123 27，233 

36 /1， 11 平 井 /1 0.4反， 16m 103，224 78，642 24，582 西山広元

3十 217，580 165，765 51，815 

37 田， (畦畔〉 上 組 美 川村 158，884 121，047 37，837 西山広元

37 11， /1 沢 渡 /1 0.9反，26m 178，112 135，696 42，416 

計 336，996 256，743 80，253 

38 田， (畦畔〉 七 ，鳥 美 川 村 1反，14m 156，000 78，000 78，000 

38 /1， 1/ // // 0.9反，38m 308，000 237，468 70，532 

38 1/ ， // 一 箆，ナ ノレ // 6.6反，126m 204，000 177 ，072 起債17，104 9，824 一

38 1/‘ // // ， 1/ 1/ 1.3反， 31m 398，000 345，464 グ 33，448 19，088 

38 // ， // 一 箆， 中 // 2.9反， 105m 198，000 171， 864 か 17，248 8，888 一

38 /1， // 一 箆，ビキ石 // 0.3反，25m 324，000 100，688 か 177，224 46，088 大久保正一一
38 1/ ， // 一 箆，ダ ノ、 /1 2.2反，77m 156，000 135，408 か 13，256 7，336 一

38 ノ'/， // 田 ド ノ セ // 0.9反，75m 349，000 230，340 89，624 29，036 

C
N
H
 



久保 金松

中岡 亀吉

西岡種広

西山広元

268，792 

// 

高岡政蔵

西山広元

84，552 

26，052 

33，250 

19，888 

34，144 

36，256 

19，008 

63，180 

39，474 

86，904 

32，292 

347，904 1，476，304 

470，456 

144，956 

161，310 

95，824 

164，512 

174，688 

86，496 

351，540 

92，622 

203，912 

87，516 

2，093，000 

555，008 

171，008 

194，560 

115，712 

198，656 

210，944 

105，504 

414，720 

132，096 

290，816 

119，808 

回，(1庄11伴〉

// ， // 

// ， 

1/， 

// ， 

// ， 

1/， 

// ， 

1/， 

// ， 

1/， 

美 川村

// 

// 

ノ上

箆，ホウザコ

出

久

宮

二

仕

豊

計

// 

// 

// 

// 

1/ 

1/ 

// 

井

沢 渡

東古味，ナ ル

長 瀬，コマツノ

平 井

堤

1/ 

平

// 
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1/ 

// 
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円
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υ
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1/ 

// 

/1 

1/ 

平柳 進

高岡 政蔵

中岡亀吉

西山広元

475，000 

336，984 

132，822 

54，144 

29，484 

34，524 

24，174 

2，033，832 

1，880，016 

338，178 

137，856 

87，516 

102，476 

128，826 

2，508，832 

2，217，000 

471， 000 

192，000 

117，000 

137，000 

153，000 

美 川村 68α

グ 114α(37.0m)

8α(17.0m) 

3α(15.0m) 

10α(10.0m) 

3α(9.0m) 

// 

// 

大川，薪立

東 川 ， セ リ

七 鳥，ダバ

日野浦，平 井

有 枝，宮ナル

日野浦，平 井

言十

回

目， (畦畔〉

1/ 

n
H
U

門
川
U

門
川
U

門
川
U

門
川
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1/ 

// 

// 
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松

元

吉

元

金

広

亀

広

久保

西山

中岡

西山

612，132 

52，800 

125，612 

36，660 

92，988 

2，674，868 

347，200 

135，388 

93，340 

276，012 

3，287，000 

400，000 

261，000 

130，000 

369，000 

8α(52.0m) 

3a 
4α(11.0m) 

14α(16.0m) 

美 川村

// 

// 

黒藤 川，ホウザコ

日野浦，のう谷

東 川，カミオキ

日野浦，正原寺

計

田， (畦畔〉

田

田， (畦畔〉

1

1

1

1
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実施 事 業 費 l均 訳

年度
工 f重 j也 区 名 事業主体 事業 量 総事業費

国県補助金 I 村(村補費助~ I 地元負担金
請負業者

41 田， (畦畔〉 &主企支C 川 ， 中 ウ ネ 美 川 村 3α(17.0111) 129，000 92，622 36，378 高岡政蔵

41 11、 11 上 黒岩，田ドノセ 11 12α(45.0111) 884，000 484，704 399，296 久保金松

41 11， 11 大 谷 11 3α(10.0111) 164，000 82，000 82，000 西山広元

2，337，000 1，511，266 825，734 

44 田 日野 浦 ， 本 組
美 川村 1α 286，000 244，816 41，184 西山広元

ムクロガイチ

47 田， (畦11伴〉 田 ド ノ セ 美 )11村 6α(17.0111) 350，000 282，450 67，550 高山 猛

47 11， 11 雲血主主 ) 11 11 3α(17.5111) 221， 000 178，347 42，653 11 

計 571，000 460，797 110，203 

計 12，147，408 9，078，891 347，904 2，720，613 

N
N
H
 

農地農業用施設災害復旧事業水路

実施 事 業 費 内 訳

年度
工 手重 地 区 名 事業主体 事業 量 総事業費

国県補助金 I 村(村補 費助~ I地元負担金
請負業者

30 オぇ 路 黒藤 川，カツラゼ 美 川 村 L=14M 114，000 74，100 39，900 天野 静雄

30 11 東 川，シ ロ 11 L=llM 150，000 87，750 62，250 中岡 亀吉

30 11 m 拡質 ノY L=52M 111，000 72，150 38，850 安宅福松

30 11 7J( 舟 11 L=47M 212，000 137，800 74，200 天野 静雄

5十 587，000 371，800 215，200 



31 l水 路 有 枝，中 Jm 美 川村 L=35M 152，000 98，800 
31 グ 箆 11 L=33M 240，000 159，250 80，750 高山貞蔵

計 392，000 258，050 133，950 

32 水 路 有 枝，黒 田 保 美 川村 L=50M 160，000 144，000 16，000 北川宗利

32 11 大 川，木 地 11 L=48M 159，000 143，100 15，900 高山 貞蔵

32 11 豊 久 11 L=14M 104，000 67，600 36，400 平柳 進

計 423，000 354，700 68，300 

34 路 藤 社 美 川村 320，000 208，000 112，000 高山貞蔵

36 水 路 有 枝，中 通 美 川村 20m 221， 628 142，350 79，278 西山広元

36 路 田 ド ノ セ 11 29m 437， 184 370，224 66，960 平柳 j韮

言十 658，812 512，574 146，238 

37 オt 路 有 枝，本 村 美 川 村 16m 120，428 101，983 18，445 西山広元

38 路 東古味，シ ロ 美 川村 254m 104，995 79，252 起債20，283 5，460 高岡 政蔵

38 11 箆 11 16m 182，000 145，600 か 26，632 9，768 久保金松

38 11 日 野 浦 ， 本 組 上 11 20m 228，000 206，112 グ 13，528 8，360 西山広元

38 11 東 川， 久保田 11 16.5m 210，000 189，630 グ 12，960 7，410 11 

事* 11 ナ ノレ 11 201，000 170，649 グ 20，176 10，175 高山 貞蔵

38 11 豊 久 11 20.5m 230，000 207，920 グ 13，480 8，600 西岡種広

計 1，155，995 999，163 107，059 49，773 

軍医 39 水 路 大 川，三 王 美 川村 780，288 688，848 91，440 中岡亀吉

4時 39 11 大 )11， 上 11 186，368 164，528 21，840 西岡種広
ひ、」 39 11 黒藤 川，ホウザコ 11 413，696 370，872 42，824 久保金松| g3 
総

言十 1，380，352 1，224，248 156，104 



実施 事 業 費 内 訳

年度
工 種 地 区 名 事業主体 事業量 総事業費

国県補助金|払補蔀|地元負担金
請負業者

40 水 路 黒藤 川，二 箆 美 川 村 10.0m 139，000 114，814 24，186 西山広元

40 // 大 川，薪 立 // 205.5m 1，162，000 1， 050，448 111， 552 平柳 進

40 // 黒藤 川， 上 ノY 19.0m 118，000 97，468 20，532 天野静雄

5十 1，419，000 1， 262， 730 156，270 

41 オく 路 上黒岩，田ドノセ 美 川 村 37.5m 358，000 323，632 34，368 久保金松

41 // 日野浦，のう谷川 // 48.0m 705，000 609，120 95，880 西山広元

41 // 黒 藤 川，二 箆 // 12.0m 322，000 265，972 56，028 久保金松

41 // 大 川， 豊 久 // 17.0111 445，000 384，480 60，520 西岡 種広

計 1，830，000 1， 583， 204 246，796 

42 路 大 川，豊 久 美 川 村 33.0m 1， 198，000 1， 091， 378 106，622 西岡種広

44 E各 有 枝，ムギヤケ 美 川 村 12.0111 262，000 197，024 64，976 高山貞蔵

44 // 宮日野浦，本 組下 // 27.0m 582，000 530，202 51， 798 岡本 義安

44 // // ， 下 // 11.0m 1，182，000 1，076，802 105，198 // 

言十 2，026，000 1， 804，028 221， 972 

45 水 路 有 枝，中 通 美 川 村 7.0m 206，000 133，900 72，100 高山 貞蔵

46 水 路 大 川，宮 中 美 川 村 15.0m 305，000 198，250 30，500 76，250 西岡種広

47 オく 路 七 鳥，イノ谷 美 川村 23.0m 738，000 703，314 34，686 中岡 亀吉

47 // 七 ，鳥 /1 12.0m 204，000 194，412 9，588 /1 

47 11 集 JW /1 39.0m 1， 274， 000 1，214，122 59，878 高岡政蔵

刊
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農地農業用施設災害復旧事業頭首工

事保

実施 事 業 費 内 訳

年度
工 種 地 区 名 事業主体 事業量 総事業費

国県補助金!なす補蔀|地元負担金
請負業者

30 頭首 工 東 川，セ 美 川 村 ケ処 158，400 129，600 28，800 菅 千賀次

30 11 ，馬 Fう 11 11 199，000 129，350 69，650 平柳 進

30 堤 塘 七鳥，ウマワタセ 11 H 184，000 119，600 64，400 高岡政蔵

30 頭首工 カ コ ノ、守 フ 11 11 114，000 74，100 39，900 11 

言十 655，400 452，650 202，750 

33 頭首 工 大 川，三 王 美 川 村 ケ処 504，000 327，600 176，400 西山広元

37 頭首 工 一 箆 美 川村 ケ処 1， 531， 156 1， 296，641 234，515 久保金松

38 頭首 工 大 川，ナルタキ 美川村 ケ処 672，000 607，488 起債37，872 26，640 西岡種広

38 11 日野浦，本組中 11 11 313，000 282，952 グ 18，488 11， 560 西山広元

38 11 盛.!ii邑L 久 11 11 684，000 618，336 グ 38，584 27，080 西岡種広

38 11 一 箆，とちず 11 11 277，000 254，286 グ 13，352 9，362 久保金松一
38 11 日野浦，本組下 11 11 622，000 562，288 59，712 西山広元

計 2，568，000 2，325，350 108，296 134，354 

39 頭首工 大 川， 桑 井出 美 川 村 ケ処 1， 208，320 1，066，720 141，600 西岡 種広

39 11 大 川，三 王 11 11 150，528 132，888 17，640 西山広元

39 11 11 11 11 1，602，560 1，352，160 250，400 11 

町一
w
H

制

料

N

総



実施 事 業 費 内 訳

年度
工 種 i也 区 名 事業主体 事業量 総事業費

国県補助金 13t補 41地元負担金

請負業者

計 2，961， 408 2，551， 768 409，640 

40 頭首工 大 川，三 王 美 川村 ケ処 1， 565，000 1，352，160 212，840 西山広元

40 // 大 )11，出 口 // // 180，000 155，520 24，480 // 

5十 1， 745， 000 1， 507，680 237，320 

44 頭首 工 大 川，下 組 美 川 村 ケ処 419，000 381，709 37，291 西岡種広

10，383，964 8，843，398 108，296 1，432，270 

匂

N
H

農地農業用施設災害復旧事業進路

実施 事 業 費 内 訳

年度
工 種 地 区 名 事業主体 事業量 総事業費

国県補助金 I 村(村補費助~ I 地元負担金
請負業者

30 道 路 有 枝，堂ヶ谷 美 川 村 83，000 74，700 8，300 西岡武男

31 道 路 栄 重 美 川 村 L=60M 179，000 116，350 62，650 市川 末広

31 // 黒藤 )11，水 舟 // L=17M 132，000 85，800 16，368 29，832 天野静雄

311， 000 202，150 16，368 92，482 

37 道 路 内 分 美 川 村 382，536 245，700 136，836 西山広元

38 道 路 一 箆，宮 上 美 川 村 111m 464，000 425，952 起債20，864 17，184 久保金松

38 // 一 箆，ビキ石 // 16m 281， 000 257，958 9，786 大久保正一
一

38 // 田 ド ノ セ // 55m 1， 734，000 1， 361， 190 グ 267，384 105，426 松浦照夫



州
怖

計 2，479，000 2，045，100 301， 504 132，396 

39 道 路 内 分 美 川村 504，832 432，112 72，720 松浦照夫

40 j萱 路 上 黒岩，田ドノセ 美 川村 24.0m 558，000 482，112 75，888 平松和浦Il 照進夫

40 // 有 枝，中 通 // 14.0m 209，000 189，354 19，646 西山 広元

計 767，000 671，466 95，534 

41 ユ、A邑ム 路 一 箆 美 J11村 30.0m 1，005，000 830，130 174，870 久保金松

41 // 内 分 // 17.0m 104，000 89，856 14，144 中岡 亀吉

計 1，109，000 919，986 189，014 

43 i萱 路 田 ド ノ セ 美 川村 13.0m 241，000 156，650 84，350 高山 貞蔵

46 i萱 路 大 川，下 組 美 川村 5.5m 166，000 107，900 24，900 33，200 西岡種広

46 // 東古味，(通学路〉 // 22.0m 561，000 364，650 196，350 沼田建男

46 // // // // 20.0m 569，000 495，599 73，401 高中岡岡 政亀蔵吉

46 // 東 川， 井出口 // 7.01η 357，000 310，947 46，053 高岡政蔵

1，653，000 1，279，096 294，651 79，253 

47 〕草 t各 平 井 美 川村 29.0111 716，000 623，636 92，364 久保金松

47 // // // 12.0m 152，000 132，392 19，608 // 

868，000 756，028 111，972 

言十 8，398，368 6，782，988 612，523 1， 002，857 
ト
N
H

州四
日

制

N

議長



農地農業用施設災害復旧事業橋梁

実施 事 業 費 内 訳

年度
工 種 地 区 名 事業主体 事業量 総事業費

国県補助金 I 村(村補 費助~ I 地元負担金
請負業者

30 橋 梁 大 川，内 田 美 川 村 ケ処 426，000 277，035 148，965 山崎久寿喜

30 H 有 校，梶家橋 // // 431，400 231，400 200，000 // 

E十 857，400 508，435 348，965 

34 橋 梁 フじ 井 谷 美 川村 ケ処 361，000 238，550 122，450 天野静雄

38 橋 梁 下 土 井 橋 美 川 村 ケ処 908，000 766，592 起債96，208 45，200 平柳 進

38 // 神 日Ij 橋 // // 2，489，000 1，786，428 グ 303，496 399，076 天野静雄

38 // 石 木 橋 // // 430，000 388，720 グ 24，680 16，600 平柳 進

5十 3，827，000 2，941，740 424，384 460，876 

39 橋 梁 藤 ) 1I 橋 美 川 村 ケ処 1，097，728 713，256 384，472 西山広元

39 // 大 川，梅ノ木橋 // // 471，040 397，760 73，280 西岡種広

1，568，768 1，111，016 457，752 

41 橋 梁 大 川，下 中 美川村 ケ処 1，198，000 1，035，072 162，928 西山広元

44 橋 梁 上 黒 岩，岩瀬戸 美 川 村 ケ処 2，189，000 1，646，128 271，436 271， 436 沼田建男

47 橋 梁 オく 押 美 川村 ケ処 2，407，000 2，096，497 110，503 200，000 高岡政蔵

12，408，168 9，577，438 928，773 1，901，957 

i口b、 計 57，575，495 46，498，571 2，135，055 8，941， 869 

∞N
H
 



六
、
干
害
応
急
対
策
事
業

二
O
日
以
上
、
ま
た
は
三

0
日
間
の
総
雨
量
が
一
O
O
、ρ
以
下
で
あ

干
害
応
急
対
策
事
業
の
助
成
は
全
国
的
に
は
昭
和
三
三
一
年
の
大
干

る
地
域
で
干
害
の
被
害
を
受
け
、
こ
れ
に
対
し
応
急
的
工
事
を
行
っ

た
も
の
に
国
・
県
が
助
成
す
る
も
の
で
、
個
人
施
設
に
は
な
く
、

数

ば
つ
に
始
ま
り
、
そ
の
後
三
五
・
三
六
・
三
七
・
三
九
・
四

0
・
四

一
・
四
二
・
四
三
年
の
各
年
に
行
な
わ
れ
て
き
た
。

人
の
共
同
施
設
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
補
助
率
は
二
五
%
か
ら

助
成
の
対
象
は
水
田
お
よ
び
一
般
の
畑
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
連

五
O
%
で
、
実
施
し
た
種
類
施
行
主
体
等
に
よ
り
い
く
ら
か
異
な
る
。

美
川
村
で
は
昭
和
三
九
・
四
一
・
四
二
・
四
三
年
と
実
施
さ
れ
た

続
干
天
日
数
が
(
日
雨
量
五
、
「
以
下
の
日
を
干
天
日
数
と
み
な
す
〉

業農第 2章
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い
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財
源
に
つ
い
て
は
農
林
漁
業
用
の
揮
発
油
の
消
費
に
対
し
間
接
消

費
税
が
課
せ
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
の
減
免
要
望
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
た
結
果
、
税
制
上
の
措
置
と
し
て
は
実
施
困
難
と
な
り
、
そ
の
減

免
に
代
る
措
置
の

一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
美
川
村

で
は
昭
和
四
七
年
度
に
計
画
を
樹
て
、

工
事
に
つ
い
て
は
県
耕
地
課

が
主
体
に
な
り
四
八
年
よ
り
着
工
し
た
。
こ
れ
は
本
郡
で
は
第
一
号



業山肌
辰第 2章

の

も

の

で

あ

五日';jjJI

る。
農
地
面
積
五

O
か
以
上
の
地

域

を

対

象

と

し
、
幅
員
は
四

M
以

上

の

新

設
、
ま
た
は
改

良
の
農
道
で
、

そ
の
補
助
率
は

国

が

三

分

の

二
、
県
が
六
分

の
一
、
村
と
地

元
で
六
分
の

の
割
合
で
実
施

さ
れ
る
基
幹
的

農
道
で
、
起
点

は
県
道
、

美
川

川
内
線
(
東
古

味
か
ら
筒
城
方
面
に
通
ず
る
県
道
)
の
中
間
よ
り
築
川
部
落
に
至
る

二
級
村
道
築
川
線
(
現
況
幅
員
三

M
か
ら
三
・
六

M
の
急
カ
l
ブ
の

多
い
道
〉
延
長
三、

一
五

O
Mの
改
良
、
さ
ら
に
新
設
農
道
四
、
六

七
九

M
、
合
せ
て
七
、
八
二
九

M
を
新
設
改
良
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
そ
の
全
体
事
業
費
は
昭
和
四
七
年
度
見
積
で
は
一
億
七
、
。
。

O
余
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
四
八
年
度
の
事
業
は
延
長
五
七

O
M、
事
業
費
二
、

O
九

O

余
万
円
、
請
負
人
予
土
建
設
株
式
会
社
代
表
久
保
金
松
で
あ
る
。
こ

の
事
業
は
さ
ら
に
引
っ

F
き
、
四
九
年
以
降
継
続
実
施
の
予
定
で
あ

る
o 

八

土
地
改
良
区

土
地
改
良
事
業
を
実
施
す
る
場
合
の
事
業
主
体
に
つ
い
て
は
前
記

土
地
改
良
事
業
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
の
で
省
略
し
、
こ
ふ
で
は
村
内

の
四
つ
の
土
地
改
良
区
に
つ
い
て
こ
の
組
合
が
実
施
し
た
事
業
の
概

要
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

昭
和
三
三
年
頃
か
ら
久
万
町
を
始
め
と
し
て
上
浮
穴
地
方
に
開
田

ブ
ー
ム
が
興
っ
た
。
こ
の
頃
は
米
の
増
産
期
も
過
ぎ
て
い
た
の
で
開

131 

田
事
業
に
は
補
助
金
が
な
く
、
公
庫
融
資
を
受
け
て
こ
の
事
業
を
行



う
こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
土
地
改
良
区
を
設
立
す
る
の
が
適

当
で
、
そ
の
他
の
事
業
主
体
で
実
施
す
る
場
合
は
公
庫
の
資
金
を

た
ん
農
協
に
貸
付
け
、

農
協
か
ら
の
転
貸
と
な
る
た
め
、

農
協
の
議

決
・
同
意
を
必
要
と
し
た
。

糊

=
一
主

一
』
比
い
荏
痔

知

閃

藷

糊

美
川
村
の
場
合
、

つ
ど
ら
川
土
地
改
良
区
は
水
路
舗
装
の
た
め

132 

に
、
そ
の
外
の
三
つ
の
土
地
改
良
区
は
開
田
の
た
め
に
設
立
し
た
も

の
で
、
そ
の
事
業
費
は
合
せ
て
八
、

0
0
0余
万
円
と
な
っ
た
。
そ

れ
ら
の
事
業
概
要
は
別
表
の
通
り
で
あ
る
。
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古味土地 改良 区事 業概 要

事~

工 種 |面積別量|総 事業費| 補助金|融 資額 | 施 行 業者|備 考

非補助開田土地改良 事業 3.58Jla 円 円 円
開用水田 森中田 千俊鶴明36 

ナ /レ 用水路 1，247m 4，715，000 3，330，000 

11 4.26伽 6，273，000 4，430，000 
11 

大森久保正俊一明11 
カ 、、 オキ 11 1，787m 11 

11 1.54Jla 
3，165，000 2，240，000 

11 
森久保 俊金松明11 

ナカ ヲ キ 11 1，010m 11 

5十 9.38Jla 14，153，000 10，000，000 
11 4，0401η 

36 団体営かんがし、排水(揚水機〉 0.6ケ処 8，544，000 4，272，000 3，400，000 社長 木四村国機久器夫

37 0.4ヶ処 6，381， 000 3，190，000 2，550，000 
11 

11 11 
11 

Z十 1ケ処 14，925，000 7，462，000 5，950，000 村 補 助

メ口L 言十 29，078，000 7，462，000 15，950，000 

轍

州

判

N

総

年度|工 種 l面積M 量 |総 事業費[補助金 l融資額 l施 行 業 者 |備考

37 I非吋田耕空事業 Iffl7j(~~ 1州 3，163，000円l 円| 円|叩正一|
的∞

J
門



工 種 |面積M 量!総事業費!補助金|融資額 |施行 業者 l備 考

非補助開国主地改良事 業 1.4 75A4 円 円
円大久保正一37 用水路 848m 3，448，000 

11 2.051La 4，953，000 11 
中 11 1，263m 11 

11 2.931La 5，236，000 11 
ナ /レ 11 1， 027 m 11 

11 農 道 新 設 L =480m 766，000 120，000 11，650，000 λ〆

道用開 田 8.271La 
5十 路7J¥. 3，799m 17，566，000 120，000 11，650，000 

480m 

38 非補助開田土地サエ 改良事業 3.49iia 5，066，000 久保金松
ホウ コ 用水路 796m 

11 1.08iia 2，636，000 大久保正一11 
キリザコ東 11 640m 

11 0.46iia 892，000 久保金松11 
キリザコ西 11 312m 

Z十 5.03iia 8，594，000 10，000，000 
11 1，748m 

13.3iia 
実11.新87伽田用道 路水 5，547m 26，160，000 120，000 21， 650，000 

480m 

37 団体営かんがし、排水(揚水機〉 0.6ヶ所 9，i 45，000 4，872，100 3，890，000 平石 柳垣 機 工進

0.4ヶ所 6，129，000 3，064，000 2，450，000 
11 

11 11 
11 

d
v

∞」門
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第
五
節

農

業

共

済

事

業

構

二
、
機

業

告リ

度

こ
の
事
業
は
従
来
各
町
村
の
農
業
共
済
組
合
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
組
合
は
営
利
事
業
が
行
な
え
な
い
困
難
な

昭
和
二
二
年
農
業
災
害
補
償
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
「
農
業

災
害
補
償
法
」
で
は
農
業
者
が
不
慮
の
事
故
に
よ
っ
て
受
け
る
損
失

運
営
面
が
あ
っ

て、

農
家
か
ら
の
依
頼
度
の
点
か
ら
も
村
が
こ
の
事

農

を
補
償
し
て
農
業
経
営
の
安
定
を
は
か
り
、
生
産
力
の
発
展
に
資
す

業
を
行
な
う
方
が
よ
り
健
全
運
営
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
観

第 2章

点
か
ら
、
昭
和
三
七
年
七
月
一
日
に
事
業
は
組
合
か
ら
村
に
移
譲
さ

る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
政
府
と
農
業
者
が
一
定
の

135 

掛
金
を
出
し
合
っ
て
行
な
う
一
種
の
保
険
事
業
で
あ
る
。

っ
し
こ

o

y
Z
J
/
 



そ
の
後
、
四
六
年
に
農
業
共
済
組
合
の
広
域
合
併
に
よ
っ
て
上
浮

穴
郡
を
一
単
位
と
し
た
「
上
浮
穴
農
業
共
済
組
合
」
が
発
足
し
、
こ

れ
に
と
も
な
っ
て
村
の
共
済
事
業
は
廃
止
と
な
っ
た
。

第
六
節

農
業
協
同
組
合

一
、
村
内
農
協
の
合
併

昭
和
二
二
年
農
業
協
同
組
合
法
が
国
会
で
可
決
成
立
し
、
翌
二
三

年
農
業
協
同
組
合
が
発
足
し
た
。
本
村
に
も
旧
任
七
川
村
・
弘
形

村
・
中
津
村
に
経
済
・
生
産
と
物
心
両
面
に
わ
た
る
『
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
』
と
し
て
農
民
期
待
の
中
に
、
各
村
単
位
に
農
業
協
同
組
合
が

中
津
村
農
協
、
次
い
で
弘
形

村
農
協
が
不
振
に
陥
り
、
建

て
喧
し
の
努
力
も
空
し
く
、

両
組
合
と
も
解
散
の
最
悪
状

態
と
な
っ
た
。

村
内
唯
一
の
農
協
と
し
て

残
っ
た
仕
七
川
村
農
協
も
、

昭
和
二
九
年
当
時
の
農
民
の

大
き
な
収
入
源
で
あ
っ
た
み

つ
ま
た
の
暴
落
に
よ
っ
て
大

き
な
欠
損
金
を
出
し
、
三
ケ
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設
立
さ
れ

活
動
を
開

始
し
た
。

然
し
、

経
済
の
変

動
な
ど
の

悪
循
環
が

重
な
り
、

美川村農業協同組合

月
の
事
業
停
止
、
事
業
再
開
後
の
貯
金
払
い
戻
し
停
止
一
年
と
、
事

業
運
営
上
一
大
ピ
ン
チ
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
混
乱
し
た
情
勢
の
中
で
、
仕
七
川
村
・
村
議
会
議
員
・

農
協
役
職
員
・
組
合
員
の
組
合
再
建
意
欲
は
一
年
を
待
た
ず
、
翌
三

〇
年
一
〇
月
に
貯
払
を
開
始
、
平
常
運
営
に
立
ち
も
ど
っ
た
。

三
〇
年
三
月
三
一
日
、
町
村
合
併
が
実
施
さ
れ
た
が
、
同
年
五
月

三
日
の
総
会
に
於
て
、
名
称
を
「
仕
七
川
村
農
業
協
同
組
合
」
か
ら
、

「
美
川
村
農
業
協
同
組
合
」
と
変
更
し
、
地
域
も
美
川
村
一
円
と
決



定
、
一
村
一
農
協
の
基
盤
が
確
立
さ
れ
た
。

こ
こ
で
体
制
作
り
は
整
っ
た
が
、
事
業
面
で
は
貯
払
停
止
等
の
影

響
は
大
き
く
、
特
に
貯
蓄
増
強
に
関
し
て
は
見
る
べ
き
も
の
な
く
、

実
績
向
上
の
障
害
と
な
っ
た
。
し
か
し
三
一
年
度
よ
り
地
区
拡
充
に

伴
な
う
組
合
員
の
加
入
推
進
、
部
落
別
懇
談
会
の
開
催
、
五
月
よ
り

御
三
戸
支
所
を
設
置
し
て
全
域
に
亘
る
事
業
拡
大
強
化
に
努
め
た
結

果
、
新
加
入
組
合
員
も
漸
次
増
加
し
、
組
合
活
動
も
よ
う
や
く
軌
道

に
乗
っ
た
。二

、
事

農
協
事
業
は
大
別
し
て
、
指
導
事
業
・
金
融
事
業
・
業
務
事
業
に

分
け
ら
れ
る
。

金
融
事
業

貯
蓄
高
が
一
千
万
円
代
か
ら
、
一
日
も
早
く
一
億
の

業

単
位
に
達
す
る
事
が
念
願
で
、
常
に
「
億
」
を
合
言
葉
に
頑
張
り
、

組
合
員
の
協
力
を
得
て
昭
和
三
六
年
、
遂
に
一
億
円
を
突
破
。
そ
の

後
、
順
調
な
伸
び
を
示
し
、
二
〇
年
後
の
昭
和
四
九
年
に
は
、
十
億

第2章 農

円
の
大
台
に
乗
っ
た
。
実
に
一
〇
〇
倍
で
あ
る
。

農
業
外
収
入
の
依
存
度
が
高
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
積
立
貯
金

の
勧
誘
に
努
め
、
昭
和
四
八
年
三
月
末
で
、
大
幅
な
伸
び
を
示
し

た
。
昭
和
四
八
年
末
、
久
万
農
協
九
支
所
の
貯
蓄
高
は
三
二
億
円
を

突
破
し
た
。

貸
付
金

事
業
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
か
つ
地
域
の
産
業
振
興
を

計
る
上
に
は
、
貯
蓄
の
推
進
に
併
せ
て
貸
付
を
積
極
的
に
伸
ば
す
必

要
が
あ
る
が
、
伸
び
悩
み
の
実
情
に
あ
る
。

共

済

こ
の
事
業
は
農
業
共
済
組
合
の
行
な
う
共
済
事
業
と
は

異
り
、
建
物
共
済
・
生
命
共
済
、
お
よ
び
共
済
貸
付
事
業
を
指
す
も

の
で
あ
る
。
昭
和
二
八
年
九
月
、
共
済
事
業
が
発
足
し
て
以
来
、
全

国
的
に
目
覚
ま
し
い
勢
い
で
伸
び
て
い
っ
た
。
本
村
に
お
い
て
も
、

昭
和
四
七
年
末
に
保
有
一
九
億
円
、
四
八
年
度
に
一
戸
平
均
契
約
高

二
二
〇
万
円
に
達
し
た
。
こ
の
間
、
農
協
職
員
を
中
心
に
組
合
員
の

絶
大
な
協
力
を
得
て
毎
年
一
斉
推
進
を
実
施
し
て
、
組
合
員
宅
の
訪

問
を
続
け
て
実
績
を
伸
し
て
い
っ
た
。
四
七
年
度
よ
り
一
〇
倍
保
障

の
「
大
地
」
を
推
進
、
共
済
事
業
も
大
型
化
時
代
に
入
っ
た
。

購
買
事
業

農
業
生
産
資
材
か
ら
一
般
消
費
材
迄
す
べ
て
の
も
の

を
取
り
扱
う
の
で
あ
る
が
、
定
期
便
の
運
行
等
に
よ
り
、
目
覚
ま
し

い
伸
び
を
示
し
、
表
に
示
す
よ
う
に
昭
和
四
五
年
に
は
、
一
億
二
、

〇
〇
〇
万
円
台
の
実
績
を
挙
げ
た
。

ま
た
代
金
決
済
は
事
業
不
振
の
基
に
な
る
売
掛
け
制
度
を
廃
止
し
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主たる事業内容 (単位 千円)

項目 年度 

貯 金 貸付金 事
業 未収金 

購
買 売上高 

販
売 売上高 

製
造 販売高 

共
済 契約高 

昭和29年 110,802 3,932 18了 5,512 8,212 1,088 

16,347 

31年 18,034 6,011 1,003 13,359 20,733 1,596 

35年 77,091 50,102 949 15,563 26,634 1,515 

40年 259,703 26,315 8,64了 66,624 68,141 3,504 463,600 

45年 475,441 295,609 6,976 127,957 162,123 6,214 1,571,700 

47年 583,996 301,581 5,940 137,407 138,872 9,759 1,907,780 

共済は年度保有高

て
、
現
金
ま
た
は
貯
金
引
落

し
の
方
法
に
切
り
換
え
た
。

そ
の
た
め
事
業
の
停
滞
が
心

配
さ
れ
た
が
、
さ
し
た
る
影

響
も
な
く
、
定
期
便
も
順
次

に
運
行
範
囲
を
拡
げ
て
、
ほ

ぼ
村
内
全
域
運
行
を
達
成
し

た
。
こ
う
し
て
組
合
員
へ
の

サ
ー
ビ
ス
低
下
の
悩
み
解
消

に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。

販
売
事
業

販
売
事
業

は
、
水
稲
・
養
蚕
・
畜
産
・

茶
が
事
業
の
大
部
分
を
占
め

る
。
農
業
に
対
す
る
意
欲
低

下
は
、
販
売
事
業
へ
敏
感
に

響
き
、
水
稲
の
生
産
調
整
、

畜
産
(
和
牛
)

の
飼
育
頭
数

減
、
養
蚕
の
延
び
悩
み
な
ど

が
輪
を
か
け
た
格
好
に
な

農業と農外収入の割合 (千円)

(農外収入は推定金額)

り
、
表
に
み
る
よ
う
に
農
業
収
入
に
比

べ
て
、
農
外
収
入
の
依
存
度
が
高
く

な
っ
て
い
る
。

然
し
販
売
事
業
は
農
協
事
業
の
本
命

で
、
農
業
所
得
の
向
上
に
よ
り
、
農
業

の
魅
力
を
取
り
戻
す
事
を
本
旨
と
し
、

合
併
を
機
会
に
「
ト
マ
ト
」
栽
培
「
ナ

メ
コ
」
「
水
フ
キ
」
の
栽
培
等
、
従
来

あ
る
産
物
と
新
し
い
産
物
と
組
み
合

せ
、
販
売
事
業
の
拡
大
に
努
力
し
て
い

138

る
。

製
造
事
業

製
造
事
業
は
醤
油
・
味
噌
こ
う
じ
の
生
産
か
ら
販
売

迄
の
一
貫
事
業
で
あ
る
が
、
味
噌
こ
う
じ
に
つ
い
て
は
、
四
一
年
の

試
作
が
成
功
し
て
年
々
需
要
が
増
加
し
た
。
四
八
年
度
は
三
八
四
石

の
実
績
を
あ
げ
、
今
後
は
合
併
を
機
会
に
全
域
に
わ
た
っ
て
普
及
す

る
傾
向
で
、
松
山
方
面
か
ら
も
注
文
が
あ
っ
た
。
そ
の
要
望
に
応
え

る
た
め
、
工
場
の
機
械
化
を
計
り
、
生
産
能
力
の
増
加
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
醤
油
に
つ
い
て
は
自
然
の
味
の
良
さ
が
買
わ

れ
、
四
八
年
度
二
八
〇
石
の
実
績
を
挙
げ
た
。
然
し
味
に
つ
い
て
は



高
級
規
格
品
が
良
く
売
れ
、
標
準
規
格
品
以
下
は
販
売
量
も
一
年
毎

に
低
下
し
順
次
廃
止
し
っ
ゝ
あ
る
。

な
お
現
有
施
設
で
は
合
併
全
域
の
需
要
に
対
応
出
来
な
い
た
め
、

大
幅
な
増
設
と
施
設
の
改
善
を
計
画
中
で
あ
る
。

三
、
営
農
指
導

第2章 農 業

米穀買入実績 (60k当り価格)

水

稲

本
村
の
基
幹
作

物
で
あ
る
水
稲
も
、
作
れ
ば

売
れ
る
時
代
か
ら
生
産
調
整

を
境
に
、
農
民
の
生
産
意
欲

は
低
下
し
、
別
表
の
如
く
昭

和
四
四
年
度
の
政
府
買
入
数

量
、
九
、
二
五
二
俵
(
六
〇

㌔
入
)
、
販
売
代
金
七
、
五
八

二
万
九
、
三
九
二
円
を
最
高

に
、
漸
次
買
入
れ
数
量
が
減

り
、
現
在
は
、
六
、
〇
〇
〇

俵
前
後
に
な
っ
て
い
る
。
栽

培
技
術
も
、
除
草
剤
の
普

及
、
粒
剤
に
よ
る
病
害
虫
防
除
、
バ
イ
ン
ダ
ー
の
導
入
等
、
省
力
化

が
普
及
し
て
来
た
が
、
四
七
年
度
よ
り
は
田
植
が
、
従
来
の
手
作
業

か
ら
機
械
植
に
移
行
し
っ
ゝ
あ
り
、
四
八
年
に
は
約
二
〇
㌶
で
あ
っ

た
が
、
更
に
今
後
人
手
不
足
と
田
植
人
口
の
老
令
化
等
に
よ
り
、
機

械
化
に
よ
る
田
植
風
景
が
多
く
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

養

蚕

昭
和
三
三
年
、
飼
育
農
家
は
三
戸
で
あ
っ
た
が
、
葉
タ

バ
コ
と
共
に
、
村
の
主
幹
作
物
に
伸
ば
す
た
め
、
村
と
農
協
が
主
体

美川村に於ける養蚕推移

と
な
り
、
昭
和
三
九
年
、
村
内
を

葉
タ
バ
コ
、
養
蚕
の
相
関
関
係
、

改
善
を
も
加
味
し
、
部
落
懇
談
会

を
開
催
、
有
利
性
を
説
き
、
急
速

な
る
増
反
に
成
功
。
今
後
数
年
を

出
ず
し
て
水
稲
を
上
廻
る
販
売
代

金
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
大
き
な
希

望
を
つ
な
ぐ
に
至
っ
た
。

然
し
四
七
年
度
頃
よ
り
、
他
作

物
同
様
、
出
稼
ぎ
等
の
原
因
で
、

養
蚕
農
家
の
減
少
が
目
立
ち
始

め
、
新
規
栽
培
農
家
の
出
現
が
な
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い
こ
と
が
悩
み
と
な
っ
て
い
る
。

繭
価
格
は
昭
和
四
七
年
の
春
は
、
二
、
四
〇
〇
円
台
に
達
し
、
繭

ブ
ー
ム
に
沸
い
た
が
、
本
年
は
平
年
価
格
に
落
ち
着
い
た
。

今
後
は
、
土
作
り
を
中
心
と
し
た
生
産
量
の
増
加
と
、
上
族
時
の

労
力
節
減
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
を
計
る
と
共
に
、
最
低
保
障
の
安

定
有
利
性
を
生
か
し
、
団
地
化
を
強
力
に
推
進
、
主
幹
作
物
と
し
て

の
確
固
た
る
基
盤
作
り
が
必
要
で
あ
る
。

葉
タ
バ
コ

山
間
高
冷
地
に
於
け
る
最
も
土
地
生
産
性
の
高
い
作

物
と
し
て
導
入
さ
れ
た
葉
タ
バ
コ
も
農
外
収
入
へ
の
依
存
度
が
高
ま

る
に
つ
れ
、
収
益
性
、
労
働
力
の
老
齢
化
等
に
よ
り
、
昭
和
四
〇
年

を
最
高
に
栽
培
面
積
は
減
少
化
が
続
い
た
。

然
し
、
公
社
買
入
単
価
の
引
上
げ
に
よ
り
、
総
販
売
代
金
は
、
他

の
作
物
を
押
え
ト
ッ
プ
に
あ
り
、
更
に
昭
和
四
八
年
度
も
二
〇
%

ア
ッ
プ
が
予
想
さ
れ
、
農
家
の
生
産
意
欲
の
回
復
に
努
め
て
い
る
。

畜

産

労
働
生
産
性
の
低
い
畜
産
(
和
牛
)

は
、
他
の
農
作

物
に
比
べ
、
そ
の
減
少
速
度
も
早
く
、
和
牛
の
い
な
い
部
落
、
又
は

二
乃
至
三
頭
飼
育
程
度
の
部
落
も
出
来
、
淋
し
い
現
象
が
続
い
た
。

飼
育
頭
数
の
減
少
で
、
黒
藤
川
・
仕
七
川
・
御
三
戸
の
三
ヶ
所
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
和
牛
品
評
会
も
、
御
三
戸
一
ヶ
所
に
合
併
し
、
品

評
会
と
併
せ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
肉
牛
販

売
も
、
四
五
年
か
ら
セ
リ
売
り
に
よ
る
販

売
と
な
り
、
そ
の
後
毎
年
一
〇
月
二
六
日

に
開
か
れ
て
い
る
。

昭
和
三
六
年
度
か
ら
、
肉
牛
の
預
託
事

業
を
始
め
、
経
済
連
を
通
じ
肉
牛
の
出
荷

を
実
施
し
た
。

年
間
肉
牛
の
取
扱
高
は
、
一
五
〇
頭
、

預
託
頭
数
一
二
〇
頭
が
最
高
で
あ
っ
た
。
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昭
和
四
四
年
度
、
家
畜
導
入
事
業
に
よ
り
、
雌
牛
六
〇
頭
を
導

入
、
四
六
年
、
四
八
年
に
各
々
二
八
頭
導
入
。
和
牛
生
産
地
域
と
し

て
、
肉
牛
肥
育
と
共
に
、
適
地
適
作
の
原
理
に
従
っ
て
畜
産
の
振
興

を
計
画
実
施
し
て
い
る
。
久
万
農
協
合
併
後
は
全
地
域
を
網
羅
し
た

和
牛
生
産
地
帯
と
し
て
の
目
標
を
掲
げ
、
農
協
一
丸
と
な
っ
て
、
推

進
す
る
事
に
決
定
し
た
。

ト
マ
ト

久
万
農
協
合
併
を
機
会
に
、
現
在
の
農
作
物
の
な
か
で

最
高
の
収
益
性
を
誇
る
ト
マ
ト
栽
培
も
、
昭
和
四
九
年
、
五
戸
の
農

家
が
取
り
組
み
、
今
後
、
全
村
的
に
普
及
の
見
通
し
で
あ
る
。
昭
和

四
八
年
度
久
万
管
内
平
均
一
〇
岬
当
り
生
産
額
は
八
〇
万
円
で
あ



る
。
昭
和
四
九
年
度
、
ト
マ

ト
栽
培
面
積
は
久
万
農
協
管

内
で
一
六
㌶
で
あ
る
。

茶

茶
は
本
村
の
適
作
で

あ
る
。
茶
の
歴
史
は
古
い
よ

う
で
あ
る
が
、
戦
後
急
激
な

植
林
化
や
収
入
を
得
る
ま
で

に
か
な
り
長
期
間
を
要
す
等

の
理
由
に
よ
り
低
迷
し
て
い

た
が
、
昭
和
四
五
年
、
総
工

費
一
、
三
〇
〇
万
円
を
投
じ

装 茶 工 場(七烏)

製
茶
工
場
を
建
設
、
こ
の
年
試
運
転
、
翌
年
よ
り
本
格
的
に
操
業
を

開
始
し
た
。

業

茶
工
場
の
建
設
は
生
産
農
家
の
夢
で
あ
り
、
本
村
の
茶
業
振
興
の

基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

第2章 農

昭
和
四
七
年
の
実
績
は
作
付
面
積
三
〇
㌶
、
茶
工
場
受
入
生
薬
三

一
、
三
〇
〇
㌔
(
内
加
工
九
、
七
〇
〇
㌔
販
売
二
一
、
六
〇
〇
㌔
)
、

製
品
販
売
高
五
〇
〇
万
円
で
あ
る
。

ナ
メ
コ

ナ
メ
コ
も
昭
和
四
九
年
よ
り
、
村
内
八
戸
の
農
家
で
、

ト
ロ
箱
三
、
〇
〇
〇
箱
の
生
産
を
手
が
げ
、
冬
期
の
現
金
収
入
を
得

る
事
に
よ
り
、
年
間
を
通
じ
、
農
業
に
専
念
出
来
る
体
制
作
り
の
一

ケ
ー
ス
と
し
て
、
期
待
す
る
作
物
で
あ
る
。

水
ブ
ギ

収
穫
期
を
除
き
、
比
較
的
労
力
が
少
な
く
、
水
田
・
普

通
畑
を
問
わ
ず
栽
培
可
能
で
、
最
低
保
障
の
有
利
性
を
生
か
し
、
農

協
も
積
極
的
に
取
り
組
む
方
針
で
、
四
八
年
の
秋
、
三
㌶
に
植
え
付

け
、
翌
年
の
七
月
出
荷
に
期
待
し
て
い
る
。

み
つ
ま
た

昔
か
ら
本
村
の
最
大
の
特
産
品
で
あ
り
、
現
金
収
入

の
源
と
し
て
、
村
内
の
何
処
へ
行
っ
て
も
見
ら
れ
、
親
し
ま
れ
た
み

つ
ま
た
も
、
昭
和
三
三
年
頃
は
、
美
川
農
協
よ
り
紙
幣
原
料
と
し
て

印
刷
局
へ
、
六
万
㌔
納
め
ら
れ
た
の
が
最
盛
期
で
あ
っ
た
。

そ
の
当
時
、
市
販
に
廻
る
も
の
が
、
約
三
万
〇
、
〇
五
〇
㌔
あ
っ

て
、
み
つ
ま
た
が
農
協
の
販
売
事
業
で
占
め
る
割
合
は
大
き
か
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
四
〇
年
度
の
局
細
は
二
万
五
千
㌔
、
昭
和
四
七
年

度
は
、
二
千
㌔
、
四
八
年
度
は
零
と
淋
し
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。然

し
、
市
販
価
格
は
昭
和
四
九
年
に
入
っ
て
、
白
皮
三
七
・
五
㌔

当
り
五
万
円
を
越
す
史
上
最
高
の
高
値
を
記
録
し
た
。

責
苛
葵
(
と
ろ
ゝ
あ
お
い
)

当
地
方
で
は
、
「
の
り
」
の
愛
称
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で
、
現
金
収
入
源
と
し
て
、
ひ
ろ
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、
「
の
り
」

ぐ
ら
い
こ
の
地
方
の
農
家
を
一
喜
一
憂
さ
せ
た
作
物
は
な
い
。

価
格
の
如
何
は
、
そ
の
年
の
秋
祭
に
消
費
す
る
魚
の
売
れ
具
合
に

影
響
す
る
程
生
活
に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
。
或
る
年
は
四
㌔
六
〇

〇
円
、
或
る
年
は
暴
落
で
収
穫
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
畑
に
放
置
さ
れ
る

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

こ
の
不
安
を
除
く
為
、
農
協
は
契
約
栽
培
を
実
施
し
三
五
年
頃
、

一
二
万
㌔
前
後
の
契
約
を
行
っ
た
が
、
価
格
の
高
い
年
は
、
農
家
が

市
販
に
廻
す
量
を
増
す
た
め
契
約
量
が
守
れ
ず
、
反
面
安
い
年
は
、

農
協
に
大
量
出
荷
。
三
六
年
に
は
、
約
二
六
万
㌔
の
出
荷
が
あ
り
、

農
協
も
の
り
の
出
荷
で
は
、
大
分
頭
を
悩
ま
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
栽
培
が
減
り
、
昭
和
四
八
年
の
契
約
量
は
、
一
万
九
千

㌔
で
あ
る
。

木

炭

山
に
囲
ま
れ
た
本
村
で
は
、
木
炭
の
生
産
量
は
高
く
、

昭
和
三
五
年
頃
は
、
農
協
の
取
り
扱
い
量
だ
け
で
も
三
万
俵
と
三
極

と
共
に
、
販
売
事
業
の
一
翼
を
占
め
て
い
た
。

そ
の
後
、
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
、
石
油
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

消
費
量
が
増
加
す
る
と
共
に
、
木
炭
の
消
費
量
も
大
幅
に
減
り
、
加

え
て
杉
桧
の
植
林
に
よ
り
原
木
も
枯
渇
し
、
四
〇
年
こ
ろ
は
一
万

俵
、
四
七
年
一
〇
〇
〇
俵
と
、
農
協
取
扱
量
も
極
端
な
減
少
を
示
し

た
。

四
、
久
万
農
業
協
同
組
合
と
の
合
併

順
調
な
伸
び
を
つ
づ
け
て
き
た
農
協
事
業
も
時
代
の
波
に
は
勝
て

な
い
。
将
来
の
見
通
し
も
楽
観
出
来
ぬ
実
情
の
中
で
数
年
来
、
総
会

そ
の
他
機
会
あ
る
毎
に
久
万
農
協
と
の
合
併
問
題
が
提
起
さ
れ
て
き

た
が
、
四
八
年
の
春
を
迎
え
て
急
速
に
具
体
化
し
て
合
併
の
運
び
と

な
っ
た
。
こ
の
間
の
経
過
を
表
示
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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二
・
一
̃
二
一

二
・
一
四

二
・
二
一

各
部
落
別
懇
談
会
を
開
く

臨
時
総
会
(
久
万
・
美
川
・
面
河
は
合
併
を
承
認
し
、

柳
谷
は
否
決
)

合
併
促
進
協
議
会
発
足

美
川
村
農
協
役
員
会
合
併
決
議

美
川
村
蓬
莱
協
同
組
合
第
二
五
回
総
会
で
合
併
可
決

設
立
委
員
会
発
足

合
併
の
基
本
方
針
に
関
す
る
事
項

一
、
合
併
対
象
組
合
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久
万
町
農
業
協
同
組
合

美
川
村
農
業
協
同
組
合

面
河
村
農
業
協
同
組
合

柳
谷
村
農
業
協
同
組
合

二
、
合
併
の
目
的

1
、
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
農
協
組
織
の
整
備
強
化

2
、
農
畜
産
物
の
生
産
販
売
一
貫
体
制
の
確
立

3
、
営
農
の
近
代
化
と
組
合
員
所
得
の
増
大

4
、
組
合
員
生
活
の
安
定
向
上

5
、
経
営
基
盤
の
強
化
に
よ
る
健
全
な
農
協
の
確
立

6
、
営
農
生
活
指
導
体
制
の
確
立

了
、
経
営
管
理
の
適
正
化

三
、
合
併
の

日
程

新
農
協
の
設
立
委
員
会
は
四
八
年
五
月
一
四
日
、
合
併
認
可
申
請

六
月
一
三
日
、
合
併
期
日
七
月
一
日
、
登
記
七
月
二
日
と
定
め
た
。

四
、
職
員
の

引
継

1
 
、
引
継
の
方
法

ア
、
合
併
時
の
職
員
は
新
採
用
方
式
に
よ
り
全
員
引
継
ぐ
。

職 員 の 状 況 (48.1.20現在)

ィ
、
給
与
は
現

状
の
ま
ゝ
で

引
継
ぎ
、
合

併
後
に
均
衡

調
整
を
は
か

る
。

ウ
、
定
年
は
満

五
五
才
と
す

る
、
但
し
合

併
時
に
満
五

五
才
を
超
え

る
職
員
に
つ

い
て
は
合
併

後
一
年
間
の

延
長
を
認
め
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る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
財
産
の
引
継
方
法

1
、
固
定
資
産
の
再
評
価

固
定
資
産
の
再
評
価
は
原
則
と
し
て

行
な
わ
な
い
も
の
と
す
る

2
、
積
立
金

旧
組
合
に
お
い
て
処
理
す
る

3
、
剰
余
金

旧
組
合
に
お
い
て
処
理
す
る

4
、
欠
損
金

被
合
併
組
合
で
協
議
し
、
そ
の
措
置
を
決
定
す
る

5
、
出
資
一
口
金
額
に
対
す
る
持
分
調
整

新
組
合
の
出
資
一
口

金
額
は
二
、
〇
〇
〇
円
と
す
る

六
、
合
併
契
約
の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項

1
、
合
併
方
法

新
設
合
併

2
、
合
併
基
準
日
以
降
、
合
併
ま
で
の
間
に
お
け
る
財
産
の
移
動

に
対
す
る
措
置
(
略
)

3
、
設
立
委
員
の
、
人
数
お
よ
び
選
出
方
法

設
立
委
員

三
四
名
(
正
組
合
員
か
ら
選
出
)

内
訳

久
万
町
麗
業
協
同
組
合

美
川
村
農
業
協
同
組
合

面
河
村
農
業
協
同
組
合

柳
谷
村
農
業
協
同
組
合

一
六
名

八
名

五
名

五
名

4
、
合
併
当
時
の
役
員
は
、
被
合
併
農
協
の
総
会
で
選
出
さ
れ
た

設
立
委
員
が
、
原
則
と
し
て
理
事
又
は
監
事
に
な
る
も
の
と
す

る

七
、
定
款
の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項

1
、
組
合
の
名
称

久
万
農
業
協
同
組
合
と
す
る

2
、
事
業

農
業
協
同
組
合
法
お
よ
び
そ
の
他
の
法
令
に
基
づ
き

許
さ
れ
た
全
事
業

3
、
地
区

久
万
町
・
美
川
村
・
面
河
村
・
柳
谷
村
、
の
四
地
区

と
す
る

4
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
(
美
川
村
分
の
み
)

上
浮
穴
郡
美
川
村
大
字
東
川
一
番
耕
地
三
四
番
地
第
一

(
美
川
)

上
浮
穴
郡
美
川
村
大
字
上
黒
岩
四
番
耕
地
八
〇
九
番
地
第
五

(
御
三
戸
)

5
、
組
合
員
資
格

正
組
合
員

ア
、
一
〇
咋
以
上
の
土
地
を
耕
作
す
る
農
民
で
そ
の
耕
作
す
る

土
地
ま
た
は
住
所
が
こ
の
組
合
の
地
区
内
に
あ
る
も
の

ィ
、
一
年
の
う
ち
、
九
〇
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
農
民
で
、
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そ
の
住
所
が
こ
の
組
合
の
地
区
内
に
あ
る
も
の

准
組
合
員
(
略
)

6
、
出
資
一
口
金
額
お
よ
び
、
払
込
方
法
、
な
ら
び
に
一
組
合
員

の
有
す
る
こ
と
の
で
き
る
出
資
口
数
の
最
高
限
度
。
最
高
限
度

口
数
一
、
〇
〇
〇
日
、
(
以
下
略
)

了
、
役
員
の
定
数
、
お
よ
び
任
期

ア
、
理
事
二
八
名
、
監
事
六
名
と
し
、
組
合
長
、
専
務
理
事
各

一
名
、
必
要
に
応
じ
て
常
務
理
事
若
干
名
を
置
く
こ
と
が
で

き
る

ィ
、
役
員
の
任
期
は
、
三
年
と
す
る
、
た
だ
し
、
設
立
当
時
の

任
期
は
一
年
以
内
と
す
る

ウ
、
役
員
の
選
出
方
法
は
、
選
任
制
と
す
る

8
、
総
代
会
制
度
の
採
用

ア
、
総
代
会
制
度
を
採
用
し
、
総
代
の
定
数
は
、
五
一
〇
人
と

す
る

ィ
、
総
代
の
任
期
は
三
年
と
す
る

ウ
、
総
代
は
地
区
毎
に
選
挙
す
る

9
、
事
業
年
度

事
業
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
は
じ
ま
り
、
翌
年
三
月
三

一
日
ま
で
に
、
終
る
も
の
と
す
る

以
上
が
合
併
の
基
本
的
構
想
で
あ
る
が
、
合
併
の
出
発
は
先
ず
組

合
員
の
協
力
な
く
て
は
不
可
能
で
、
二
月
一
日
よ
り
一
二
日
間
、
二

班
編
成
で
、
村
内
二
一
ヶ
所
で
、
説
明
会
を
開
き
、
組
合
員
と
膝
を

交
じ
え
て
趣
旨
を
説
明
し
理
解
を
求
め
、
賛
同
を
得
た
。
二
月
一
四

日
、
四
ケ
町
村
の
農
協
が
同
時
に
臨
時
総
会
を
開
き
、
合
併
と
決

議
、
一
気
に
軌
道
に
乗
せ
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
柳
谷
農
協
が
長
時

間
審
議
の
末
合
併
を
否
決
、
他
の
三
農
協
は
可
決
し
た
が
、
振
り
出

し
に
も
ど
っ
た
。
然
し
合
併
に
対
す
る
機
運
は
衰
え
ず
、
農
協
中
央

会
の
斡
旋
も
あ
り
、
美
川
農
協
に
於
て
も
、
二
月
二
一
日
合
併
協
議

会
が
発
足
、
再
出
発
の
道
が
開
け
た
。

三
月
七
日
の
美
川
農
協
役
員
会
で
、
全
役
員
合
併
に
異
議
な
く
、

決
議
し
た
。

五
月
八
日
、
美
川
村
農
業
協
同
組
合
第
二
五
回
通
常
総
会
で
、
第

一
〇
号
議
案
農
協
合
併
に
つ
い
て
、
提
案
審
議
が
行
な
わ
れ
た
が
、

本
案
に
つ
い
て
、
二
月
の
臨
時
総
会
同
様
、
満
場
異
議
な
く
可
決
さ

れ
、
こ
こ
に
合
併
が
正
式
に
決
っ
た
。

第
一
〇
号
議
案
、
農
協
合
併
に
つ
い
て

0

久
万
農
業
協
同
組
合
経
営
計
画
書
(
案
)
承
認
に
つ
い
て
。
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臼

久
万
農
業
協
同
組
合
、
美
川
村
農
業
協
同
組
合
、
面
河
村
農
業
協
同

組
合
、
柳
谷
村
農
業
協
同
組
合
の
合
併
承
認
に
つ
い
て
。

白

久
万
農
業
協
同
組
合
、
合
併
予
備
契
約
書
承
認
に
つ
い
て
。

⑭

久
万
農
業
組
合
設
立
委
員
規
定
(
案
)

の
承
認
に
つ
い
て
。

㊧

久
万
農
業
協
同
組
合
設
立
委
員
選
出
に
つ
い
て
。

歴
代
組
合
長
・
理
事
・
監
事

設
立
委
員
会
発
足
、
美
川
農
協
よ
り
次
の
八
名
が
選
出
さ
れ
た
。

坂
本
素
行
、
高
木
秀
雄
、
佐
藤
稔
、
松
浦
豊
樹
、
大
東
義
貞
、
田
野
正

弐
、
川
崎
清
隆
、
新
谷
優

設
立
委
員
と
、
事
務
整
理
及
び
計
画
案
作
成
等
の
た
め
篠
崎
課
長
が
出

向
き
、
審
議
が
行
な
わ
れ
、
七
月
一
日
、
合
併
を
達
成
し
た
。
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昭
和
三
四
年
度

美

川

村

農

昭
和
四
〇
年
度

美

川

村

農

協

昭
和
四
八
年
度

美

川

村

農

設久

万
立

農

時協

組
合
長
理
事

理

事

土片団中高 高黒板山中平木中上高佐高坂吉

岐岡上西橋 岡川崎内内井同州田岡藤岡本岡

好

吉

素

行

志
洲
寿

計
三
郎

金
四
郎

留

吉豊勝

鹿
之
助

歓

四

正

直

利

雄

営

造

久
次
郎

春

茂

縫
太
郎

幸

雄

七

歳

政

信

坂

本

素

行

猪

上

憲

倍

谷

原

道

重

宇
都
本

甚
太
郎

篠

原

光

春

松

岡

忠

雄

団

上

政

雄

藤

本

市
太
郎

大

野

清
一

西

森

林
太
郎

黒

川

茂

義

成

川

清

志

中

野

豊

茂

大

野

正

美

阪
、
本

員

夫

高

木

秀

雄

大

黒

英

雄

松

田

満

直

山

田

栄
一

堀

尾

好

光

松川西大桐嶋小森堀坪城十片林篠木田佐高坂

岡崎田野原崎林本屋内山川岡 原下車藤岡本

素

行

志
洲
寿稔

清

晴

茂
一

宗

盛

数

男

隼

雄

嘉
太
郎

益

雄要

春清孝福幸豊 正好

光夫--吉督一
、隆好

漆栄田押川星西田阪高士松波大団吉伊佐高坂

田代中岡崎守本野本岡居満都東上岡藤藤木本

義 通光 秀素正光一繁清春重

行雄稔義薫勇貞博樹寛明夫弐集夫隆朝貢

良
比
古智

新川松大佐高坂土

谷崎浦束藤木本居

清豊義 秀素

優隆樹貞稔雄行寛

田

野

正

式



第2章 農 業

昭和47年度 機構図及び職務分担表(美川村農業協同組合)

i総 会l

i組合長坂本素行i-I監 事
会I

匡務高木秀雄i

支
所
長
大
野
清
一

営
農
課
長
新
谷
養
一
郎

-
経

-
営

-
販

-
営

-
管

-
外

-
貯

-
現
金
出

-
店

舗納金務理 農 売 農 理

大

野

松

岡

西

森

梶

家

臨
時

女

清
一

良

夫

上 団 新 安

岡 上 谷 宅

正 恵 養

文 男
一
郎
-

147

金
融
課
長
篠
崎

勇

-
貸

付

-
共

済

-
経

理

1
貯

金

-
現
金
出
納

-
経

理

-
共

済

-
資

金

篠

崎

松

下

窪
和
久

宮

内

岩

橋

十

川

西

山

安

宅

勇
-

日
出
夫

義

兼

純

子

早
世
子

澄

恵

あ
つ
子

マ
ツ
ヱ

マ
ツ
エ

加加産生協
産婦

工工郡部人

揚場会会部

蚕はは
し し_

郡部事

会会務

経
済
課
長
伊
藤
忠
興

-
一
般
購

-
給
食
資

-
購
買
事

-
農
機
竃

-
店

-
製

-
運

-
店

1
製

-
全
般
仕

造舗送造舗器務材買入

女女臨坂金青木堀滝伊

時本子田岡田下藤

勝む春 忠
国因

み和昭興
」

最
機

都

会

人

購

買

部



務悶駿東恥

船 珊 記

別 口〉 欝

鶉 曲

鶉∴∴∴咄

船 脚・晒

輔 叫

聾∴∴熱田I

三割し旧知掛
憲渕∴井部

≫
日
脚
糀
韓
国
欝
吟
請
鴨
啓
読
図

(
重
電
曽
市
浦
)

博
薄
揃
醒
)

醐
溝

主
犯
∴
珊
丸

薄
望

両
津

妙
∴
認
∴
聖

鶉
滞
∴
銚
轟

汁
璃
-
∴
温

糀
∴
隷
∴
聖

田
螺

同
港

諦
臓
湘
酎
雅

ミ
∴
u
焦
固

詞
薄

ミ
∴
、
蒋
南
…
」
糾
し

匝
∴
軸
-
雅

ミ
∴
ふ
豊
糊
-
珂
港

湘
蒲
田
謡
雅

諦
紗
)

酒
手
)

斡
鷲
的
藩

-

酒
巻
蒲
田
)

諒
騰
)

堀
薄
浮
間
-

串
師
範
髄
)

輩
韓
国
鵬
-
薄
謝
i

串
間
聯
母
)

鰭
朔
日
鏑
)

講
糊

塗
瑚
翌

醐
師
範
飽
}

靭
前
澤
削
}
薗
葦
}
I

鰊
溜
亙
ヾ
ゝ
-

直
前
菰
触
)

直
前
鶉
湖
)
港
観
)
1

吾
白
)

五
嬰
鞘
擁

滴
鶏
青
ヾ
ゝ
-
)

藩
知
子

扇
睦
-

達
同
軸
峨
相
加
砂

148

ミ
∴
斗
碧
刈

営
馳

⊥⊥⊥⊥

藍
寄
畑
潮

珪
浦
河
割

半
減
∴
柑
翌

-
爾
輔

ミ

湾
口
南
粗
密

瞳
競
二
翌

距
瀧
二
滴

ミ

蘭
栄

霹
し

ミ

鶏
糞

球
用

回
鏑
粗
翌

亜
満
劉

ミ

三
晶

薄
寵

ミ

u
告
只
∴
舐
-

潤
三
池
翌

駐
満
潮

ミ

蟄
吟
榔
-
∴
貰

割
当
粗
翌

ミ

聞
知
両
用
空

彗
蛾
粗
翌

湘
轟
珊
帯
出
聖

圧
蒲
割

湘
二
甜
洩
剛
ゝ
′
聖

寄
蓮
聖
岬
甜
欝
簿



第
七
節

震
林
漁
業
制
度
資
金

世
界
の
農
業
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
見
合
う
対
策
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
、
国
は
先
ず
昭
和
二
四
年
土
地
改
良
法
を
、
さ
ら

に
同
二
八
年
に
農
業
機
械
化
促
進
法
を
制
定
し
、
同
年
同
法
の
省
令

を
、
同
四
〇
年
に
政
令
を
施
行
し
た
。
し
か
し
、
底
の
浅
い
農
林
漁

業
者
の
経
済
で
は
、
そ
れ
ら
法
令
の
目
的
達
成
に
至
ら
ず
昭
和
三
一

年
農
業
改
良
資
金
助
成
法
を
、
同
三
六
年
に
は
農
業
近
代
化
資
金
助

成
法
、
及
び
農
業
近
代
化
助
成
資
金
の
設
置
に
関
す
る
法
律
を
公
布

し
て
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
一
連
の
政
令
省
令
を
整
備
し
て
農
業
資
本

装
備
の
充
実
に
乗
り
出
し
た
。
こ
の
制
度
は
農
業
協
同
組
合
、
又
は

同
連
合
会
を
通
じ
て
融
資
を
受
け
る
事
に
よ
り
国
・
県
・
市
町
村

が
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
利
子
を
補
給
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

業

本
県
で
は
県
が
三
%
、
村
が
一
%
で
あ
っ
た
。
本
村
に
お
い
て
利
用

し
た
資
金
は
昭
和
三
七
年
度
一
、
七
六
〇
万
円
、
昭
和
四
〇
年
度

三
、
〇
〇
〇
万
円
、
同
四
五
年
度
五
、
二
四
〇
万
円
、
同
四
八
年
度

第
八
節

畜

第2華 麗

三
、
三
〇
八
万
円
で
、
そ
の
う
ち
村
が
補
給
し
た
利
子
は
昭
和
三
七

年
度
一
七
万
六
、
〇
〇
〇
円
、
同
四
八
年
三
三
万
一
、
〇
〇
〇
円
で

あ
っ
た
。

一
、
畜
産
の
推
移

従
来
馬
は
主
と
し
て
輸
送
機
関
と
し
、
牛
は
農
耕
用
と
し
て
必
要

と
さ
れ
た
が
、
道
路
の
開
通
と
自
動
車
に
お
さ
れ
て
、
馬
は
そ
の
存

在
価
値
を
失
い
、
牛
は
耕
転
機
に
と
っ
て
代
ら
れ
て
現
金
収
入
源
と

し
て
の
育
成
と
肥
育
に
目
標
が
し
ぼ
ら
れ
た
。

合
併
直
後
は
ま
だ
ま
だ
農
耕
用
と
し
て
の
必
要
も
あ
っ
て
、
昭
和

三
五
年
に
牛
八
〇
一
頭
を
数
え
た
が
、
四
五
年
に
は
四
五
〇
頭
と

な
っ
た
。
か
つ
て
上
浮
穴
畜
産
組
合
連
合
会
の
宮
崎
大
元
課
長
は
御

三
戸
牛
市
(
品
評
会
)
を
評
し
て
、
ぬ
き
牛
(
牡
去
勢
牛
)

の
粒
揃

い
で
は
関
西
随
一
と
豪
語
し
て
い
た
が
、
そ
の
と
お
り
一
五
〇
貫

(
約
五
七
〇
㌔
)
も
の
小
山
の
よ
う
な
牛
が
群
が
り
、
遠
く
大
阪
方

面
か
ら
の
買
い
手
も
加
わ
り
昭
和
三
五
年
の
出
品
頭
数
六
八
〇
頭
と

い
う
盛
況
で
あ
っ
た
。
今
も
な
お
そ
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
け
れ
ど

も
昭
和
四
八
年
、
久
万
農
協
の
合
併
発
足
に
伴
い
美
川
村
・
柳
谷

村
・
面
河
村
の
三
箇
村
合
同
の
畜
牛
品
評
会
を
開
い
た
時
の
出
品
頭

数
は
わ
ず
か
に
八
一
頭
、
当
日
取
引
さ
れ
た
も
の
は
二
〇
頭
に
止

ま
っ
た
。
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牛の飼育(東古味)

牛
は
本
村
で
は
経
済
的
に

大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
歴

代
村
長
・
農
協
長
ら
ほ
振
興

策
に
色
々
腐
心
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
流
れ
を
概
説

す
る
と
仕
七
川
方
面
は
主
と

し
て
育
成
で
あ
り
、
弘
形
方

面
は
肥
育
で
あ
っ
た
し
、
黒

藤
川
方
面
は
仕
七
州
地
区
に

類
似
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
素
牛
と
な
る
仔
牛
が
高
価
と
な
っ
た
事
も
あ
り
、
い
っ

ほ
う
安
定
し
た
収
入
を
得
る
た
め
に
昭
和
三
〇
年
合
併
後
、
そ
れ
ま

で
仕
七
川
村
で
実
施
し
て
い
た
仔
出
し
牛
の
村
の
預
託
事
業
を
再
開

し
、
田
渡
・
父
二
峯
方
面
か
ら
血
統
正
し
い
種
牝
牛
を
導
入
し
て
希

望
者
に
預
託
し
た
。
そ
の
方
法
は
多
少
の
変
更
は
あ
っ
た
が
、
導
入

し
た
牝
牛
を
希
望
者
に
預
け
、
生
れ
た
仔
牛
を
村
が
引
取
る
こ
と
に

ょ
っ
て
親
牛
は
飼
育
者
に
帰
属
す
る
。
村
が
引
取
っ
た
牛
は
同
様
条

件
で
新
し
い
希
望
者
に
預
託
し
、
逐
次
頭
数
を
殖
や
し
て
い
く
事
に

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
村
内
の
仔
出
牛
の
数
は
い
っ
こ
う

に
変
ら
ず
、
預
託
が
殖
え
る
と
自
営
が
減
っ
て
三
〇
な
い
し
四
〇
頭

を
上
下
し
て
、
成
果
の
見
る
べ
き
も
の
が
な
く
、
昭
和
四
一
年
度
を

以
て
実
質
的
に
打
切
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
頭
飼

育
で
は
引
合
わ
な
い
と
し
て
多
頭
飼
育
の
奨
励
も
行
っ
た
が
、
今

残
っ
て
こ
れ
を
実
施
し
て
い
る
の
は
東
古
味
の
伊
藤
光
義
の
五
〇
頭

飼
育
だ
け
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
思
い
立
っ
た
の
が
四
国
カ
ル
ス
ト
地
区
国
営
草
地
改
良
事

業
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
さ
き
に
村
が
施
策
と
し
て
打
ち
出
し
た
も

の
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、
生
産
牛
の
奨
励
、
つ
づ
い
て
素
牛
購
入
に

対
す
る
利
子
補
給
制
度
の
採
用
、
さ
ら
に
昭
和
三
三
年
新
農
村
建
設

特
別
助
成
事
業
に
よ
っ
て
役
場
の
下
方
に
家
畜
管
理
所
を
建
設
し
、

正
量
取
引
促
進
の
た
め
牛
衡
器
を
設
置
し
た
。
そ
の
後
、
一
頭
飼
育

か
ら
多
頭
飼
育
に
移
行
す
べ
く
東
古
味
に
多
頭
飼
育
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
た
外
、
農
協
が
勧
め
る
預
託
牛
の
奨
励
の
片
棒
を
か
つ
ぐ
な

ど
、
色
々
と
手
を
尽
し
た
が
輸
入
肉
と
飼
料
の
高
騰
・
流
通
機
構
の

陸
路
等
の
た
め
か
年
々
減
少
の
状
態
に
あ
る
。

そ
の
他
鶏
・
豚
・
山
羊
等
も
あ
る
が
、
鶏
は
久
主
下
り
の
平
岡
篤

全
が
企
業
的
経
営
を
行
っ
て
い
る
外
、
お
お
む
ね
自
家
用
採
卵
の
た
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め
の
飼
育
で
あ
り
、
豚
も
養
豚
団
地
造
り
の
気
配
が
あ
っ
た
が
畜
産

公
害
の
関
係
で
流
れ
、
山
羊
も
山
羊
乳
自
給
の
た
め
の
も
の
が
散
見

さ
れ
る
程
度
で
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
。

二
、
四
国
カ
ル
ス
ト
地
区
、
国
営
草
地

開
発
事
業

愛
媛
・
高
知
の
県
境
(
標
高
一
〇
〇
〇
̃
一
四
〇
〇
㍍
・
面
積
七
〇
〇

㌶
)

の
四
国
カ
ル
ス
ト
地
区
に
乳
用
・
肉
用
牛
の
公
共
育
成
牧
場
を

開
設
し
、
地
域
畜
産
振
興
と
広
域
共
同
利
用
を
図
る
こ
の
事
業
は
、

国
が
昭
和
四
一
年
か
ら
四
四
年
度
に
調
査
計
画
し
、
四
五
年
度
を
全

体
の
実
施
計
画
年
と
し
、
四
六
年
度
に
は
草
地
開
発
事
業
の
着
工
を

予
定
し
た
。

草
地
造
成
面
積
五
七
〇
㌶
(
愛
媛
県
四
二
四
㌶
)
放
牧
頭
数
二
六
四

業

○
頭
(
愛
媛
県
二
〇
三
〇
頭
・
高
知
六
一
〇
頭
)
事
業
費
一
六
億
二
千
万

円
で
あ
る
が
、
事
業
の
申
請
お
よ
び
事
業
実
施
後
の
運
営
管
理
は
東

宇
和
郡
野
村
町
と
本
郡
の
柳
谷
村
・
美
川
村
お
よ
び
高
知
県
二
町
村

第2華 麗

が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
事
業
概
要
は
次
の
通
り
で
あ

る
。開

発
の
目
的

愛
媛
・
高
知
両
県
環
の
四
国
カ
ル
ス
ト
地
域
の
丘

陵
台
地
に
、
肉
用
牛
・
乳
用
育
成
牛
の
夏
季
放
牧
に
よ
る
、
育
成
団

地
と
し
て
、
公
共
育
成
牧
場
を
建
設
し
、
県
下
の
畜
産
振
興
に
資
す

る
と
共
に
山
村
へ
き
地
に
お
け
る
、
国
土
の
高
度
利
用
を
通
じ
後
進

地
域
の
総
合
開
発
に
資
す
る
。

事
業
の
経
緯

㈲

四
〇
年
六
月
二
二
日
、
大
規
模
草
地
開
発
車
地
改
良
調
査
計

画
地
域
指
定
申
請
書
が
野
村
町
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
四
〇
年
七
月
二

日
知
事
は
農
林
大
臣
に
申
請
し
た
。

㈲

柳
谷
・
美
川
村
長
よ
り
大
川
嶺
の
追
加
申
請
が
あ
り
、
四
一

年
一
月
一
一
日
知
事
は
変
更
申
請
を
行
な
い
、
現
在
の
愛
媛
三
町
村

高
知
二
町
村
の
計
五
町
村
に
ま
た
が
る
地
域
と
な
っ
た
。

㈲

四
一
年
一
〇
月
二
八
日
、
国
有
林
野
管
理
審
議
会
で
草
地
造

成
予
定
地
区
の
国
有
地
等
の
活
用
が
容
認
さ
れ
た
。

㈲

四
三
年
度
で
終
了
予
定
の
調
査
計
画
は
、
一
部
の
調
査
未
了

の
た
め
、
四
四
年
度
に
持
ち
越
さ
れ
、
/
調
査
計
画
期
間
が
四
ヶ
年
と

な
っ
た
。

㈲

四
四
年
一
一
月
、
現
地
測
量
の
結
果
、
七
〇
〇
㌶
の
草
地
造

成
予
定
面
積
の
確
保
が
確
認
さ
れ
た
。

㈲

四
五
年
度
、
国
に
お
い
て
全
体
実
施
設
計
が
行
な
わ
れ
た
。
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㈲

四
六
年
度
、
国
営
草
地
採
択
基
準
、
七
〇
〇
㌶
が
五
〇
〇
㌶

に
緩
和
さ
れ
、
着
工
予
算
六
〇
〇
〇
万
円
が
決
定
し
、
四
六
年
一
〇

月
二
二
日
野
村
町
に
事
業
所
の
開
設
を
見
る
に
至
っ
た
。

事
業
計
画

用

事
業
年
度
、
四
一
年
か
ら
四
四
年
度
に
調
査
計
画
事
業
を
完

了
し
調
査
計
画
書
を
作
成
す
る
。

四
五
年
度
に
全
体
実
施
設
計
を
作
成
し
調
査
計
画
書
を
作
成
す

る
。

四
六
年
事
業
に
着
手
し
五
〇
年
度
に
完
了
す
る
。

㈲

事
業
の
実
施
と
申
請
書
・
事
業
完
了
後
の
牧
場
管
理
運
営
者

①

事
業
は
国
営
で
実
施
す
る
。
事
業
の
用
地
提
供
、
事
業
費
の

分
担
等
に
つ
き
、
関
係
町
村
は
、
四
三
年
七
月
に
議
決
ず
み
。

②

申
請
者
は
愛
媛
県
側
は
野
村
町
・
柳
谷
村
・
美
川
村
の
三
町

村
、
高
知
県
は
梼
原
町
・
東
津
野
村
の
一
部
事
務
組
合
の
予
定
で
あ

る
。③

事
業
種
別
事
業
主
体

国
営
草
地
開
発

附
帯
事
業

関

連
事

業

隔
障
物
・
看
視
舎
・
避
難
舎
・
電
気
導

入
・
特
認
施
設
等

衛
生
施
設
・
農
具
舎
等
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④

草
地
造
成
面
積

⑤

道
路
計
画
及
び
実
施
状
況

第
九
節

水

一
、
淡
水
魚
の
養
殖

昭
和
四
三
年
ご
ろ
か
ら
海
水
汚
染
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
、
豊
富

な
水
資
源
を
活
用
し
た
ア
マ
ゴ
養
殖
が
普
及
し
た
。
村
の
奨
励
事
業



第2章 農

と
し
て
技
術
指
導
な
ど
も
行

な
い
、
水
質
の
良
い
長
崎
部

落
に
膳
化
施
設
を
つ
く
り
、

ア
マ
ゴ
・
マ
ス
の
産
卵
か
ら

稚
魚
、
そ
し
て
成
魚
の
養
殖

を
可
能
に
し
た
。

現
在
毎
年
三
〇
万
尾
の
生

産
実
績
を
あ
げ
て
い
る
が
、

こ
の
設
置
者
は
長
崎
養
魚
セ

ン
タ
ー
で
、
淡
水
魚
養
殖
膳

化
場
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

場魚義昭長

二
、
両
河
川
漁
業
協
同
組
合

本
組
合
は
事
務
所
を
柳
谷
村
に
お
き
、
昭
和
三
〇
年
ま
で
は
ア
ユ
・

ウ
ナ
ギ
・
マ
ス
等
の
放
流
と
マ
ス
の
養
殖
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
町

村
合
併
と
共
に
事
務
所
を
美
川
村
上
黒
岩
中
央
集
会
所
に
移
し
、
内

水
面
漁
業
振
興
の
た
め
活
動
を
つ
づ
け
て
い
る
。
三
四
年
に
面
河
ダ

ム
構
築
の
補
償
金
二
、
〇
〇
〇
万
円
を
得
た
。
本
組
合
の
役
員
、
組

合
員
、
魚
種
別
放
流
状
況
な
ど
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

両
河
川
漁
業
協
同
組
合
役
員
氏
名

昭
和
三
〇
年
̃
三
二
年

組
合
員
数
一
、
四
九
九
名

組
合
長
理
事

永
井

元
栄

理
事

平
岡

英
男
、
土
居

敏
雄
、
中
内

歓
四
、
村
上

伝

昭
和
三
三
年
̃
三
五
年

組
合
員
数

二
、
二
ハ
○
名

組
合
長
理
事

平
岡

英
男

理
事

堀
尾

好
光
、
城
山

元
、
相
原

幸
吉
、
高
木
松
太
郎

昭
和
一
三
ハ
年
̃
三
八
年

組
合
員
数

二
、
五
三
四
名

組
合
長
理
事

平
岡

英
男

理
事

吉
岡

好
古
、
岡
田

勝
、
中
内

歓
四
、
相
原

幸
吉

昭
和
三
九
年
̃
四
一
年

組
合
員
数

二
、
六
六
七
名

組
合
長
理
事

平
岡

英
男

理
事

土
居

武
義
、
谷

昌
美
、
渡
部

貞
一
、
寺
岡

盛
隆

佐
藤
計
三
郎

昭
和
四
二
年
̃
四
四
年

組
合
員
数

二
、
五
二
六
名

組
合
長
理
事

高
岸

勝
繁
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両河川漁業協同組合年次別魚種放流量

理
事

岡
田

勝
、
水
元

勇
、
高
木
松
太
郎
、
土
井

昭
二

土
居

武
義

昭
和
四
五
年
̃
四
七
年

組
合
員
数

二
、
一
九
二
名

組
合
長
理
事

南
岸

勝
繁

理
事

水
元

勇
、
土
居

武
義
、
土
井

昭
二
、
岡
林

勇

田
野

正
弐

昭
和
四
八
年
̃

組
合
員
数

二
、
一
七
四
名

組
合
長
理
事

南
岸

勝
繁

理
事

村
上

清
華
、
土
居

武
義
、
土
井

昭
二
、
田
野

正
弐

寺
岡

忠
良
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業第3章 林

第
三
章

林

第
一
節

林
業
の
概
要

一
、
本
村
の
特
色

当
村
総
面
積
の
約
九
〇
%
は
林
野
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
林
野
が

こ
の
村
の
農
業
と
並
ぶ
一
大
産
業
と
し
て
の
林
業
と
な
り
、
住
民
経

済
の
消
長
を
握
る
に
至
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
さ
て
そ
の
林
業
が
そ
の

中
核
と
し
て
の
森
林
組
合
と
共
に
ど
の
様
な
道
を
た
ど
っ
て
来
た
で

あ
ろ
う
か
。
あ
る
時
は
村
が
中
心
と
な
り
、
あ
る
時
は
森
林
組
合
が

中
心
と
な
っ
て
共
に
手
を
携
え
て
歩
ん
だ
戦
後
、
特
に
合
併
後
二
〇

年
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
美
川
村
の
概
観
」
に
示
す
よ
う
に
、
年
間
降
雨
量
二
、
二
〇
〇

㍉
、
地
味
も
良
好
で
自
然
条
件
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
冬
季
が
長

荊
卦
隷
熊
聖
謝
芽
割
勘
靭
汁
e
醐
輔

く
一
月
・
二
月
の
降
雪
期
に
は
林
業
作
業
は
ほ
と
ん
ど
出
来
な
い
状

態
で
あ
る
。
ま
た
、
山
は
比
較
的
急
峻
で
谷
深
く
、
気
象
条
件
な
ど

に
恵
ま
れ
て
杉
の
生
育
に
は
極
め
て
好
適
で
あ
る
が
、
木
材
搬
出
に

は
多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
す
る
致
命
的
欠
点
が
あ
る
。

二
、
山
林
所
有
の
概
況

森
林
面
積
の
う
ち
別
表
の
よ
う
に
民
有
林
が
約
九
二
%
を
占
め
、

そ
の
う
ち
八
八
%
が
私
有
林
で
あ
る
。
本
村
に
お
け
る
入
会
慣
行
地

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
旧
任
七
州
地
区
に
共
有
の
形
で
登
記
さ
れ
て
い

る
も
の
が
約
五
六
〇
㌶
あ
る
が
、
こ
れ
も
実
質
的
に
は
個
人
有
で
あ

る
。経

営
面
積
は
所
有
戸
数
一
、
二
六
九
戸
(
村
外
者
含
む
)
内
農
家

一
、
一
七
二
戸
、
非
農
家
九
七
戸
で
あ
る
。
平
均
所
有
面
積
八
町
五

段
二
畝
(
八
・
五
二
㌶
)
で
あ
る
が
、
三
㌶
未
満
の
所
有
者
が
六
五

%
を
占
め
る
小
規
模
経
営
で
あ
る
。

(
世
昏
∴
画
報
∴
選
一
鵬
煎
直
江
京
)
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業第3章 林

三
、
造
林
の
概
況

昭
和
二
三
年
ご
ろ
愛
媛
県
と
し
て
は
荒
廃
し
た
林
野
に
対
す
る
造

林
の
必
要
性
を
力
説
し
、
造
林
補
助
制
度
等
を
採
用
し
て
大
い
に
奨

励
に
努
め
た
。
本
村
も
こ
れ
に
呼
応
し
、
こ
の
頃
か
ら
人
工
植
栽
が

急
速
に
進
み
、
特
に
昭
和
二
七
年
頃
か
ら
食
糧
事
情
の
好
転
と
木
材

需
要
の
増
大
に
伴
う
価
格
の
高
騰
に
刺
激
さ
れ
て
造
林
が
大
い
に

振
っ
た
。

昭
和
四
八
年
に
お
い
て
は
本
村
の
林
野
面
積
の
八
七
%
(
一
二
、

四
八
六
㌶
)

の
ほ
と
ん
ど
が
人
工
林
で
杉
と
桧
に
覆
わ
れ
る
迄
に

な
っ
た
。

美
川
地
方
の
植
栽
は
、
大
半
が
短
伐
期
の
小
丸
太
生
産
に
重
点
を

お
い
て
お
り
、
植
付
け
る
苗
木
は
実
生
苗
が
ほ
と
ん
ど
で
、
一
㌶
当

り
植
付
苗
木
は
約
四
、
〇
〇
〇
本
で
あ
る
。
苗
木
は
地
元
産
八
〇
%
、

村
外
も
の
二
〇
%
で
、
す
べ
て
森
林
組
合
を
通
じ
て
植
栽
し
て
い

る
。
し
か
し
近
年
は
造
林
者
の
苗
木
に
対
す
る
意
欲
的
な
要
求
も

あ
っ
て
、
品
種
改
良
、
優
良
苗
木
特
に
挿
木
苗
の
植
栽
等
が
普
及
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

植
栽
後
一
〇
年
ご
ろ
ま
で
下
刈
、
蔓
切
り
、
除
伐
、
枝
打
ち
等
を

行
い
、
一
五
年
生
こ
ろ
か
ら
保
育
的
な
間
伐
に
よ
り
収
入
を
あ
げ
て

い
る
が
、
二
五
年
̃
三
五
年
生
で
、
皆
伐
す
る
と
い
う
経
営
が
比
較

的
多
い
。
伐
期
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
場
合
、
春
・
秋
の
二
期
伐
採
が

従
来
の
慣
行
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
搬
出
機
材
の
高
度
化
に
よ
り
、

年
間
伐
採
に
よ
っ
て
早
め
に
搬
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

最
近
の
年
間
素
材
生
産
量
は
、
約
一
五
、
〇
〇
〇
立
方
㍍
と
見
込

ま
れ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
村
外
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
素
材
の
大

半
は
、
山
元
の
立
木
売
り
で
あ
る
が
、
最
近
は
正
量
取
引
に
ょ
る
、

森
林
組
合
の
委
託
販
売
が
増
加
し
て
い
る
。

以
上
は
林
業
の
概
況
に
過
ぎ
な
い
が
、
林
業
の
中
枢
機
関
と
し
て

の
森
林
組
合
は
ど
の
様
な
変
遷
を
経
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
ど
の
よ

う
な
活
動
を
展
開
し
た
で
あ
ろ
う
か
、
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
。

第
二
節

森

林

組

合

一
、
組
合
の
お
い
た
ち

森
林
は
、
国
土
保
全
上
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
特
に
我
が

国
の
よ
う
に
、
地
勢
急
峻
な
山
地
の
多
い
国
で
は
、
洪
水
の
危
険
を

守
る
意
味
で
特
に
重
要
で
あ
る
。
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昭
和
一
五
年
以
前
の
我
が
国
の
森
林
法
は
、
た
だ
単
に
、
一
般
民

有
林
に
対
し
て
、
保
安
林
の
保
存
を
重
点
目
標
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
遂
行
上
、
林
産
物
の
急
激
な
需

要
に
迫
ら
れ
、
森
林
組
合
を
設
立
し
て
、
こ
の
組
合
を
通
じ
、
ま
す

ま
す
増
大
す
る
軍
用
資
材
と
し
て
の
林
産
物
の
調
達
を
図
る
必
要

上
、
昭
和
一
五
年
一
〇
月
従
来
の
森
林
法
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
に
も

と
づ
い
て
、
全
国
の
市
町
村
単
位
に
、
森
林
組
合
が
続
々
設
立
さ
れ

る
運
び
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
森
林
組
合
は
、
森
林
所
有
者
の
人
た

ち
が
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
、
自
主
的
な
力
で
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
前
述
の
よ
う
に
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
政
府
の

指
示
に
も
と
づ
き
、
所
有
反
別
二
反
歩
以
上
の
森
林
所
有
者
が
、
否

応
な
く
強
制
加
入
さ
せ
ら
れ
た
組
織
体
と
し
て
出
発
し
た
も
の
で
あ

る
。

二
、
組
合
の
歩
み

前
述
の
よ
う
な
経
緯
で
、
弘
形
・
仕
七
川
・
中
津
の
三
森
林
組
合

が
設
立
さ
れ
、
戦
時
中
は
軍
用
材
の
伐
り
出
し
を
主
目
的
と
し
て
、

事
業
を
進
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
昭
和
二
六
年
の
森
林
組

合
組
織
変
更
を
機
に
、
指
導
・
養
苗
・
利
用
・
金
融
事
業
を
通
じ

て
、
旧
態
か
ら
脱
皮
し
組
合
員
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

尚
事
業
に
つ
い
て
は
、
三
組
合
共
、
造
林
補
助
金
の
取
扱
・
林
道

の
開
設
・
公
庫
資
金
の
転
貸
等
を
推
進
し
て
来
た
。

美
川
村
が
、
合
併
後
、
一
行
政
機
関
内
に
三
森
林
組
合
が
あ
る
の

は
不
合
理
で
あ
る
と
の
声
と
、
関
係
当
局
の
指
導
を
あ
お
ぎ
、
以
来

村
長
以
下
各
森
林
組
合
役
員
が
中
心
と
な
っ
て
合
併
に
つ
い
て
、
協

議
、
研
究
し
た
結
果
互
い
に
合
併
の
必
要
性
は
認
め
な
が
ら
も
、
仕

七
川
森
林
組
合
は
、
組
合
内
部
の
諸
事
情
も
あ
っ
て
、
合
併
に
踏
み

切
れ
ず
一
時
中
断
と
な
り
、
や
む
な
く
二
つ
の
組
合
の
み
に
於
い
て

昭
和
三
二
年
二
月
合
併
予
備
契
約
の
調
印
に
こ
ぎ
つ
け
一
〇
月
三
〇

日
を
期
し
て
、
弘
形
・
中
津
の
二
森
林
組
合
の
合
併
が
成
立
し
、
こ

こ
に
新
し
い
美
川
村
森
林
組
合
の
発
足
を
み
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
、
村
内
に
未
だ
に
二
つ
の
森
林
組
合
が

存
在
し
て
い
る
状
態
で
は
、
村
民
に
対
し
て
不
便
を
来
た
し
て
い
る

現
状
に
鑑
み
、
両
組
合
に
於
て
協
議
研
究
中
の
所
、
美
川
村
が
昭
和

四
三
年
に
『
林
業
構
造
改
善
事
業
』

の
指
定
を
受
け
る
に
当
り
、
村

内
に
二
つ
の
森
林
組
合
が
あ
る
現
状
で
は
、
事
業
推
進
上
、
指
定
困

難
と
の
判
断
か
ら
、
関
係
者
に
於
て
合
併
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
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第3章 林 業

よ
う
や
く
九
年
目
の
昭
和
四
一
年
一
二
月
合
併
予
備
契
約
の
調
印
を

了
し
、
こ
こ
に
美
川
・
仕
七
川
の
二
森
林
組
合
の
統
合
が
成
立
。
全

村
を
一
つ
に
し
た
新
し
い
美
川
村
森
林
組
合
が
発
足
し
た
の
で
あ
っ

た
。

森

林

組

合

役

員

名

簿
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そ
の
後
、
昭
和
四
三
年
度
に
第
一
次
林
業
構
造
改
善
事
業
の
指
定

を
受
け
、
諸
事
業
も
無
事
終
了
し
た
。
つ
い
で
昭
和
四
七
年
度
に
第

美
川
村
森
林
組
合
合
併
時
及
び
現
況

二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
の
指
定
を
受
け
て
目
下
事
業
実
施
中
で
あ

る
。

160

第
三
節

組
合
の
事
業

一
、
造

林

戦
中
戦
後
の
森
林
の
過
伐
、
濫
伐
に
よ
り
極
度
に
荒
廃

し
た
国
土
を
早
急
に
復
旧
す
る
た
め
、
政
府
は
森
林
組
合

を
通
じ
て
造
林
補
助
金
(
事
業
費
の
四
割
相
当
額
)
を
交

付
し
て
植
林
の
奨
励
に
つ
と
め
た
結
果
、
昭
和
二
七
年
こ

ろ
か
ら
本
格
的
な
造
林
が
始
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
人

工
林
の
累
増
に
ょ
っ
て
年
間
新
植
面
積
は
三
五
年
度
を

ピ
ー
ク
と
し
て
下
降
線
を
た
ど
る
に
至
っ
た
。

年度別補助造林面積一覧表

(昭和48年度調)



二
、
金

昭
和
二
六
年
に
創
設
さ
れ
た
農
林
漁
業
資
金
は
政
府
の
財
政
投
融

資
中
の
農
山
漁
村
振
興
策
の
一
つ
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
資
金
は
き
わ
め
て
低
利
(
年
利
一
二
・
五
%
̃
五
・
〇
%
)

で
あ
り
、
か
つ
長
期
(
二
〇
年
̃
三
〇
年
)

に
わ
た
っ
て
融
資
が
受

け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
逐
年
利
用
者
が
増
加
し
当

森
林
組
合
が
扱
っ
た
単
年
度
取
扱
額
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第3章 林 業

農林漁業資金借入年度別一覧表 (昭和48年度調)

注 他に農林中央金庫資金7,500,000円借入
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三
、
木
炭
。
椎
茸

木
炭
に
つ
い
て
は
、
戦
中
戦
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
高
度

に
活
用
さ
れ
、
農
家
収
入
に
多
大
の
ウ
エ
ー
ト
を
し
め
て
い
た
が
、

昭
和
三
〇
年
こ
ろ
よ
り
、
家
庭
燃
料
と
し
て
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
・
電

気
・
石
油
器
具
が
普
及
し
、
木
炭
生
産
も
下
降
線
を
た
ど
り
、
現
在

で
は
自
家
使
用
程
度
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
結
果
木
炭
原
木
で

あ
っ
た
、
な
ら
・
く
ぬ
ぎ
等
が
、
し
い
た
げ
の
原
木
と
し
て
活
用
さ

れ
る
事
と
な
り
、
し
い
た
げ
生
産
も
昭
和
三
五
年
こ
ろ
か
ら
年
々
増

産
さ
れ
、
現
在
で
は
農
家
に
と
っ
て
、
大
き
な
収
入
源
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
し
い
た
げ
生
産
に
つ
い
て
は
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

の
人
工
林
の
増
加
に
よ
り
、
広
葉
樹
林
が
激
減
し
、
今
後
生
産
量
の

増
大
に
つ
い
て
は
、
多
く
を
望
め
な
い
状
態
で
あ
り
、
原
木
対
策
が

必
要
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
し
い
た
げ
の
普
及
奨
励
に
当
っ
て
は
、
そ
の
き
っ
か

け
を
作
っ
た
時
の
美
川
村
森
林
組
合
長
古
谷
金
一
お
よ
び
愛
媛
県
技

師
大
石
光
男
の
努
力
を
多
と
し
た
い
。

162

年度別木炭・しいたげ生産量

(昭和48年度調べ)

第
四
節

村
と
共
同
の
事
業

一
、
林

道

第
二
次
大
戦
後
、
造
林
が
進
む
に
つ
れ
て
特
に
林
道
の

重
要
性
を
慮
か
り
、
逐
年
こ
れ
を
開
発
し
て
生
産
基
盤
を

拡
充
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
林
業
に
お
け
る
生
産
性
の
向

上
が
目
的
で
あ
り
、
い
き
お
い
施
行
主
体
も
林
業
者
の
利

益
代
表
た
る
森
林
組
合
の
重
要
な
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
後
、
林
道
の
性
格
お

よ
び
内
容
か
ら
み
て
村
道
ま
た
は
県
道
に
編
入
さ
れ
て
、



第3章 林 業

森林組合開設林道一覧表 (昭和48年度調べ)
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地
方
産
業
開
発
に
重
要
な
役
割
り
を
果
し
て
い
る
路
線
も
あ
る
。

な
お
今
後
一
五
カ
年
の
計
画
で
は
三
一
路
線
、
延
長
に
し
て
七
五

麓
、
一
㌶
当
り
七
・
五
㍍
の
高
密
路
網
を
推
進
中
で
あ
る
。
ち
な
み

に
昭
和
二
一
年
以
来
の
開
設
林
道
お
よ
び
災
害
復
旧
の
な
さ
れ
た
箇

所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

林道災害復旧事業 (昭和48年度調べ)

路線名i幅 員i延 長i 事 業 費

406,000円

355,000

200,000

412,000

478,000

63了,000

372,000

917,000

265,000

294,000

289,000

1,030,000

605,000

391,000

664,000

7,315,000

mO
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
n
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O

O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O

O
U

8

∩
×
U
 
O
 
l
-

∩
ロ
ー
一
貫
J
 
n
曽
-
∴
貫
J

4

1
i
・

3

3

7

6

7

4
i

3

1

3

6

イ
̃

「
i
I

3

1
i
 
l
i
・

l
i
-

2

貫
J

1

3

34

〃

〃

〃

〃

〃

かごばら線

わらび打線

藤 社 線

二 箆 線

わらび打線

藤 社 線

大 谷 線

藤 社 線

わらび打線

大 谷 線

線
線
線
線

〃
社
村
谷
の

藤
中
大
み

二
、
治
山
治
水
事
業

森
林
を
保
護
し
、
さ
ら
に
水
源
の
か
ん
養
と
国
土
の
保
全
を
図
る

た
め
の
事
業
で
あ
る
。
美
川
村
は
急
傾
斜
地
帯
で
降
雪
・
降
雨
が
多

く
、
各
種
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
災
害
復
旧

に
防
止
に
、
地
す
べ
り
防
止
対
策
事
業
と
合
せ
て
、
国
土
保
全
に
大

き
く
役
立
っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
中
、
県
林
業
課
が
主
体
で
実
施
す
る
も
の
は
地
元
負
担

金
は
必
要
が
な
い
。
但
し
事
業
費
が
お
お
む
ね
一
〇
〇
万
円
以
下
の

も
の
に
つ
い
て
は
村
が
事
業
主
体
と
な
り
、
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
県
単
治
山
事
業
と
い
っ
て
補
助
金
は
県
費
で
三
分
の

二
で
あ
る
。
そ
の
事
業
の
内
訳
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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治山治水事業

州
制

地 区 名
|事判 事

業 区 ノ53又 負 さ子千を之 者

M 円
30 東 ] [[，水 十甲 愛 媛 県 12 380，000 水源林造成事業 直 戸凸主4

11 東 川，ナカワオ 11 20 592，000 11 県会長森林佐組合々木連合長会 治

1/ 里 藤 ] [[，ササミネ 1/ 40 1，189，000 1/ 1/ 

1/ 日 野 mL糾l 山 11 7 215，000 // // 

11 大 ] [[，イハ タ ケ 1/ 15 430，000 1/ // 

11 日 野 浦，大 谷 /1 0.4 900，000 崩壊地復旧事業 1/ 

11 東 ] [[，タケノクピ 1/ 0.5 2，413，000 1/ 直 ，丘~三証ら

E十 6，119，000 

31 東 川，アカノクボ 愛 媛県 1.25 1，949，000 崩壊地復旧事業 直 ;舌

1/ 中 里 岩，淵 ケ 上 1/ 0.8 157，000 1/ 1/ 

計 2，106，000 

32 里 藤 ] [[，ハシカ タ ニ 愛 媛 県 0.5 3，030，000 崩壊地復旧事業 直 営
11 日 野 j甫，カマタケ山 1/ 15.4 462，000 水源林造成事業 // 

11 日 里子 浦，岡 i也 1/ 1.1 1，320，000 災害荒廃地復旧 高 111 貞 蔵

4，812，000 

33 日 野 浦，岡 i也 愛媛県 1.1 1，424，000 崩壊地復旧事業 ~可0' 山 貞 蔵

1/ 里 日泰 ] [[，ヲヲシタ // 1.0 1，690，000 1/ ーi旦寸件a 戸凸主4

11 日 野 打[~ 1/ 15 505，000 水源林造成事業 1/ 

3，619，000 
由一
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地 区 名 |事問|事 業 区 分 負 業 者

lLa 円
34 日 里子 洞j 愛媛県 15 447，000 水源林造成事業 直 介凸主Jら

11 日 里子 浦，岡 地 11 1.1 1，990，000 崩壊地復旧事業 『ロ可 山 貞 蔵

11 里 日長 ) 11，ヲヲシ タ 11 1.3 1，758，000 11 直 営

11 中 里 岩，淵 ケ 上 11 0.6 1，962，000 11 11 

11 東 )11，タ ケノクピ 11 2.0 803，000 11 11 

5十 6，960，000 

35 日 自2 浦，岡 地 愛媛県 1.1 1，476，000 崩壊地復旧事業 I口可 l心 貞 蔵

11 東 )11，ソ ア ノ 11 0.5 2，207，000 崩壊地復旧事業 直 戸凸主4

11 大 川，ヲクノ谷 11 0.8 2，060，000 11 11 

言十 5，743，000 

36 大 川，ヲクノ谷 愛媛県 0.8 1，350，000 崩壊地復旧事業 会県長森林組井合連部合会栄 治

11 日 野 浦，カシノ木 11 0.4 2，006，000 11 [可ロ IJJ 貞 蔵

3，356，000 

37 七 鳥，ヒテシイナシ 愛 媛県 1.0 1，798，000 崩壊地復旧事業 中 岡 亀 ゴロゴ

11 里 藤 川，ヨ ラ キ レ 11 3.73 1，445，000 11 久 保 金 松

11 大 川，ヲクノ谷 11 0.6 2，013，000 11 県会森長林組伊合連藤合会隣 ー

言十 5，256，000 

38 七 鳥，ハチノス 愛媛県 2.12 1，440，000 緊急治 山 面西 河村
岡鶴 栄

11 里 日長 川，ヨ ラ キ レ 11 2.9 3，797，000 崩壊地復旧事業 久 {来 王f立L 松

計 5，237，000 

∞U
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川
相

39 東 川，ヒナウチ 愛媛県 4.83 2，672，000 崩壊地復旧事業 主I司主r 岡 政 蔵

11 黒 藤 川，ハチコク 11 6.88 4，388，000 11 久 保 三八区 松

11 中 里 岩，窪 ノ 向 11 j吃 か L〉-ー、、 108，000 県単治山 11 

E十 7，168，000 

40 東 ) 1 j，サンガボウ 愛媛県 谷止工，暗渠 30m 2，434，000 復旧治山 l可ロ 岡 政 蔵

11 七 鳥，ウワナル 11 積工 76m 1， 647，000 11 11 

計 4，081，000 

41 里 国手 川，ヨラキレ 愛媛県 谷止工 2ヶ処 2，822，000 復旧治 山 久 (呆 金 松

11 大 川 ，サヤクチ 11 谷止工，護岸工 3，652，000 11 平 相1 進

11 東 ) 11，マイタ 11 谷止工 316d 2，851， 000 予防治山 中 岡 亀 ゴロゴ

11 t:t 里 岩 11 谷止工 113.9m3 1， 195，000 11 県会長森伊連藤 隣

10，520，000 

42 里. 沼t ) 1 j，ヨラキレ 愛媛県 谷止工 3ケ処 2，980，000 復旧治 山 久 '保 金 松

11 里 藤 ) 11 11 水路工，暗渠工 1，758，000 11 11 

11 東 川，ゴ 、、、 11 11 2，809，000 11 同口 |司 政 蔵

11 東 ) 1 j，マイ タ ニ 11 谷止工 414nt 4，031， 000 予防治 山 中 岡 亀 t口と

11，578，000 

43 東 川，シモムカエ 愛媛県 床護岸止工工， 谷止工 3，735，000 復旧治山 同口 岡 政 蔵

11 イ土 出，ヤマノウシロ 11 谷 止 工 3，064，000 予防治山 中 岡 亀 =口と

11 東 ) 1 j，マイタニ 11 ノl口A、一 止 工 3，027，000 11 11 

11 日 野 浦，ヤマノマタ 11 床固工，土留工 1，971， 000 緊急治 山 久 保 金 松

言十 11，797，000 
ト
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地 区 名 |事業判 事 業 区 分 負 業 者

44 東 川，シモ ムカ エ 愛媛県 谷 止 工 3，841，000 復旧治山 中 岡 亀 τ口と l 

// 東 )1[，マイ タ ニ H 谷 止 工 6，322，000 予防治山 高 岡 政 蔵
// 仕 出，ヤマノウシ ロ // 谷 止 工 4，575，000 // 中 岡 亀 ゴIコ= 

// 里 藤 J[I，ヲ、シ タ // 谷 止 工 3，358，000 // 久 保 金 松
// 大 川，サヤクチ /γ 床 固 工 906，000 施設災 害 西 岡 不重 広

19，002，000 

45 仕 11¥，ヒ 7/ 、ン 愛媛県 土水留路工工， 谷止工 3，446，000 復 旧治山 中 l司 亀 τにl=3 

// 東 川， シモムカヱ // 谷 止 工 5，017，000 // // 

// F七 )!告，アガ、リ タテ // 谷 止 工 5，180，000 // 言同ず] |司 政 蔵
// 東 ) 11， マイタニ // 谷 止 工 1，765，000 予防治 山 中 |司 亀 亡口と

// 大 川，梨ノ下リ 美 川 村 土留工，水路工 519，000 県単治 山 西 岡 種 広

E十 15，927，000 

46 七 鳥，ア ガリタテ 愛媛県 谷 止 工 4，574，000 復 旧治山 戸口司 岡 政 蔵
// 東 川， 鳥 j[遮 // 床 止 工 2，470，000 // // 

// 東 ~ )11，マイ タ ニ // 床 止 ユ二 3，760，000 予防治 山 中 岡 亀 亡にとI 

計 10，804，000 

47 里 藤 川，元 井 谷 愛媛県 土留工，水路工 7，600，000 緊急治 山 久 保 金 松
// 東 ) 11，マイタニ // 床 止 工 10，500，000 復 旧治山 I=t 岡 亀 τ口と

// 東 川， 鳥 j也 // // 6，300，000 // 主I可主 岡 政 蔵
// // ，シ ロ // 土 ~ヨI 工 5，530，000 // // 

// 仕 出 // 床 止 工 6，300，000 予防治 山 中 |司 亀 ゴIココ

∞ωJ[ 
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三
、
林
地
地
す
べ
り
対
策
事
業

門
的
調
査
が
進
め
ら
れ
事
業
が
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
事
業
費
に
つ

い
て
は
全
額
国
県
費
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。

林

さ
き
に
耕
地
地
す
べ
り
対
策
事
業
の
と
こ
ろ
で
説
明
の
通
り
、
林

美
川
村
で
も
昭
和
三
七
年
度
よ
り
別
表
の
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い

第 3章

地
に
つ
い
て
は
国
は
林
野
庁
、
県
は
林
業
課
が
窓
口
と
な
り
、
市
町

る。
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村
長
の
申
請
に
基
づ
き
地
す
べ
り
地
域
の
指
定
を
行
い
、
そ
の
後
専



林地地すベり対策事業

土也 区 名 |事業主体| 事業量 | 総事業費

円
37 東川，コピヤダニ 愛 媛 県 6.2 1m 2，814，000 西岡種広

38 東 川，コビヤ夕、、ニ 愛 媛 県 5.1 1m 2，558，000 西岡種広

39 東川，コピヤダニ 愛 媛 県 蛇かご，隆 道 6，496，000 西岡種広

40 黒藤 川，ヲ クシタ 愛 媛 県 谷 ー止 コ二 5，541，000 久保金松

11 東 ) 11 11 谷止工，水路工 5，601，000 高岡政蔵

言十 11，142，000 

41 亘主 藤 )11 愛 媛 県 ボーリ ング120111 761，000 
近畿ボーリング

阿部治朗

11 11 ， ヲ、、ンタ 11 オぇ 路 工 3，231，000 久保 金松

11 東 川， コビヤダニ 11 護岸工，水路工 | 6，O78，ooo 高岡政蔵

10，070，000 

42 黒藤 川，ヲヲシタ 愛 媛 県 谷止工，暗渠 5，915，000 久保金松

11 東川，コピヤ夕、、ニ 11 水路工，暗渠工 5，212，000 高岡政蔵

計 11，127，000 

43 東 川， コピヤ谷 愛 媛 県 床固工，暗渠工 4，607，000 高岡政蔵

11 黒藤川，ヲヲシタ 11 谷止補強 465，000 西山広元

5，072，000 

44 東川，コピヤダニ 愛 媛 県 谷止工，暗渠工 4，797，000 高岡政蔵

11 黒藤 川，ヲヲシタ 11 土留工，暗渠工 7，524，000 久保金松

計 12，321， 000 

45 黒藤 川，ヲヲシタ 愛 媛 県 谷止工，隆道工 10，837，000 久保 金松

11 東 )11，コピヤ ダニ 11 谷止工， 1建道工 6，410，000 高岡政蔵

言十 17，247，000 

46 東 川，シモムカエ 愛媛県 2，820，000 高岡政蔵

11 置 俵 11 2，850，000 久保金松

5，670，000 

47 東 川，シモムカヱ 愛媛県 6，530，000 高岡 政蔵

11 置 俵 11 6，300，000 久保金松

12，820，000 

48 東 川，シモ ムカヱ 愛 媛 県 11，200，000 高岡 政蔵

11 置 俵 H 11， 800， 000 久保金松

23，000，000 

よl二』I 120，337，000 
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第3章 林

四
、
第
一
次
林
業
構
造
改
善
事
業

こ
の
事
業
は
林
業
構
造
の
改
善
を
推
進
す
る
た
め
の
施
策
の
一
環

を
な
す
も
の
で
、
農
山
村
の
地
域
の
実
情
に
即
し
た
計
画
に
基
づ
い

て
実
施
せ
ら
れ
る
。
村
長
か
ら
地
域
指
定
の
申
請
を
知
事
に
提
出

し
、
知
事
は
あ
ら
か
じ
め
農
林
大
臣
か
ら
都
道
府
県
ご
と
に
指
示
さ

れ
た
目
標
数
の
範
囲
内
に
お
い
て
計
画
地
域
の
指
定
を
行
な
う
も
の

で
、
そ
の
条
件
は
森
林
面
積
五
〇
〇
〇
㌶
以
上
、
民
有
林
の
面
積
お

お
む
ね
一
〇
〇
〇
㌶
以
上
を
有
し
、
か
つ
林
野
率
七
〇
%
以
上
の
山

村
地
域
を
一
町
村
の
平
均
事
業
費
と
し
、
町
村
の
実
態
に
応
じ
て
あ

ら
か
じ
め
事
業
費
の
枠
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
本
村
は
昭
和
四
三
年

輔
-
薄
井
糀
諒
離
煙
∵
雌
田
淵

度
に
指
定
を
受
け
四
四
年
度
か
ら
四
六
年
度
の
三
ケ
年
間
に
林
道
四

線
を
含
む
八
、
一
〇
〇
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
各
地
で
実
施
さ
れ
、
そ
の

予
算
の
割
合
は
お
お
む
ね
第
一
年
度
三
〇
%
、
第
二
年
度
四
〇
%
、

第
三
年
度
三
〇
%
と
ぎ
れ
て
い
た
。
国
の
補
助
率
は
五
〇
%
で
林
道

事
業
に
か
ぎ
り
県
が
二
〇
%
の
補
助
を
、
村
も
二
〇
%
の
助
成
を
行

い
、
受
益
者
負
担
は
一
〇
%
程
度
で
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
相
当
額
の
補
助
を
村
が
出
し
て
こ
れ

ら
の
事
業
を
昭
和
四
六
年
ま
で
に
完
成
し
、
本
村
の
林
業
に
大
き
く

貢
献
し
た
。

そ
の
事
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通
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五
、
第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業

昭
和
四
六
年
第
一
次
林
業
構
造
改
善
事
業
が
完
了
し
た
が
、
引
続

い
て
第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
の
指
定
を
受
け
、
昭
和
四
八
年
度

か
ら
向
う
四
ヶ
年
で
、
総
額
一
五
、
七
〇
〇
万
円
の
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
第
二
次
林
構
事
業
の
特
色
は
、
森
林
の
も
つ
保
健
休
養
機
能

と
林
業
生
産
と
を
あ
わ
せ
た
新
し
い
経
営
の
あ
り
方
を
創
造
す
る
、

「
森
林
総
合
利
用
促
進
事
業
」
と
、
高
密
度
「
一
㌶
に
五
〇
㍍
」
の

道
路
を
整
備
し
、
森
林
組
合
の
委
託
方
式
に
よ
る
協
業
に
ょ
り
、
素

材
生
産
・
造
林
・
保
育
・
間
伐
な
ど
の
施
業
を
集
団
的
に
行
な
う
モ

デ
ル
団
地
を
つ
く
っ
て
い
く
、
「
高
度
集
約
団
地
協
業
経
営
促
進
事

業
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

高
度
集
約
団
地
経
営
促
進
事
業

こ
の
事
業
は
、
有
枝
地
区
一
一

三
㌶
を
団
地
と
し
て
設
定
し
、
幹
線
林
道
、
お
よ
び
作
業
道
を
開
設

し
、
素
材
生
産
・
造
林
・
保
育
な
ど
を
集
団
的
に
施
業
す
る
モ
デ
ル

団
地
づ
く
り
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。

協
業
生
産
整
備
事
業

こ
の
事
業
は
、
生
産
性
の
ひ
く
い
林
業
地

域
二
ヶ
所
に
三
〇
〇
〇
㍍
の
林
道
を
開
設
す
る
も
の
で
、
次
の
二
ヶ

所
に
着
手
し
て
い
る
。

一
、
イ
グ
イ
林
道
一
〇
〇
〇
㍍

二
、
藤
社
林
道
二
〇
〇
〇
㍍
。

森
林
総
合
利
用
促
進
事
業

さ
き
に
略
記
し
た
と
お
り
、
森
林
の

も
つ
保
健
機
能
を
も
生
か
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
取
り
敢
え
ず
美
川

嶺
に
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
つ
く
り
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
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い こ いの森(正面がスキー場)

も
の
で
あ
る
。

こ
の
地
域
は
美

川
ス
キ
ー
場
と
隣

接
の
森
林
四
〇
㌶

が
対
象
と
な
り
、

ヒ
ノ
キ
人
工
林
と

ミ
ズ
ナ
ラ
を
主
と

し
た
、
天
然
広
葉

樹
林
内
に
、
キ
ャ

ン
プ
場
、
遊
歩
道
、

展
望
台
な
ど
の
休

養
施
設
と
管
理
施

設
を
設
置
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
昭

和
四
八
年
度
は
総

合
案
内
施
設
の
管

理
事
務
所
を
中
央

入
口
に
建
設
し

た
。

第
四
章

商

工

業

第
一
節

商
工
業
の
概
要

美
川
村
は
山
地
が
多
く
、
平
地
に
乏
し
い
と
い
う
自
然
条
件
と
住

民
の
点
在
性
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
商
工
業
方
面
に
お
い
て
は
華
々
し

い
繁
栄
の
歴
史
を
作
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
終
戦
を
む
か
え
戦

時
統
制
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
生
活
必
需
品
を
中
心
と
す
る
消
費

材
需
要
の
盛
ん
な
な
か
で
、
自
由
奔
放
な
活
動
期
を
む
か
え
た
。

す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
復
興
援
助
資
金
に
ょ
る
原
材
料
の
輸
入

が
は
じ
ま
り
、
対
日
援
助
政
策
の
強
化
さ
れ
た
朝
鮮
動
乱
後
の
調
整

期
に
は
、
本
村
特
産
の
木
材
が
脚
光
を
浴
び
、
木
材
業
の
非
常
な
繁

栄
を
み
た
。
そ
れ
に
並
ん
で
建
設
業
・
砂
利
採
取
業
。
農
産
物
仲
買

業
も
活
気
に
み
ち
、
今
日
で
は
影
を
う
す
め
た
木
炭
製
造
業
・
精
米

業
・
馬
喰
業
・
鍛
冶
業
も
安
定
し
た
経
営
状
態
を
み
せ
て
い
た
。

と
は
言
う
も
の
の
全
く
一
本
調
子
に
繁
栄
し
た
の
で
は
な
く
、
そ

う
し
た
状
態
ま
で
に
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
あ
り
、
デ
フ
レ
政
策
が

と
ら
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
経
済
全
体
と
し
て
は
輸
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出
の
好
調
が
あ
り
、
農
産
物
の
豊
作
も
幸
い
し
て
、
そ
れ
ら
の
反
動

期
を
克
服
し
美
川
村
誕
生
の
三
〇
年
の
頃
に
は
、
当
地
域
で
は
戦
後

最
良
の
年
を
む
か
え
て
い
た
。

当
時
と
最
近
の
業
種
別
事
業
所
数
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
事
業
所
は
い
ず
れ
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
近
代
的
経
営
意
識

の
乏
し
い
生
産
性
の
低
い
零
細
な
個
人
経
営
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

面
を
小
売
業
で
み
る
と
店
舗
の
広
さ
一
〇
坪
未
満
の
店
舗
が
七
〇
%

を
占
め
ま
た
六
〇
%
の
小
売
業
者
は
兼
業
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

戦
後
新
ら
し
い
技
術
開
発
と
、
新
ら
し
い
産
業
の
台
頭
に
よ
っ
て

大
量
生
産
・
大
量
販
売
の
時
代
を
迎
え
、
昭
和
三
〇
年
頃
を
さ
か
い

と
し
て
日
本
経
済
は
急
速
な
発
展
段
階
に
入
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
こ

の
よ
う
な
本
村
商
工
業
者
は
と
う
て
い
歩
調
を
合
せ
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
い
っ
ほ
う
、
産
業
構
造
も
一
次
産
業
か
ら
二
次
産
業
へ

移
行
し
、
こ
の
た
め
若
い
労
働
人
口
は
阪
神
方
面
に
移
動
を
始
め
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
を
く
い
と
め
得
る
産
業
を
持

た
な
い
本
村
と
し
て
は
傍
観
す
る
外
は
な
く
、
友
は
友
を
呼
び
、
子

は
親
を
呼
ん
で
商
工
業
発
展
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
人
口
は
過
疎
に

転
じ
て
行
っ
た
。

第4章 商 工 業

業種別事業所数

業 種
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・
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イ
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ー
ー

貫
J

「

1

8

8

’
し

7

2

3

2

3

2

4

3

n
夢
葛
∴
∴
イ
ー

0

0

貫
J

「

「
i

4

2

9

6

8

3

0

0

6

4
「
へ
J2

各種商品小売業

衣料品小 売 業

ガソリンスタ ンド

電 気 器 具 店

その他小 売 業
(たばこ,酒,化粧品)

新 聞 店

卸 売 業

理, 美 容 業

旅 館,飲食業

銀 行

運 送 業

洋 服 仕 立 業

農産物仲買,馬喰業

製 材,木材業

自動車修 理 業

電気水道工事三業

か じ や

製 茶 業

精 米 業

塗 装 業

板 金 加 工 業

建 築 大 工 業

土 木 建 設 業

砂 利 採 取 業

豆 納 製 造 業

建 具 製 造 業

コ ン ク リ
ー

ト

ブロ ック製造業

肌 着 鍛 造 業

そ の 他

計
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商 工 会 組 織 図

(土居武義)

ま
た
道
路
交
通
網
の
整
備
と
自
動
車
の

増
加
は
時
間
距
離
を
縮
め
、
村
外
よ
り
の

顧
客
は
二
泊
は
一
泊
と
な
り
、
一
泊
は
日

帰
り
と
な
り
、
村
内
の
顧
客
は
村
外
指
向

が
現
わ
れ
、
さ
ら
に
行
商
人
の
増
加
と
農

協
の
目
覚
し
い
進
出
に
よ
り
、
大
き
な
打

馨
を
受
け
る
事
と
な
っ
た
。

第
二
節

商

工

会

中
小
企
業
者
は
経
済
社
会
の
変
化
へ
の

適
応
に
苦
し
み
な
が
ら
新
し
い
難
問
題
に

直
面
し
た
。
そ
の
昭
和
三
五
年
五
月
一
三

日
に
「
商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る
法
律
」

が
可
決
成
立
し
、
同
法
に
基
づ
き
商
工
会

の
設
立
を
見
た
。
こ
の
商
工
会
に
は
経
営

改
善
普
及
員
が
配
置
さ
れ
経
営
改
善
普
及

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

ま
で
対
税
活
動
を
主
と
し
た
任
意
商
工
団

体
が
仕
七
川
・
弘
形
両
区
に
あ
っ
た
け
れ
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ど
も
、
現
在
の
美
川
村
商
工
会
は
こ
の
法
律
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
設
立
の
趣
旨
は
、

目
的

地
区
内
に
お
け
る
商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
発
達
を
は
か

り
、
も
っ
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
。

組
織
内
容

名
称
は
美
川
村
商
工
会
。
所
在
地
は
美
川
村
中
央
集
会
所
、
役
員

は
会
長
一
名
、
副
会
長
二
名
、
理
事
一
二
名
、
監
事
二
名
、
役
員
の

任
期
は
二
年
で
会
員
一
七
八
名
。

事
業
内
容

ア
、
商
工
業
に
関
し
相
談
に
応
じ
、
お
よ
び
指
導
を
お
こ
な
う
こ

と
○

ィ
、
商
工
業
に
関
す
る
情
報
お
よ
び
資
料
を
収
集
し
提
供
す
る
こ

と
○

業

ウ
、
商
工
業
に
関
す
る
講
習
会
お
よ
び
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
。

工
、
商
工
会
と
し
て
意
見
を
公
表
し
、
こ
れ
を
国
会
・
行
政
庁
等
に

役

職

員
一
覧

表

具
申
し
、
お
よ
び
建
議
す
る
こ
と
。

オ
、
行
政
庁
等
の
諮
問
に
応
じ
て
答
申
す
る
こ
と
。

カ
、
商
工
業
者
の
委
託
を
受
け
て
、
当
該
商
工
業
者
が
行
う
べ
き
事

務
を
処
理
す
る
こ
と
。

キ
、
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
ゝ
ほ
か
、
本
商
工
会
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行
な
う
こ
と
。

こ
う
し
た
内
容
で
昭
和
三
七
年
二
月
二
五
日
創
立
総
会
が
も
た
れ

て
正
式
に
発
足
す
る
事
に
な
っ
た
が
、
当
時
は
設
置
基
準
と
し
て
四

〇
〇
事
業
所
以
上
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
柳
谷
村
商
工
会
と
協
定

を
む
す
び
、
経
営
改
善
普
及
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
国
、
県

か
ら
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
協
定
に
面

河
村
商
工
会
も
加
わ
っ
た
が
、
設
置
基
準
の
改
正
に
よ
り
昭
和
四
二

年
に
は
柳
谷
村
が
、
四
七
年
に
は
面
河
村
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
。

現
在
の
業
種
別
事
業
所
お
よ
び
組
織
、
現
在
ま
で
の
役
職
員
、
主

な
事
項
の
推
移
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第4章 商
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年
度
別
主
要
事
項
の

滴

下

美

子

松

浦

秋

恵

北西高久渡岡寺篠高平森伊木天村団土

山田橋保部林岡崎木柳岡藤山野上上層

和正金貞
ー松直市幸 要進

松
太
郎

幸

作

盛

隆勇

忠義 清 武

興雄登章貢義

松一北天高桜
ノ

満宮山野橋木

秋照 輝春

西鶴高篠寺柳渡 田木天村団土

代田居木崎岡原部

盛尚貞

隆元-潔茂雄宰日
日

山野上上層

登

義

雄

清
一

和

市

道

章

松
太
郎

幸

作

清 武

長土 一桜南西渡柳片団高鶴天篠木天村寺土

同居 宮木木田部原岡上橋尾野崎山野上岡居

い恵 照 松和貞尚 春道輝義義 清盛武

子千 畳潔茶市一元伝貢茂章雄雄雄登章隆義

松 一桜高西水岡片団高鶴天田木天村寺土
ノ

浦 宮木橋田元林岡上木居野代山野上岡居

篤 照 春和恵

子 貢伝勇治市茂潔日
日

松
太
郎

道輝清義 清盛武

義隆章登雄-雄章

松

浦

篤

子

一木高桜水同寺団猪鶴天田大天 村土

木

松
太
郎

山

義

雄

ノ
官

照

昌

木元林岡上上層野代野野 上居

潔

忠 忠 道輝清利 清武

治勇良貢厳章雄一一登 章義

平

柳

篤

子

一堂寺桜渡岡片猪高鶴天田木大村団天
ノ

官本岡木部林

照亀忠 貞

富雄艮潔一

土木居野代山野上上野

賃

年
度
一
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